
年間授業計画 

東京都立第三商業高等学校 定時制 

担 当 者  

教    科 商 業 科    目 課題研究（簿記系）(３単位) 

対    象 第４学年 

教 科 書 「原価計算」 （東京法令出版）等 

副教材その他 自作プリントなど 

目 標 
３年次の原価計算の続きの学習から進める。 

各種簿記検定試験（全経簿記能力検定、日商簿記検定）の合格を目指す。 

学期 時間 単   元 内     容 

１ 

２１ 

各種簿記検定試験に向け

た学習 

全経簿記能力検定１級原価計算・工業簿記 

全経簿記能力検定２級工業簿記 

全経簿記能力検定２級商業簿記 

全経簿記能力検定３級商業簿記 

２１ 

各種簿記検定試験に向け

た学習 

全経簿記能力検定１級原価計算・工業簿記 

全経簿記能力検定２級工業簿記 

全経簿記能力検定２級商業簿記 

全経簿記能力検定３級商業簿記 

２ 

２１ 

各種簿記検定試験に向け

た学習 

全経簿記能力検定１級原価計算・工業簿記 

全経簿記能力検定２級工業簿記・２級商業簿記 

全経簿記能力検定３級商業簿記 

日商簿記検定２級・３級 

２１ 

各種簿記検定試験に向け

た学習 

全経簿記能力検定１級原価計算・工業簿記 

全経簿記能力検定２級工業簿記・２級商業簿記 

全経簿記能力検定３級商業簿記 

日商簿記検定２級・３級 

３ ２１ 

各種簿記検定試験に向け 

た学習 

全経簿記能力検定１級原価計算・工業簿記 

全経簿記能力検定２級工業簿記・２級商業簿記 

全経簿記能力検定３級商業簿記 

日商簿記検定２級・３級 

 

評 

価 

（観点・基準） 

基礎的・基本的知識の習得を目指す。また授業中や各種簿記検定試験の取り組みにより理解力を判

断し、問題集やプリントの記入状況、授業態度、小テスト、出席状況などにより総合的に評価する。 



年間授業計画　新様式

高等学校（定時制）（４学年用）　　　　　　　　　　　教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

講 作 マ 演 発

第三商業 商業 課題研究（情報系）

商業 課題研究（情報系） 3

自校作成プリントによる

商業

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

○

課題研究（情報系）

表計算の基本的な概念や原理を体系的に理解する。日本語ワープロの習熟を通じて検定の合格を目指す。

検定合格に向けて、各自で弱点を見出し、課題を克服する力を養う。

評価規準 知

【知識及び技能】 【学びに向かう力、人間性等】

表計算の基本的な概念や原理を体系的に理解する。日本語
ワープロの習熟を通じて検定の合格を目指す。

「教えあうこと」を重視し、かつ資格取得という共通の目
標に向けて学習を深めて考察する。

思 態
領域

【思考力、判断力、表現力等】

検定合格に向けて、各自で弱点を見出し、課題を克服する
力を養う。

「教えあうこと」を重視し、かつ資格取得という共通の目標に向けて学習を深めて考察する。

配当
時数

○ ○

１
学
期

○

○ ○ 40

【知識及び技能】 【知識・技能】
各関数会得に必要な知識・技能の復習 総合的な知識が身についているか
【思考力、判断力、表現力等】 【思考・判断・表現】
日本語ワープロに必要な漢字の読み書き プリント、提出物の取り組み状況・行動観察
【学びに向かう力、人間性等】 【主体的に学習に取り組む態度】
弱点克服に際し粘り強く努力する 授業中の発言・課題提出

単元名 対策問題集演習

40

〇 〇 2

○ ○ ○

【思考力、判断力、表現力等】 【思考・判断・表現】
日本語ワープロに必要な漢字の読み書き プリント、提出物の取り組み状況・行動観察
【学びに向かう力、人間性等】 【主体的に学習に取り組む態度】

日本情報処理検定表計算準2級
日本情報処理検定日本語ワープロ3級

○ ○

授業中の発言・課題提出

合計

105

○ ○ ○ ○ ○

【主体的に学習に取り組む態度】
授業中の発言・課題提出

○

1

○ 20

〇 〇 2

２
学
期

単元名 対策問題集演習 日本情報処理検定表計算2級
日本情報処理検定日本語ワープロ3級

○ ○

【知識・技能】
総合的な知識が身についているか

実技試験

○

３
学
期

単元名 対策問題集演習 日本情報処理検定表計算準2級
日本情報処理検定プレゼンテーション検定
1級

定期考査

定期考査
弱点克服に際し粘り強く努力する

弱点克服に際し粘り強く努力する

【知識及び技能】
各関数会得に必要な知識・技能の復習

○

【学びに向かう力、人間性等】

〇 〇

【知識及び技能】 【知識・技能】
各関数会得に必要な知識・技能の復習 総合的な知識が身についているか
【思考力、判断力、表現力等】 【思考・判断・表現】
日本語ワープロに必要な漢字の読み書き プリント、提出物の取り組み状況・行動観察



年間授業計画　

高等学校 (１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○指導項目
ア.ビジネスと統計
イ.関数を利用した表の作成
ウ.グラフの作成
エ.情報の整列・検索・抽出
オ.問題の発見と解決の方法

○一人１台端末の活用

【知識・技能】
・表計算ソフトウェアの活用例について理解している。
・統計の基礎について理解している。
・データの入力と計算式の設定について理解している。
・基本的な関数について理解している。
・グラフの種類と概要について理解している。
・基本的なグラフの作成について理解している。
・応用的なグラフの作成と活用について理解している。
・情報データの整列について理解している。
・情報データの検索,抽出について理解している。
・問題発見と解決のプロセスについて理解している。
・モデル化とシミュレーションについて理解している。
・アルゴリズムとプログラミングについて理解している。
【思考・判断・表現】
・統計の基礎について論理的に考えることができる。
・基本的な関数について論理的に考えることができる。
・応用的なグラフの作成と活用について的確に判断し表現することができる。
・問題発見と解決のプロセスについて論理的に考えることができる。
・アルゴリズムとプログラミングについて的確に判断し表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・課題に対して具体例を用いて積極的に考えることができる。
・協働的な学習を通して課題解決方法を考えることができる。
・他者の意見をよく聞く力を身につけることができる。
・自分意見を的確に伝える力を身につけることができる。

C 情報の収集と分析
【知識及び技能】
・表計算ソフトウェアの活用例について理解させる。
・統計の基礎について理解させる。
・データの入力と計算式の設定について理解させる。
・基本的な関数について理解させる。
・グラフの種類と概要について理解させる。
・基本的なグラフの作成について理解させる。
・応用的なグラフの作成と活用について理解させる。
・情報データの整列について理解させる。
・情報データの検索,抽出について理解させる。
・問題発見と解決のプロセスについて理解させる。
・モデル化とシミュレーションについて理解させる。
・アルゴリズムとプログラミングについて理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・統計の基礎について論理的に考えさせる。
・基本的な関数について論理的に考えさせる。
・応用的なグラフの作成と活用について的確に判断し表
現させる。
・問題発見と解決のプロセスについて論理的に考えさせ
る。
・アルゴリズムとプログラミングについて的確に判断し
表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・課題に対して具体例を用いて積極的に考えさせる。
・協働的な学習を通して課題解決方法を考えさせる。
・他者の意見をよく聞く力を身につけさせる。
・自分意見を的確に伝える力を身につけさせる。

【知識・技能】
・ハードウェアについて理解している。
・ソフトウェアについて理解している。
・情報通信ネットワークの役割について理解している。
・情報通信ネットワークの構成について理解している。
・インターネットのしくみについて理解している。
・Webページの検索について理解している。
・Webページの活用について理解している。
・電子メールの活用について理解している。
・セキュリティ管理の重要性について理解している。
・セキュリティの管理について理解している。
【思考・判断・表現】
・情報通信ネットワークの構成について論理的に考えることができる。
・インターネットのしくみについて論理的に考えることができる。
・Webページの検索について論理的に考えることができる。
・Webページの活用について身近な問題提起をもとに具体的な解決策を考えることができる。
・電子メールの活用について身近な問題提起をもとに具体的な解決策を考えることができる。
・セキュリティ管理の重要性について論理的に考えることができる。
・セキュリティの管理について身近な問題提起をもとに具体的な解決策を考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・課題に対して具体例を用いて積極的に考えることができる。
・協働的な学習を通して課題解決方法を考えることができる。
・他者の意見をよく聞く力を身につけることができる。
・自分意見を的確に伝える力を身につけることができる。

○指導項目
ア.コンピュータシステムの
概要
イ.情報通信ネットワークの
仕組みと構成
ウ.情報通信ネットワークの
活用
エ.情報セキュリティの確保
と法規

○一人１台端末の活用

○ 12

○ ○ ○ 7

○ ○

配当
時数

１
学
期

A 企業活動と情報処理
【知識及び技能】
・情報の意義と役割について理解させる。
・情報システムについて理解させる。
・ビジネスとコンピュータについて理解させる。
・情報社会の価値とモラルについて理解させる。
・情報社会と法規について理解させる。
・個人情報の保護について理解させる。
・知的財産の保護について理解させる。
・情報デザインの重要性について理解させる。
・情報デザインの影響と効果について理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・情報システムについて論理的に考えさせる。
・情報社会の価値とモラルについて身近な問題提起をも
とに具体的な解決策を判断させる。
・情報社会と法規について身近な問題提起をもとに具体
的な解決策を考えさせる。
・情報デザインの影響と効果について効果的に表現する
方法を考えさせる。
【学びに向かう力、人間性】
・課題に対して具体例を用いて積極的に考えさせる。
・協働的な学習を通して課題解決方法を考えさせる。
・他者の意見をよく聞く力を身につけさせる。
・自分意見を的確に伝える力を身につけさせる。

○指導項目
ア.情報処理の重要性
イ.情報モラルと法規
ウ.コミュニケーションと情
報デザイン

○一人１台端末の活用

【知識・技能】
・情報の意義と役割について理解している。
・情報システムについて理解している。
・ビジネスとコンピュータについて理解している。
・情報社会の価値とモラルについて理解している。
・情報社会と法規について理解している。
・個人情報の保護について理解している。
・知的財産の保護について理解している。
・情報デザインの重要性について理解している。
・情報デザインの影響と効果について理解している。
【思考・判断・表現】
・情報システムについて論理的に考えることができる。
・情報社会の価値とモラルについて身近な問題提起をもとに具体的な解決策を判断することができ
る。
・情報社会と法規について身近な問題提起をもとに具体的な解決策を考えることができる。
・情報デザインの影響と効果について効果的に表現する方法を考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・課題に対して具体例を用いて積極的に考えることができる。
・協働的な学習を通して課題解決方法を考えることができる。
・他者の意見をよく聞く力を身につけることができる。
・自分意見を的確に伝える力を身につけることができる。

○ ○ ○ 6

B コンピュータシステムと情報通信ネットワーク
【知識及び技能】
・ハードウェアについて理解させる。
・ソフトウェアについて理解させる。
・情報通信ネットワークの役割について理解させる。
・情報通信ネットワークの構成について理解させる。
・インターネットのしくみについて理解させる。
・Webページの検索について理解させる。
・Webページの活用について理解させる。
・電子メールの活用について理解させる。
・セキュリティ管理の重要性について理解させる。
・セキュリティの管理について理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・情報通信ネットワークの構成について論理的に考えさ
せる。
・インターネットのしくみについて論理的に考えさせ
る。
・Webページの検索について論理的に考えさせる。
・Webページの活用について身近な問題提起をもとに具体
的な解決策を考えさせる。
・電子メールの活用について身近な問題提起をもとに具
体的な解決策を考えさせる。
・セキュリティ管理の重要性について論理的に考えさせ
る。
・セキュリティの管理について身近な問題提起をもとに
具体的な解決策を考えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
・課題に対して具体例を用いて積極的に考えさせる。
・協働的な学習を通して課題解決方法を考えさせる。
・他者の意見をよく聞く力を身につけさせる。
・自分意見を的確に伝える力を身につけさせる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

商業 情報処理
商業 情報処理 3

1.多様なビジネスの場面で役立つ情報の収集・処理・分析・表現と活用について理解させる。

・課題に対して具体例を用いて積極的に考えることができる。
・協働的な学習を通して課題解決方法を考えることができる。
・他者の意見をよく聞く力を身につけることができる。
・自分意見を的確に伝える力を身につけることができる。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

・ビジネスの場面に応じた情報の収集を行うことができる。
・ビジネスの場面に応じた情報の処理を行うことができる。
・ビジネスの場面に応じた情報の分析を行うことができる。
・ビジネスの場面に応じた情報の表現を行うことができる。

・ビジネスに関する情報を論理的に考えることができる。
・情報セキュリティや情報の扱いについて科学的根拠に基づき場面に応じた解決
方法を考えることができる。
・収集した情報を場面に応じて活用し的確に判断し表現することができる。

実教出版   情報処理

商業

1.経済社会においてビジネスに関する情報を論理的に考えさせる。
2.情報セキュリティや情報の扱いについて科学的根拠に基づき場面に応じた解決方法を考えさせる。
3.収集した情報を場面に応じて活用し的確に判断し表現させる。

1.経済社会において組織の一員として自己の役割を認識し当事者意識を身につけさせる。
2.他者と信頼関係を構築し積極的に関わり責任をもって学びに向かう姿勢を身につけさせる。

情報処理

【 知　識　及　び　技　能 】



３
学
期

F.プレゼンテーション
【知識及び技能】
・プレゼンテーションの意義について理解させる。
・プレゼンテーションの基礎について理解させる。
・プレゼンテーションの種類について理解させる。
・プレゼンテーションソフトウェアの利用について理解
させる。
・プレゼンテーションスライドの作成について理解させ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・場面に応じたプレゼンテーションソフトウェアの利用
について表現させる。
・場面に応じたプレゼンテーションスライドを作成させ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・課題に対して具体例を用いて積極的に考えさせる。
・協働的な学習を通して課題解決方法を考えさせる。
・他者の意見をよく聞く力を身につけさせる。
・自分意見を的確に伝える力を身につけさせる。

○指導項目
ア.プレゼンテーションの技
法
イ.ビジネスにおけるプレゼ
ンテーション

○一人１台端末の活用

【知識及び技能】
・プレゼンテーションの意義について理解している。
・プレゼンテーションの基礎について理解している。
・プレゼンテーションの種類について理解している。
・プレゼンテーションソフトウェアの利用について理解している。
・プレゼンテーションスライドの作成について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・場面に応じたプレゼンテーションソフトウェアの利用について表現することができる。
・場面に応じたプレゼンテーションスライドを作成することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・課題に対して具体例を用いて積極的に考えることができる。
・協働的な学習を通して課題解決方法を考えることができる。
・他者の意見をよく聞く力を身につけることができる。
・自分意見を的確に伝える力を身につけることができる。

２
学
期

D ビジネス文書の作成
【知識及び技能】
・ビジネス文書の役割について理解させる。
・ビジネス文書の構成について理解させる。
・ワープロの操作と入力方法について理解させる。
・ワープロを利用した文書の作成について理解させる。
・社外文書について理解させる。
・社内文書について理解させる。
・表計算を含んだ文書の作成について理解させる。
・表計算とグラフを含んだ文書の作成について理解させ
る。
・表現力に富んだ報告書の作成について理解させる。
・ワープロソフトの特殊な機能について理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・ビジネス文書の構成について論理的に考えさせる。
・ワープロの操作と入力方法について的確に判断し表現
させる。
・ワープロを利用した文書の作成について的確に判断し
表現させる。
・社外文書と社内文書の違いを論理的に考えさせる。
・表計算を含んだ文書の作成について的確に判断し表現
させる。
・表計算とグラフを含んだ文書の作成について的確に判
断し表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・課題に対して具体例を用いて積極的に考えさせる。
・協働的な学習を通して課題解決方法を考えさせる。
・他者の意見をよく聞く力を身につけさせる。
・自分意見を的確に伝える力を身につけさせる。

○指導項目
ア.文章の表現
イ.ビジネス文書の種類と作
成

○一人１台端末の活用

【知識・技能】
・ビジネス文書の役割について理解している。
・ビジネス文書の構成について理解している。
・ワープロの操作と入力方法について理解している。
・ワープロを利用した文書の作成について理解している。
・社外文書について理解している。
・社内文書について理解している。
・表計算を含んだ文書の作成について理解している。
・表計算とグラフを含んだ文書の作成について理解している。
・表現力に富んだ報告書の作成について理解している。
・ワープロソフトの特殊な機能について理解している。
【思考・判断・表現】
・ビジネス文書の構成について論理的に考えることができる。
・ワープロの操作と入力方法について的確に判断し表現することができる。
・ワープロを利用した文書の作成について的確に判断し表現することができる。
・社外文書と社内文書の違いを論理的に考えることができる。
・表計算を含んだ文書の作成について的確に判断し表現するおとができる。
・表計算とグラフを含んだ文書の作成について的確に判断し表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・課題に対して具体例を用いて積極的に考えることができる。
・協働的な学習を通して課題解決方法を考えることができる。
・他者の意見をよく聞く力を身につけることができる。
・自分意見を的確に伝える力を身につけることができる。

○

○ 15

E ビジネス文書の作成実習
【知識及び技能】
・ワープロを利用した文書作成の技術を身に付けさせ
る。
・表計算を含んだ文書作成の技術を身に付けさせる。
・表計算とグラフを含んだ文書作成の技術を身に付けさ
せる。
・表現力に富んだ報告書作成の技術を身に付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・ワープロを利用し場面に応じた文書作成を的確に判断
し表現させる。
・場面に応じた表計算を含む文書作成を的確に判断し表
現させる。
・場面に応じた表計算とグラフを含んだ文書作成を的確
に判断し表現させる。
・場面に応じ表現力に富んだ報告書作成を的確に判断し
表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・課題に対して具体例を用いて積極的に考えさせる。
・協働的な学習を通して課題解決方法を考えさせる。
・他者の意見をよく聞く力を身につけさせる。
・自分意見を的確に伝える力を身につけさせる。

○指導項目
ア.ビジネス文書の作成実習

○一人１台端末の活用

【知識及び技能】
・ワープロを利用した文書作成の技術を身に付ている。
・表計算を含んだ文書作成の技術を身に付けている。
・表計算とグラフを含んだ文書作成の技術を身に付けている。
・表現力に富んだ報告書作成の技術を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
・ワープロを利用し場面に応じた文書作成を的確に判断し表現することができる。
・場面に応じた表計算を含む文書作成を的確に判断し表現することができる。
・場面に応じた表計算とグラフを含んだ文書作成を的確に判断し表現することができる。
・場面に応じ表現力に富んだ報告書作成を的確に判断し表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・課題に対して具体例を用いて積極的に考えることができる。
・協働的な学習を通して課題解決方法を考えることができる。
・他者の意見をよく聞く力を身につけることができる。
・自分意見を的確に伝える力を身につけることができる。

○ ○ ○ 15

○ ○

○ ○

15

合計

70



年間授業計画　新様式例

高等学校 （１学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 　 　

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

科目 の目標：

4

Ｂ 「安全な社会生活」
【知識・技能】
安全な社会生活について理解を深め
ているとともに、技能を身につけて
いる。
【思考・判断・表現】
安全な社会生活についての自他や社
会の課題を発見し、合理的、計画的
な解決に向けて思考し判断している
とともに、目的や状況に応じて他者
に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】

生涯を通じて自他の健康の保持増進
やそれを支える環境づくりを目指
し、明るく豊かで活力ある生活を営
むための学習に主体的に取り組もう
としている。

指導項目は、以下の内容とする。
（ア）健康の考え方
（イ）現代の感染症とその予防
（ウ）生活習慣病などの予防と回復

【知識・技能】
・指導項目の内容について、言ったり書きだしたりし
ている。
・指導項目の内容について、学習した具体例をあげる
ことができる。

【思考・判断・表現】
・指導項目の内容について、自他や社会の課題を発見
し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断してい
る。
・指導項目の内容について、目的や状況に応じて他者
に伝えている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・学習に主体的に取り組もうとしている。
・指導項目の内容について、自他の健康の保持増進や
それを支える環境づくりを目指そうとしている。

指導項目は、以下の内容とする。
（エ）喫煙、飲酒、薬物乱用と健康
（オ）精神疾患の予防と回復

【知識・技能】
・指導項目の内容について、言ったり書きだしたりし
ている。
・指導項目の内容について、学習した具体例をあげる
ことができる。

【思考・判断・表現】
・指導項目の内容について、自他や社会の課題を発見
し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断してい
る。
・指導項目の内容について、目的や状況に応じて他者
に伝えている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・学習に主体的に取り組もうとしている。
・指導項目の内容について、自他の健康の保持増進や
それを支える環境づくりを目指そうとしている。

指導項目は、以下の内容とする。
（ア）安全な社会づくり
（イ）応急手当

【知識・技能】
・指導項目の内容について、言ったり書きだしたりし
ている。
・指導項目の内容について、学習した具体例をあげる
ことができる。

【思考・判断・表現】
・指導項目の内容について、自他や社会の課題を発見
し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断してい
る。
・指導項目の内容について、目的や状況に応じて他者
に伝えている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・学習に主体的に取り組もうとしている。
・指導項目の内容について、自他の健康の保持増進や
それを支える環境づくりを目指そうとしている。

A 「現代社会と健康」
【知識・技能】
現代社会と健康について理解を深め
ているとともに、技能を身につけて
いる。
【思考・判断・表現】
現代社会と健康についての自他や社
会の課題を発見し、合理的、計画的
な解決に向けて思考し判断している
とともに、目的や状況に応じて他者
に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
生涯を通じて自他の健康の保持増進
やそれを支える環境づくりを目指
し、明るく豊かで活力ある生活を営
むための学習に主体的に取り組もう
としている。

A 「現代社会と健康」
【知識・技能】
現代社会と健康について理解を深め
ているとともに、技能を身につけて
いる。
【思考・判断・表現】
現代社会と健康についての自他や社
会の課題を発見し、合理的、計画的
な解決に向けて思考し判断している
とともに、目的や状況に応じて他者
に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】

生涯を通じて自他の健康の保持増進
やそれを支える環境づくりを目指
し、明るく豊かで活力ある生活を営
むための学習に主体的に取り組もう
としている。

定期考査

〇 4

5

○

○

「現代社会と健康」
（ウ）生活習慣病などの予防と回
復

○ ○

定期考査
○ ○

「現代社会と健康」
（イ）現代の感染症とその予防

１
学
期

「現代社会と健康」
（ア）健康の考え方

○ ○

○ ○

３
学
期

「安全な社会生活」
（ア）安全な社会づくり

〇 〇

２
学
期

「現代社会と健康」
（エ）喫煙、飲酒、薬物乱用と健
康

〇 〇

「安全な社会生活」
（イ）応急手当

〇 〇

○ ○

「現代社会と健康」
（オ）精神疾患の予防と回復

〇 〇

配当
時数

4

態

〇

5

合計

35

〇 1

〇 5

〇 7

〇

○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるとともに、技能を身に付けるようにする。

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支
える環境づくりを目指し、明るく豊かで活力あ
る生活を営むための学習に主体的に取り組もう
としている。

【主体的に学習に取り組む態度】【知識・技能】 【思考・判断・表現】

個人及び社会生活における健康・安全について
理解を深めているとともに、技能を身につけて
いる。

健康についての自他や社会の課題を発見し、合
理的、計画的な解決に向けて思考し判断してい
るとともに、目的や状況に応じて他者に伝えて
いる。

現代高等学校保健体育　　大修館

保健体育

健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、目的や状況に応
じて他者に伝える力を養う。

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支える環境づくりを目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養
う。

保健

【 知　識　・　技　能 】

保健体育 保健
保健体育 保健 1



年間授業計画　新様式例

高等学校 （2学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 　 　

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

科目 の目標：

Ｂ 「運動・スポーツ文化的特徴」
【知識・技能】
安全な社会生活について理解を深め
ているとともに、技能を身につけて
いる。
【思考・判断・表現】
安全な社会生活についての自他や社
会の課題を発見し、合理的、計画的
な解決に向けて思考し判断している
とともに、目的や状況に応じて他者
に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】

生涯を通じて自他の健康の保持増進
やそれを支える環境づくりを目指
し、明るく豊かで活力ある生活を営
むための学習に主体的に取り組もう
としている。

指導項目は、以下の内容とする。
（ア）思春期と健康
（イ）性への関心・欲求と性行動
（ウ）妊娠・出産と健康
（エ）避妊方法と人工妊娠中絶
（オ）結婚生活と健康
（カ）中高年期と健康
【知識・技能】
・指導項目の内容について、言ったり書きだしたりし
ている。
・指導項目の内容について、学習した具体例をあげる
ことができる。

【思考・判断・表現】
・指導項目の内容について、自他や社会の課題を発見
し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断してい
る。
・指導項目の内容について、目的や状況に応じて他者
に伝えている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・学習に主体的に取り組もうとしている。
・指導項目の内容について、自他の健康の保持増進や
それを支える環境づくりを目指そうとしている。

指導項目は、以下の内容とする。
（キ）医薬品とその利用
（ク）医療サービスとその活用
（ケ）保健サービスとその活用
（コ）さまざまな保健活動や対策
（サ）大気汚染と健康
（シ）水質汚濁・土俵汚染と健康
（ス）環境汚染を防ぐ取り組み
【知識・技能】
・指導項目の内容について、言ったり書きだしたりし
ている。
・指導項目の内容について、学習した具体例をあげる
ことができる。
　
【思考・判断・表現】
・指導項目の内容について、自他や社会の課題を発見
し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断してい
る。
・指導項目の内容について、目的や状況に応じて他者
に伝えている。
　
【主体的に学習に取り組む態度】
・学習に主体的に取り組もうとしている。

指導項目は、以下の内容とする。
（セ）ごみの処理と上下水道の整備
（ソ）食品の安全を守る活動
（タ）働くことと健康
【知識・技能】
・指導項目の内容について、言ったり書きだしたりし
ている。
・指導項目の内容について、学習した具体例をあげる
ことができる。

【思考・判断・表現】
・指導項目の内容について、自他や社会の課題を発見
し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断してい
る。
・指導項目の内容について、目的や状況に応じて他者
に伝えている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・学習に主体的に取り組もうとしている。
・指導項目の内容について、自他の健康の保持増進や
それを支える環境づくりを目指そうとしている。

A 「生涯を通じる健康」
【知識・技能】
現代社会と健康について理解を深め
ているとともに、技能を身につけて
いる。
【思考・判断・表現】
現代社会と健康についての自他や社
会の課題を発見し、合理的、計画的
な解決に向けて思考し判断している
とともに、目的や状況に応じて他者
に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
生涯を通じて自他の健康の保持増進
やそれを支える環境づくりを目指
し、明るく豊かで活力ある生活を営
むための学習に主体的に取り組もう
としている。

A 「社会生活と健康」
【知識・技能】
現代社会と健康について理解を深め
ているとともに、技能を身につけて
いる。
【思考・判断・表現】
現代社会と健康についての自他や社
会の課題を発見し、合理的、計画的
な解決に向けて思考し判断している
とともに、目的や状況に応じて他者
に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】

生涯を通じて自他の健康の保持増進
やそれを支える環境づくりを目指
し、明るく豊かで活力ある生活を営
むための学習に主体的に取り組もう
としている。

定期考査

○

１
学
期

「生涯を通じる健康」
（ア）思春期と健康
（イ）性への関心・欲求と性行動
（ウ）妊娠・出産と健康

○ ○

定期考査
○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

３
学
期

「生涯を通じる健康」
（セ）ごみの処理と上下水道の整
備
（ソ）食品の安全を守る活動
（タ）働くことと健康

〇 〇

２
学
期

「生涯を通じる健康」
（キ）医薬品とその利用
（ク）医療サービスとその活用
（ケ）保健サービスとその活用
（コ）さまざまな保健活動や対策

〇 〇

運動・スポーツの文化的特徴

〇 〇

○ ○

「生涯を通じる健康」
（サ）大気汚染と健康
（シ）水質汚濁・土俵汚染と健康
（ス）環境汚染を防ぐ取り組み

〇 〇

〇

2

合計

35

〇 1

〇 5

〇 7

〇 1

〇 6

個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるとともに、技能を身に付けるようにする。

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支
える環境づくりを目指し、明るく豊かで活力あ
る生活を営むための学習に主体的に取り組もう
としている。

【主体的に学習に取り組む態度】【知識・技能】 【思考・判断・表現】

個人及び社会生活における健康・安全について
理解を深めているとともに、技能を身につけて
いる。

健康についての自他や社会の課題を発見し、合
理的、計画的な解決に向けて思考し判断してい
るとともに、目的や状況に応じて他者に伝えて
いる。

高等学校保健体育Textbook　　第一学習社

保健体育

健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、目的や状況に応
じて他者に伝える力を養う。

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支える環境づくりを目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養
う。

保健

保健体育 保健 1

○

○

「生涯を通じる健康」
（エ）避妊方法と人工妊娠中絶
（オ）結婚生活と健康

「生涯を通じる健康」
（カ）中高年期と健康

【 知　識　・　技　能 】

思

5

3

保健体育 保健

配当
時数

5

態

○

○

○

○

○



年間授業計画　新様式例

高等学校 (１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書：

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢
仮

漢 仮

芸術に関する各教科の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるにする。

書道Ⅰ芸術

〇 〇

生活の中の書
　筆ペンで書く。

２
学
期

漢字の書（行書）
・行書の特徴を理解する。
・行書の古典を臨書する。

「蘭亭序」

〇

表書きの書き方

〇 〇 〇

３
学
期

仮名の書
・平仮名と変体仮名を理解す
　る。
・和歌一首を短冊に書く。

「髙野切第三種」

【 知　識　及　び　技　能 】

〇

〇

・行書古典の特徴を理解している。
・行書の古典に基づく基本的な用筆・運
　筆の技能、線質、字形や構成を生かし
　た表現を身につけている。
・行書に関心をもち、主体的に取り組ん
　でいる。

〇 〇 〇 26

〇

6

漢字の書（楷書）
・楷書の特徴を理解し、楷書古
　典の書風の違いを知る。
・臨書・鑑賞・創作の学習

初唐の四大家に学ぶ。
楷書の基本（鑑賞）

〇

〇

〇 〇 14

・用具・用材の特徴と表現効果の関わり
　を理解している。
・目的や用途に即した効果的な表現の技
　能、漢字と仮名の調和した表現を身に
　つけている。
・生活の中の書に関心をもち、主体的に
　取り組んでいる。

〇

・平仮名と変体仮名を理解している。
・仮名の書の基本的な用筆・運筆の技能、
　連綿と単体、線質や字形を生かした表
　現を身につけている。
・仮名の書に関心をもち、主体的に取り
　組んでいる。

〇

6

合
計

70

方法を理解する。
・初唐の三大家の作品を臨書す
　る。

〇 〇

初唐の三大家の作品
「孔子廟堂碑」
「九成宮醴泉銘」
「雁塔聖教序」 〇 〇

・楷書に関心をもち、主体的に取り組ん
　でいる。

〇 〇

配
当
時
数

１
学
期

書写から書道へ
　小・中学校国語科書写と高等
　学校芸術家書道の学習の違い
　を確認する。

書写の復習
（書体・筆順・点画・字形・
　配列）
いろは歌（楷・行）硬筆 〇 〇 〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準 知

〇

・楷書古典の特徴を理解し、書風の違い
　を書き分けることができる。
・楷書の古典に基づく基本的な用筆・運
　筆の技能、線質、字形や構成を生かし
　た表現を身につけている。

〇 2

・小・中学校の国語科書写で学習した内
　容を理解し、正しく表現できる。
・国語科書写と芸術家書道の学習の違い
　を理解し、主体的に取り組もうとして
　いる。

〇 〇 〇

16

芸術 書道Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

書の表現の方法や形式、多様性などについて幅
広く理解するとともに、書写能力の向上を図
り、書の伝統に基づき、効果的に表現するため
の基礎的な機能を身に付けるようにする。

書のよさや美しさを感受し、意図に基づいて構
想し表現を工夫したり、作品や書の伝統と文化
の意味や価値を考え、書の美を味わい捉えたり
することができるようにする。

書Ⅰ（光村図書）

芸術

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う。

書道Ⅰ

思 態

【学びに向かう力、人間性等】

主体的に書の幅広い活動に取り組み、生涯にわ
たり書を愛好する心情を育むとともに、感性を
高め、書の伝統と文化に親しみ、書を通して心
豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。



年間授業計画　新様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

〇 3

配当
時数

11

【知識・技能】
・整数と小数の四則演算ができるようにな
る。
【思考・判断・表現】
・素因数分解や公倍数，公約数をわり算を
使って，求めることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・小数の計算問題を解こうとしている。

定期考査 ○ ○ 〇 1

10
１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

A 単元　数の計算
【知識及び技能】
・四則演算や小数の計算，正負の計
算の解き方を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・素因数分解や公倍数・公約数，絶
対値など，基本的な計算を用いて求
めることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・割合や速さなどの文章題を求める
ことができる。

○

A 単元　数の計算
【知識及び技能】
・四則演算や小数の計算，正負の計
算の解き方を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・素因数分解や公倍数・公約数，絶
対値など，基本的な計算を用いて求
めることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・割合や速さなどの文章題を求める
ことができる。

・教科書・ワークシート 【知識及び技能】
・正負の数の計算ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・数の平均を求めることができる。

〇

○定期考査 ○

A 単元　数の計算
【知識及び技能】
・四則演算や小数の計算，正負の計
算の解き方を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・素因数分解や公倍数・公約数，絶
対値など，基本的な計算を用いて求
めることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・割合や速さなどの文章題を求める
ことができる。

・教科書・ワークシート

○ ○ ○

B 単元　数と式
【知識及び技能】
・文字式のきまりや単項式・多項
式，平方根などの意味が理解でき
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・因数分解や式の展開，1次方程式
などの基本的な計算ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・3次式の因数分解や，文字の置換
を使った計算など学んだ知識を活か
して，問題を解こうとしている。

・教科書・ワークシート 【知識及び技能】
・文字式のきまりにしたがって式を表すこと
ができる。
・単項式・多項式などの数学で学ぶ単語の意
味が理解できる。
・平方根の意味が理解でき，平方根の計算法
則に従って平方根を簡単にすることができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・分配法則を使って，かっこをはずすことが
できる。
・指数法則や分配法則を使って，整式の乗法
が計算できる。
・乗法公式を使って展開や因数分解ができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・文字を置き換えた整式の計算ができる。
・式の一部を１つの文字に置き換えて，因数
分解できる。
・複雑な数の計算を因数分解や乗法公式を
使って計算できる。

〇 〇 〇 12

中学校で学習した計算問題の解き方を理解し，問題を解くことができる。

① 割合や速さを分数・小数の計算をして求めることができる。
② 因数分解を用いて，累乗を含めた複雑な計算ができる。
③ 不等式を数直線で表すことができる。
④ 身近な問題を関数を用いて，解くことができ，関係性を理解で
きる。

【学びに向かう力、人間性等】

２
学
期

・教科書・ワークシート 【知識及び技能】
・正負の数の計算ができる。
・2つの分数を通分することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・素因数分解や公倍数，公約数をわり算を
使って，求めることができる。
・通分された足し算・引き算を解くことがで
きる。
・分数のかけ算・わり算は通分をせずに問題
を解くことを理解している。
・百分率と歩合を元の数で表現することがで
きる。
・四捨五入して，概数を求めることができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・分数を通分して，たし算・ひき算をするこ
とができる。
・百分率と歩合を使って定価や売値を求める
ことができる。
・時速から分速など単位が変わるときに計算
して求めることができる。

○ ○

〇

高等学校 （１学年用） 教科

教科担当者：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

数学 数学Ⅰ
数学 数学Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
① 四則演算と分数・小数の計算ができるようになる。
② 素因数分解ができるようになり，公倍数・公約数につ
いて理解している。
③ 1次関数と2次関数の         について理解している。

① 多項式の計算問題を四則演算を用いて解くことができ
る。
② かけ算と足し算の逆算を考えて，因数分解を解くこと
ができる。
③ 2次関数のグラフを移動して，位置関係を理解でき
る。

東京書籍　２　東書　数Ⅰ　７０４　新数学Ⅰ

数学

授業で学習した内容を生かして，2次関数や因数分解などを理論的に問題を解決する力を身に付ける。

数学の良さを認識し，割合や速さなど複雑な計算問題を工夫して問題を解こうとしている。

数学Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

𝑦 = 𝑎𝑥2



〇 〇

1

合計

70

〇 〇

B 単元　数と式
【知識及び技能】
・文字式のきまりや単項式・多項
式，平方根などの意味が理解でき
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・因数分解や式の展開，1次方程式
などの基本的な計算ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・3次式の因数分解や，文字の置換
を使った計算など学んだ知識を活か
して，問題を解こうとしている。

・教科書・ワークシート 【知識及び技能】
・文字式のきまりにしたがって式を表すこと
ができる。
・単項式・多項式などの数学で学ぶ単語の意
味が理解できる。
・平方根の意味が理解でき，平方根の計算法
則に従って平方根を簡単にすることができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・分配法則を使って，かっこをはずすことが
できる。
・指数法則や分配法則を使って，整式の乗法
が計算できる。
・乗法公式を使って展開や因数分解ができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・文字を置き換えた整式の計算ができる。
・式の一部を１つの文字に置き換えて，因数
分解できる。
・複雑な数の計算を因数分解や乗法公式を
使って計算できる。

〇 〇 〇 12

定期考査 〇 〇 1

B 単元　数と式
【知識及び技能】
・文字式のきまりや単項式・多項
式，平方根などの意味が理解でき
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・因数分解や式の展開，1次方程式
などの基本的な計算ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・3次式の因数分解や，文字の置換
を使った計算など学んだ知識を活か
して，問題を解こうとしている。

定期考査

３
学
期

B 単元　2次関数
【知識及び技能】
・関数の考え方が理解でき，関数の
値が計算できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・1次関数と2次関数のグラフが描け
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・身近なものについて，yをxの式に
表せる。

・教科書・ワークシート 【知識及び技能】
・関数の考え方が理解できる。
・関数の値が計算できる。
・1次関数とそのグラフが理解できる。
・2次関数の意味が理解できる。

・y=ax2のグラフの特徴が理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・傾きと切片を求めて，1次関数のグラフがか
ける。

・y=ax2のグラフがかける。
【学びに向かう力、人間性等】
・グラフとx軸との交点が求められる。
・身近なものについて，yをxの式に表せる。

２
学
期

〇 12

定期考査

B 単元　数と式
【知識及び技能】
・文字式のきまりや単項式・多項
式，平方根などの意味が理解でき
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・因数分解や式の展開，1次方程式
などの基本的な計算ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・3次式の因数分解や，文字の置換
を使った計算など学んだ知識を活か
して，問題を解こうとしている。

・教科書・ワークシート

・教科書・ワークシート

【知識及び技能】
・
【思考力、判断力、表現力等】
・√のついた数どうしの加法・減法・乗法が
できる。
・1次方程式・不等式の計算ができる。
・2次方程式の計算を因数分解や解の公式を利
用して、計算できる。
【学びに向かう力、人間性等】

【知識及び技能】
・単項式・多項式などの数学で学ぶ単語の意
味が理解できる。
・数量の関係を不等号を使って表すことがで
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
・分配法則を使って，かっこをはずすことが
できる。
・指数法則や分配法則を使って，整式の乗法
が計算できる。
・乗法公式を使って展開や因数分解ができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・√のついた式の有理化ができる。

13

1

4

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇



年間授業計画　

高等学校（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書：（ ） 使用問題集： （ 「反復式　簿記問題集　全商３級」実教出版　 ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標

指導項目・内容 評価規準

第１章　簿記の基礎
〇簿記の意味・目的などを明らかに
して、記帳の重要性を理解させる。
〇簿記の種類、歴史、前提条件など
を理解させる

第１編　簿記の基礎
【知識及び技能】
簿記の意味と目的を理解し、歴史を通
して簿記の普遍性に触れ、簿記を学ぶ
必要性について理解する。また、取引
の仕訳から勘定の記入を経て簿記一巡
の手続きの基本的な流れについて理解
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
資産・負債・純資産・収益・費用の基
本概念とそれらの相互関係及び貸借対
照表・損益計算表の構造について理解
する。
【学びに向かう力、人間性等】
正確な計算、丁寧な数字や文字の記述
により、財務諸表を丁寧に作成させ
る。

第４章　取引と勘定
〇取引の意味や勘定・勘定科目・勘
定口座などの意味を理解させる。
〇勘定のルールに習熟させる。
〇取引を分解して、勘定に記入する
方法を理解・習熟させる。
〇貸借平均の原理を理解させる。

〇

〇簿記の定義、目的、種類、歴史、前提条件に
ついて、その知識や技術を身に付けている。
〇簿記の定義、目的、種類、歴史、前提条件に
ついて、思考・判断し、それを表現する方法を
身に付けている。
〇本章の学習にあたって、自ら学び主体的かつ
協働的に取り組む態度を身に付けている。

〇第２章　資産・負債・純資産と貸借
対照表
〇資産・負債・純資産（資本）の意
味を明らかにし、これらの相互関係
を理解させる。
〇貸借対照表の意味・形式を明らか
にし、作成方法を習熟させる。
〇期首と期末の資本によって、純損
益を計算する方法（財産法）を理解
させる。

〇簿記の５要素、資産・負債・純資産と貸借対
照表、資産・負債・純資産の増減と純損益の計
算について、その知識・技術を身に付けてい
る。
〇簿記の５要素、資産・負債・純資産と貸借対
照表、資産・負債・純資産の増減と純損益の計
算について、思考・判断し、その知識・技術を
身に付けている。
〇本章の学習にあたって、自ら学び主体的かつ
協働的に取り組む態度を身に付けている。

第３章　収益・費用と損益計算書
〇収益・費用の意味を明らかにし、
収益・費用による純損益の計算（損
益法）を理解させる。
〇損益計算書の意味・形式などを明
らかにし、その作成方法に習熟させ
る。

〇

2

5

5

5

4

5

3

簿記 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

企業において日常発生する取引を合理的、能率的
に記帳する知識と技術を身に付ける。
取引の仕訳から勘定の記入を経て、決算に至るま
での簿記の基本的な仕組みについて理解を深め
る。

作成した貸借対照表や損益計算書を通して、ビ
ジネスの諸活動を計数的に把握す
る能力と態度を育てる。様々な意思決定の場面
で適切な判断ができる能力を身に付ける。

商業

ビジネスに関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み、ビジネスの創造性と発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

【 知　識　及　び　技　能 】

「新簿記」実教出版

簿記

第７章　試算表
〇試算表の意味・種類・それぞれの
特徴などを明らかにする。
〇試算表の作成方法に習熟させる。

第５章　仕訳と転記
〇仕訳の意味を明らかにし、各種の
取引の仕訳に習熟させる。
〇仕訳を勘定口座に転記する方法を
理解させ、習熟をはかる。

〇 〇

〇 〇

配当
時数

〇

単元の具体的な指導目標

商業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

正確な計算技術、丁寧な帳簿や書類の作成を習
得させる。また、公正な財務諸表を作成するこ
とにより公共心を育み、情報公開に対応できる
会計実務のスキルを身に付ける。

【学びに向かう力、人間性等】

商業 簿記
商業

知 思 態

〇

〇簿記上の取引概念、勘定や勘定口座、勘定科
目の意味、取引の分解および勘定記入のルール
について、その知識・技術を身に付けている。
〇簿記上の取引概念、勘定や勘定口座、勘定科
目の意味、取引の分解および勘定記入のルール
について、思考・判断し、その知識・技術を身
に付けている。
〇本章の学習にあたって、自ら学び主体的かつ
協働的に取り組む態度を身に付けている。

１
学
期

〇仕訳と転記の意味について理解し、実際にこ
れら二つの作業ができる知識・技術を身に付け
ている。
〇仕訳と転記における、それぞれの手順につい
て思考・判断し、その結果、自分が身に付けた
ことを表現できる。
〇本章の学習にあたって、自ら学び主体的かつ
協働的に取り組む態度を身に付けている。

〇主要簿の概念を理解し、仕訳帳および総勘定
元帳の基本的な記帳方法について、その知識・
技術を身に付けている。
〇主要簿の概念、仕訳帳および総勘定元帳の仕
組みについて、思考・判断し、それを表現する
仕方と身に付けている。
〇本章の学習にあたって、自ら学び主体的かつ
協働的に取り組む態度を身に付けている。

第６章　仕訳帳と総勘定元帳
〇仕訳帳の形式・記入法を紹介す
る。
〇総勘定元帳の意味を明らかにし、
仕訳帳からの転記の仕方に習熟させ
る。

〇

〇試算表の意味および主たる目的を理解し、３
種類の試算表を実際に作成する知識・技術を身
に付けている。
〇貸借平均の原理に基づく試算表の作成方法に
ついて思考・判断し、それを表現する仕方を身
に付けている。
〇本章の学習にあたって、自ら学び主体的かつ
協働的に取り組む姿勢を身に付けている。

〇資本の増加と減少の原因、収益と費用のそれ
ぞれの意味、損益法による純損益の計算、損益
計算書について、その知識・技術を身に付けて
いる。
〇資本の増加と減少の原因が、それぞれ収益と
費用であること、収益・費用の各項目の意味、
損益法による純損益の計算と損益計算書につい
て思考・判断し、それを表現する仕方を身に付
けている。
〇本章の学習にあたって、自ら学び主体的かつ
協働的に取り組む態度を身に付けている。

〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇



第１０章　現金預金などの取引
〇簿記で現金として扱われるものに
は、どのようなものがあるかを整理
する。
〇現金に関する記帳方法を理解させ
る。
〇現金出納帳の役割とその記帳方法
について理解させる。
〇現金過不足の意味、記帳方法につ
いて理解させる。
〇当座預金と小切手のしくみ、当座
預金に関する記帳方法について理解
させる。
〇当座借越の意味について理解させ
る。
〇当座預金出納帳の役割とその記帳
方法について理解させる。
〇その他の預金の種類とその記帳方
法について理解させる。
〇小口現金の意味および記帳方法に
ついて理解させ、小口現金出納帳の
記入方法に習熟させる。

〇簿記上の現金の入金と出金、現金および小口
現金の記帳方法と、当座預金など預貯金の預け
入れと引き出しおよび当座借越の記帳方法につ
いて理解している。
〇簿記上の現金の入金と出金、現金および小口
現金の記帳方法と、当座預金など預貯金の預け
入れと引き出しおよび当座借越の記帳方法を身
に付けている。
〇簿記上の現金の入金と出金、現金および小口
現金の記帳方法と、当座預金など預貯金の預け
入れと引き出しおよび当座借越の記帳方法につ
いて、自ら学び帳簿の作成に主体的かつ協働的
に取り組む態度を身に付けている。

〇

6

10

10

8

6

6

第２編　取引の記帳（その１）
【知識及び技能】
企業における各種の取引の記録・計
算・整理について関心を持ち、その知
識と技術の習得を目指して主体的に、
かつ意欲的に取り組むとともに、ビジ
ネスの諸活動を計数的に把握する実践
的な態度を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
企業における取引の記録・計算・整理
に関する諸問題の解決を目指して、自
ら思考を深め、基礎的・基本的な知識
と技術を活用して適切に判断し、創意
工夫する能力を身に付ける。

【学びに向かう力、人間性等】
企業における取引の記録・計算・整理
に関する基礎的・基本的な技術を身に
付け、ビジネスの諸活動を計数的に把
握し、適切に処理できる。

〇決算の意味、総勘定元帳の締め切りに重点を
置いた決算の手続き、決算の報告について、そ
の知識・技術を身に付けている。
〇勘定間における振り替えの仕組みについて思
考・判断し、それを振替仕訳として表現する仕
方を身に付けている。
〇本章の学習にあたって、自ら学び主体的かつ
協働的に取り組む態度を身に付けている。

第９章　決算
〇決算の意味・必要性・重要性につ
いて理解させる。
〇決算手続きのなかの総勘定元帳の
締め切り手続きを重点的に指導し、
習熟させる。
〇繰越試算表の役割を理解させる。

〇

〇

5

〇精算表の意味および仕組みを理解し、精算表
を実際に作成する知識・技術を身に付けてい
る。
〇損益法および財産法の計算式に関連させなが
ら、精算表の仕組みについて思考・判断し、そ
れを表現する仕方を身に付けている。
〇本章の学習にあたって、自ら学び主体的かつ
協働的に取り組む態度を身に付けている。

第８章　精算表
〇精算表の意味を明らかにして、そ
の作成に習熟させる。
〇精算表から複式簿記のしくみを理
解させる。

〇 〇 〇

〇 〇

〇３分法による商品の仕入れと売り上げの記帳
方法と、返品や仕入諸掛、発送費などの記帳方
法について理解している。
〇仕入帳、売上帳の意味と記入内容について理
解している。
〇商品有高帳の意味と記入内容について理解し
ている。
〇３分法による商品の仕入れと売り上げの記帳
方法と、返品や仕入諸掛、発送費などの記帳方
法を身に付けている。
〇仕入帳、売上帳の意味と記帳方法を身に付け
ている。
〇商品有高帳の意味と記帳方法を身に付けてい
る。
〇３分法による商品の仕入れと売り上げの記帳
方法と、返品や仕入諸掛、発送費などの記帳方
法について、自ら学び帳簿の作成に主体的にか
つ協働的に取り組む態度を身に付けている。
〇仕入帳、売上帳の意味と記帳方法、商品有高
帳の意味と記帳方法について自ら学び作成に主
体的かつ協働的に取り組む態度を身に付けてい
る。

〇その他の債権・債務の取引等に関する基本的
な内容とその記帳方法を理解して、基礎的な技
術を身に付けている。
〇その他の債権・債務に関する記帳に自らの思
考を深め、基礎的・基本的な知識と技術を活用
して適切に判断し、表現する能力を身に付けて
いる。
〇その他の債権・債務の取引に関心を深め、そ
の記帳処理の学習を主体的かつ協働的に取り組
む態度を身に付けている。

第１４章　その他の債権・債務の取
引
〇売掛金・買掛金・受取手形・支払
手形以外の債権・債務の諸勘定の意
味を明らかにする。
〇その他の債権・債務に関する基本
仕訳を理解させる。

〇

第１１章　商品売買の取引
〇分記法について確認し、３分法に
よる記帳へと発展させる。
〇商品売買に関する取引を、３分法
によって記帳する方法を理解させ
る。
〇仕入帳・売上帳・商品有高帳の役
割を理解し、その記入法について習
熟させる。
〇商品有高帳については、先入先出
法と移動平均法を理解させる。
〇３分法によって記帳している場合
の商品売買損益の計算について理解
させる。

〇

〇

１
学
期

２
学
期

〇商品売買における掛け取引の意味と勘定と掛
元帳の関係性について理解している。
〇商品売買における掛け取引の意味と勘定と掛
元帳の記帳方法を身に付けている。
〇商品売買における掛け取引の意味と勘定と掛
元帳の記帳方法について、自ら学び帳簿の作成
に主体的かつ協働的に取り組む態度を身に付け
ている。

〇手形の種類と約束手形の意味、受取人と振出
人の関係性について理解している。
〇手形記入帳の意味と記入内容を理解してい
る。
〇約束手形において、受取人と振出人のそれぞ
れの記帳方法を身に付けている。
〇手形記入帳の記帳方法を身に付けている。
〇手形の種類や意味について、自ら学び、約束
手形の仕訳や帳簿の作成に主体的かつ協働的に
取り組む態度を身に付けている。

第１２章　掛け取引
〇掛け取引の意味および売掛金・買
掛金の意味を正確に理解させる。
〇売掛金勘定と売掛金元帳の関係お
よび売掛金に関する基本仕訳につい
て理解させる。
〇買掛金勘定と買掛金元帳の関係お
よび買掛金に関する基本仕訳につい
て理解させる。

第１３章　手形の取引
〇商品代金の決済に用いられる約束
手形の内容と、手形債権・手形債務
の発生・消滅の関係を明確に理解さ
せる。
〇手形の振り出し・決済の記帳方法
について習熟させる。
〇受取手形記入帳と支払手形記入帳
の記入方法を理解させる。

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇



第１７章　販売費と一般管理費、税
金の取引
〇販売費及び一般管理費の意味と種
類について明らかにする。
〇営業活動のために支払われた費用
を、販売費及び一般管理費勘定で統
括した場合の記帳方法について理解
させる。
〇個人企業に課せられる税金の記帳
方法について理解させる。
〇消費税の意味を明らかにし、その
記帳方法について理解させる。

合計

105

5

10

10

〇販売費及び一般管理費と税金の取引等に関す
る基本的な内容とその記帳方法を理解して、基
礎的な技術を身に付けている。
〇販売費及び一般管理費と税金の取引等に関す
る記帳に自らの思考を深め、基礎的・基本的な
知識と技術を活用して適切に判断し、表現する
能力を身に付けている。
〇販売費及び一般管理費と税品の取引に関心を
高め、その記帳方法の学習を主体的かつ協働的
に取り組む態度を身に付けている。

〇

３
学
期

〇固定資産の取引に関する基本的な内容とその
記帳方法を理解して、基礎的な技術を身に付け
ている。
〇固定資産の取引について、その記帳に関し
て、自ら考えを深め、基礎的・基本的な知識と
技術を活用して適切に判断し、表現する能力を
身に付けている。
〇固定資産の取引に関心を高め、その記帳処理
の学習を主体的かつ協働的に取り組む態度を身
に付けている。

第１５章　固定資産の取引
〇固定資産の意味と種類について明
らかにする。
〇固定資産を取得したとき、不要に
なって売却したときのそれぞれの記
帳方法について理解させる。

〇

第１６章　個人企業の資本の取引
〇個人企業の資本の記帳方法につい
て理解させる。
〇引出金勘定を用いた場合の記帳法
について理解させる。
〇所得税と住民税の記帳方法につい
て理解させる。

〇個人企業の資本の取引等に関する基本的な内
容とその記帳方法を理解して、基礎的な技術を
身に付けている。
〇個人企業の資本に関する記帳に自らの思考を
深め、基礎的・基本的な知識と技術を活用して
適切に判断し、表現する能力を身に付けてい
る。
〇個人企業の資本の取引に関心を高め、その記
帳処理の学習を主体的かつ協働的に取り組む態
度を身に付けている。

〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇



年間授業計画　新様式例

高等学校 (２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

英語コミュニケーションⅠ

合
計

70

知

【学びに向かう力、人間性等】

【知識及び技能】
　動名詞について理解し，概要や要点を
捉える技能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
　動名詞を用いて，健康に関することや空
いた時間について，考えや気持ちを話し
て伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
　動名詞を用いて，健康に関することや空
いた時間について，考えや気持ちを話し
て伝えようとする。

Lesson 5
動名詞
英会話

○

〇 ○

【知識及び技能】
　受動態について理解し，概要や要点を
捉える技能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
　受動態を用いて，だれかからもらった大
切なものについて，考えや気持ちを話して
伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
　受動態を用いて，だれかからもらった大
切なものについて，考えや気持ちを話して
伝えようとしている。

Lesson 8
受動態
英会話

○ ○ ○

14

2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

【知識及び技能】
　現在完了について理解し，概要や要点
を捉える技能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
　現在完了を用いて，自分の経験やセレ
ンディピティについて，考えや気持ちを話
して伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
　現在完了を用いて，自分の経験やセレ
ンディピティについて，考えや気持ちを話
して伝えようとしている。

領域

・中学英語の徹底復習により基礎的な文
法と語彙を確認する。
・１学年の徹底復習により基礎的な文法と
語彙を確認する。

中学校・１学年の復習
GET READY
英会話 ○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

中学英語の徹底復習により基礎的な文法と語彙を
習得する。

教科書の本文を音声に出して読むことができ、
定型文を使って自分について表現できる。

Amity English CommunicationⅠ

○ ○

外国語

Lesson 7
現在完了
英会話

○ ○

２
学
期

１
学
期

14

○

○

３
学
期

14○

○

○

【知識及び技能】
　受動態について理解し，概要や要点を捉える
技能を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
　受動態を用いて，だれかからもらった大切な
ものについて，考えや気持ちを話して伝えてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　受動態を用いて，だれかからもらった大切な
ものについて，考えや気持ちを話して伝えよう
としている。

○ ○

○

【知識及び技能】
　比較について理解し，概要や要点を捉
える技能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
　比較を用いて，学校での生活について，
考えや気持ちを話して伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
　比較を用いて，学校での生活について，
考えや気持ちを話して伝えようとしてい
る。

Lesson 6
比較（原級・比較級・最上級）
英会話

○ ○○

○ ○

○○

〇

○

【知識及び技能】
　比較について理解し，概要や要点を捉える技
能を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
　比較を用いて，学校での生活について，考え
や気持ちを話して伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
　比較を用いて，学校での生活について，考え
や気持ちを話して伝えようとしている。

【知識及び技能】
　現在完了について理解し，概要や要点を捉
える技能を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
　現在完了を用いて，自分の経験やセレンディ
ピティについて，考えや気持ちを話して伝えて
いる。
【学びに向かう力、人間性等】
　現在完了を用いて，自分の経験やセレンディ
ピティについて，考えや気持ちを話して伝えよ
うとしている。

○

○

英語コミュニケーションⅠ

【 知　識　及　び　技　能 】 外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深め、目的や場面，状況などに応じて活用できる技能を身に付ける。

外国語

○ ○

○ ○

評価規準

・中学英語の基礎的な単語と文法を理解でき
ている。
・１学年の基礎的な単語と文法を理解できてい
る。

【知識及び技能】
　動名詞について理解し，概要や要点を捉える
技能を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
　動名詞を用いて，健康に関することや空いた
時間について，考えや気持ちを話して伝えてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　動名詞を用いて，健康に関することや空いた
時間について，考えや気持ちを話して伝えよう
としている。

海外に対する興味や関心を持ち、英語の学習に
積極的な姿勢を持つ。

○

14

14

○

○

配
当
時
数

態思

外国語

状況や場面に応じて，日常的な話題について，概要や要点，話し手や書き手の意図などを的確に理解したり、表現したり伝え合うことができる。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，主体的，自律的に外国語を用いてｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図ろうとする態度を養う。

英語コミュニケーションⅠ



 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

〇

近年の消費行動の多様化・個性化が
多量の死蔵品を生む要因となってい
ることを理解し，消費のあり方を考
える。

基礎縫い等、ミシンの操作を学び、
衣服の補修についてまなぶ。

経済生活を営む

私たちと衣生活
被服の素材、洗濯方法と表
示、被服の手入れと補完を
学ぶ。
被服実習
基本縫いを習得する。
環境に配慮した消費生活を
送れるようにエコバックを
作成していく。

経済的に自立する、長期の
職業設計、職業能力を向上
させる

【評価の観点】
(１)知識及び技能
　生涯を見通した自己の生活についての学び
を理解し適切にできる。
(２)思考，判断，表現
　生涯を見通した自己の生活について理解
し、問題を見出し、解決策を構想することが
できる。
(３)主体的に学習に取り組む態度
　日頃の授業での活動、姿勢、提出物が提出
できているか、課題の解決に主体的に取り組
むことができているか、振り返って生活を改
善したり、生活を創造し実践しようとしてい
るか。

〇

〇 〇

私たちは、人生のどの地点を歩んで
いるのか、また各ライフステージ
は、どのような発達課題があるのか
考える。

家族、家庭の機能はどのうように変
化してきたのか、家族員相互の権利
と義務はどういうもか考える

高齢社会の現状を課題を社会保障制
度と共に考える。

サービスの購入はすべて契約である
ことを知り，契約の重要性を理解す
る。

青年期を生きる

家族、家庭と社会のかかわり

高齢期を生きる

消費者問題を考える

【評価の観点】
(１)知識及び技能
　生涯を見通した自己の生活についての学び
を理解し適切にできる。

(２)思考，判断，表現
　生涯を見通した自己の生活について理解
し、問題を見出し、解決策を構想することが
できる。
(３)主体的に学習に取り組む態度
　日頃の授業での活動、姿勢、提出物が提出
できているか、課題の解決に主体的に取り組
むことができているか、振り返って生活を改
善したり、生活を創造し実践しようとしてい
るか。

〇 〇２
学
期

定期テスト

３
学
期

命の始まり、子供の体と心のの発
育、発達、子供の発達段階に応じて
どのような遊びをするのか、親の役
割とは何か考える。

食品の選択・計量・器具の扱い，お
よび包丁の使い方，野菜の切り方な
ど調理の基本技術を習得する。

子供の発達

調理の基本　ライフステージと食
事

【評価の観点】
(１)知識及び技能
　生涯を見通した自己の生活についての学び
を理解し適切にできる。
(２)思考，判断，表現
　生涯を見通した自己の生活について理解
し、問題を見出し、解決策を構想することが
できる。
(３)主体的に学習に取り組む態度
　日頃の授業での活動、姿勢、提出物が提出
できているか、課題の解決に主体的に取り組
むことができているか、振り返って生活を改
善したり、生活を創造し実践しようとしてい
るか。

定期テスト

34

合計

78

〇

15

〇 〇 〇

〇

配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

29
〇 〇

定期テスト 〇

人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え、家族・家庭の意義、家族・家庭と生活との関わりについて理解を深め、家族・家庭、衣食住、消費や環境などについて、生活を主体的に営むた
めに必要な理解を図るとともに、それらに係る技能を身に付けるようにする。

様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向け
て、地域社会に参画しようとするとともに、自分や
家庭、地域の生活の充実向上を図ろうとする実践的
な態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生
活・環境などについて、生活を主体的に営むために
必要な基礎的な理解を図るとともに、それらに係る
技能を身に付けるようにする。

家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見
いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践を評
価・改善し、考察したことを根拠に基づいて論理的
に表現するなど、生涯を見通して課題を解決する力
を養う。

第一学習社　「高等学校　家庭基礎　持続可能な未来をつくる」

教科　家庭

家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価・改善し、考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなど、生涯を見通して生活の課題
を解決する力を養う。

様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、地域社会に参画しようとするとともに、自分や家庭、地域の生活を主体的に創造しようとする実践的な態度を養う。

家庭基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

教科　家庭 家庭基礎
教科　家庭 家庭基礎 2

 年間授業計画 



年間授業計画　新様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

復習
・来学期に向けて，既習事項を復習
する。

・教科書・ワークシート，ノート
パソコン

・ワークシート

【知識及び技能】
・三角比の考え方と三平方の定理を利用して
直角三角形の辺の長さを求めることができ
る。
【学びに向かう力，人間性等】
・三角比の表を利用して，角度や辺の長さを
求めようとしている。

【知識及び技能】
・三角比を利用し，辺の長さを求めることが
できる。
・三平方の定理を利用し，辺の長さを求める
ことができる。

13

1

2

〇

〇

〇

〇

〇

高等学校（２学年用） 教科

教科担当者：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

数学 数学Ⅰ
数学 数学Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
① 1次関数について理解し，関数の値を求めることができる。
② 2次関数のグラフをかくことができ，平行移動したグラフもか
くことができる。
③ サイン，コサイン,タンジェントの意味を理解し，直角三角形
において，その値を求めることができる。

①　2次関数のグラフの形や位置の関係について，ICT機
器を用いてその仕組みを見出すことができる。
②　2次関数の最大値・最小値についてグラフを用いて考
察することができる。
③　角が鈍角の場合，座標平面を用いて鋭角で表すこと
ができる。

東京書籍　２　東書　数Ⅰ　７０４　新数学Ⅰ

数学

図形の性質や計量について，考察し，表現する力を身につけている。

数学の良さを認識し，2次関数のグラフや図形を描いて問題を解こうとしている。

数学Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

３
学
期

B 単元　三角比
【知識及び技能】
・三角比の求め方を座標を用いて，
定めることで，鈍角の三角比の値を
求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・正弦定理と余弦定理，三角形の面
積の求め方を理解し，図形の計量の
際に有効に活用することができる。
【学びに向かう力，人間性等】
日常や社会の事象の中に三角形で構
成された空間図形を見いだし，その
空間図形の計量に三角比を活用しよ
うとしている。

・教科書・ワークシート，ノート
パソコン

【知識及び技能】
・鈍角の三角比の相互関係を理解している。
また，120°，135°，150°の三角比の値を求
めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・正弦定理などを利用して，辺の長さや角
度，面積を求めることができる。
【学びに向かう力，人間性等】
・空間図形を複数の平面図形として捉え，ビ
ルの高さなど求めようとしている。

2次関数と三角比の基本的な法則を理解し，数学的に表現・処理することができる。

① 2次不等式の解を考えるときに，2次関数のグラフとx軸の位置
関係を活用しようとしている。
② 三角比の表を利用して，いろいろな長さや高さを求めようとし
ている。

【学びに向かう力、人間性等】

２
学
期

・教科書・ワークシート・ノート
パソコン

【知識及び技能】
・式変形をして，頂点と軸を求め，グラフが
描ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・グラフを活用しながら，定義域が決められ
ているときの関数の最大値と最小値を求める
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・文章問題を2次関数のグラフを利用して解こ
うとしている。

○ ○

〇 12〇 〇

A 単元　2次関数
【知識及び技能】
・2次不等式を解くことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・2次不等式の解について，2次関数
のグラフを用いて考察することがで
きる。
【学びに向かう力，人間性等】
・身近な問題の解決に2次関数の最
大値・最小値を活用しようとしてい
る。

・教科書・ワークシート，ノート
パソコン

【知識及び技能】
・因数分解や解の公式を使って，2次不等式の
計算問題を解くことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・不等式の性質を利用し，2次関数のグラフを
用いて，2次不等式の解を考察することができ
る。
【学びに向かう力，人間性等】
・身近な問題の解決に2次関数の最大値と最小
値を活用して解決しようとしている。

〇 〇 〇 12

定期考査 〇 〇 1

B 単元　三角比
【知識及び技能】
・サイン，コサイン，タンジェント
の意味を理解し，直角三角形の辺の
長さを求めることができる。
【学びに向かう力，人間性等】
・三角比の表を利用して，日常や社
会の事象などの具体的な場面の問題
を解こうとしている。

定期考査

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

A 単元　2次関数
【知識及び技能】
・式変形をして，頂点と軸の式を求
めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・2次関数の最大値・最小値につい
てグラフを用いて考察することがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
・具体的な事象の考察に2次関数の
グラフや最大値・最小値を活用しよ
うとしている。

○

復習
・来学期に向けて，既習事項を復習
する。

・ワークシート 【知識及び技能】
・因数分解や解の公式に関する問題が解け
る。

〇

○定期考査 ○

A 単元　2次関数
【知識及び技能】
・1次関数や2次関数について理解し
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
・2次関数の式の係数とそのグラフ
の形や位置の関係について，グラフ
を描いて考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・関数の問題を解こうとしている。

・教科書・ワークシート・ノート
パソコン

○ ○ ○

4

配当
時数

12

【知識及び技能】
・関数の値を求めたり，座標を書くことがで
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
・対応表やICT機器を用いて，関数のグラフが
描ける。
【学びに向かう力、人間性等】
・1次関数では傾きや切片，2次関数では頂点
と軸を考えて関数の問題を解こうとしてい
る。

定期考査 ○ ○ 〇 1

10



３
学
期

B 単元　三角比
【知識及び技能】
・三角比の求め方を座標を用いて，
定めることで，鈍角の三角比の値を
求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・正弦定理と余弦定理，三角形の面
積の求め方を理解し，図形の計量の
際に有効に活用することができる。
【学びに向かう力，人間性等】
日常や社会の事象の中に三角形で構
成された空間図形を見いだし，その
空間図形の計量に三角比を活用しよ
うとしている。

・教科書・ワークシート，ノート
パソコン

【知識及び技能】
・鈍角の三角比の相互関係を理解している。
また，120°，135°，150°の三角比の値を求
めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・正弦定理などを利用して，辺の長さや角
度，面積を求めることができる。
【学びに向かう力，人間性等】
・空間図形を複数の平面図形として捉え，ビ
ルの高さなど求めようとしている。

〇 12

定期考査

〇 〇

1

合計

70

〇 〇



年間授業計画　

高等学校 （３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書： （ ） 副教材その他： （ 自作プリントなど ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標

70

２
学
期

３
学
期

定期考査 〇 〇 〇 1

定期考査 〇 〇 〇 1

第５編　取引の記帳（その２）
【知識及び技能】
取引の記帳について理論と実務とを
関連付けて理解するとともに、関連
する技術を身に付けること。
【思考力・判断力・表現力等】
取引の記帳法の妥当性と実務におけ
る課題を見いだし、科学的な根拠に
基づいて課題に対応すること。
【学びに向かう力、人間性等】
取引の記帳について自ら学び、適正
な会計帳簿の作成に主体的かつ協働
的に取り組むこと。

　第10章 有価証券
　第11章 有形固定資産
　第12章 リース取引
　第13章 無形固定資産
　第14章 研究開発費とソフトウェ
ア
　第15章 引当金
　第16章～第18章 純資産
　第19章 貸借対照表の作成方法

17

〇 〇 〇
【知識・技能】
取引の記帳について理論と実務とを関連付け
て理解するとともに、関連する技術を身に付
けている。
【思考力・判断力・表現】
取引の記帳法の妥当性と実務における課題を
見いだし、科学的な根拠に基づいて課題に対
応している。
【主体的に学習に取り組む態度】
取引の記帳について自ら学び、適正な会計帳
簿の作成に主体的かつ協働的に取り組もうと
している。

第6編　決算(その２）
【知識及び技能】
決算について理論と実務とを関連付
けて理解するとともに、関連する技
術を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
決算の方法の妥当性と実務における
課題を見いだし、科学的な根拠に基
づいて課題に対応すること。
【学びに向かう力、人間性等】
決算について自ら学び、適正な決算
整理と財務諸表の作成に主体的かつ
協働的に取り組むこと。

第3編　損益計算書
　第20章　損益計算書の概要
　第21章　損益計算の基準
　第22章　役務の提供と工事契約
　第23章　掛代金の割引
　第24章　外貨建取引
　第25章　法人税等と税効果会計
　第26章　損益計算書の作成方法
　第27章　その他の財務諸表

〇 1

定期考査 〇 〇 〇 1

【知識・技能】
決算について理論と実務とを関連付けて理解
するとともに、関連する技術を身に付けてい
る。
【思考・判断・表現】
決算の方法の妥当性と実務における課題を見
いだし、科学的な根拠に基づいて課題に対応
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
決算について自ら学び、適正な決算整理と財
務諸表の作成に主体的かつ協働的に取り組も
うとしている。

12

〇 〇 〇

１
学
期

定期考査 〇 〇

定期考査 〇 〇

第１編　財務会計の基礎
【知識及び技能】
決算について理論と実務とを関連付
けて理解するとともに、関連する技
術を身に付けること。
【思考力・判断力・表現力等】
決算の方法の妥当性と実務における
課題を見いだし、科学的な根拠に基
づいて課題に対応すること。
【学びに向かう力、人間性等】
決算について自ら学び、適正な決算
整理事項と財務諸表の作成に主体的
かつ協働的に取り組むこと。

第1編　財務会計の基礎
　第1章　企業会計と会計公準
　第2章　企業会計制度

【知識・技能】
決算について理論を実務を関連付けて理解す
るとともに、関連する技術を身に付けてい
る。
【思考・判断・表現】
決算の方法の妥当性と実務における課題を見
いだし、科学的な根拠に基づいて課題に対応
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
簿記の原理について自ら学び、適正な取引の
記録と記録の効果的な活用に主体的かつ協働
的に取り組もうとしている。

第4編　会計帳簿と帳簿組織
【知識及び技能】
記帳の効率化について理論と実務と
を関連付けて理解するとともに、関
連する技術を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力等】
記帳の効率化の方法の妥当性と実務
における課題を見いだし、科学的な
根拠に基づいて課題に対応するこ
と。
【学びに向かう力、人間性等】
記帳の効率化について自ら学び、伝
票の利用と会計ソフトウェアの効果
的な活用に主体的かつ協働的に取り
組むこと。

第2編　貸借対照表
　第3章　貸借対照表の概要
　第4章　資産の分類と評価
　第5章　負債の分類
　第6章　現金預金
　第7章　金銭債権
　第8章　電子記録債権・電子記録
債務
　第9章　棚卸資産

【知識・技能】
記帳の効率化について理論と実務とを関連付
けて理解するとともに、関連する技術を身に
付けている。
【思考・判断・表現】
記帳の効率化の方法の妥当性と実務における
課題を見いだし、科学的な根拠に基づいて課
題に対応している。
【主体的に学習に取り組む態度】
記帳の効率化について自ら学び、伝票の利用
と会計ソフトウェアの効果的な活用に主体的
かつ協働的に取り組もうとしている。

〇 1

〇

財務会計Ⅰ

指導項目・内容 評価規準

〇 〇

12

12

思 態

〇 〇 〇

配当
時数

単元の具体的な指導目標

商業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

正確な計算技術、丁寧な帳簿や書類の作成を習
得させる。また、公正な財務諸表を作成するこ
とにより公共心を育み、情報公開に対応できる
会計実務のスキルを身に付ける。

【学びに向かう力、人間性等】

商業 財務会計Ⅰ
商業

知

財務会計Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

企業において日常発生する取引を合理的、能率
的に記帳する知識と技術を身に付ける。
取引の仕訳から勘定の記入を経て、決算に至る
までの簿記の基本的な仕組みについて理解を深
める。

作成した貸借対照表や損益計算書を通して、ビ
ジネスの諸活動を計数的に把握する能力と態度
を育てる。様々な意思決定の場面で適切な判断
ができる能力を身に付ける。

商業

ビジネスに関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み、ビジネスの創造性と発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

【 知　識　及　び　技　能 】

「財務会計Ⅰ」ＴＡＣ出版

第７編　株式会社の取引
【知識及び技能】
取引の記帳について理論と実務とを
関連付けて理解するとともに、関連
する技術を身に付けること。
【思考力・判断力・表現力等】
取引の記帳法の妥当性と実務におけ
る課題を見いだし、科学的な根拠に
基づいて課題に対応すること。
【学びに向かう力、人間性等】
取引の記帳について自ら学び、適正
な会計帳簿の作成に主体的かつ協働
的に取り組むこと。

第4編　財務諸表の活用
　第28章　ディスクロージャー制
度
　第29章　財務諸表分析

【知識・技能】
取引の記帳について理論と実務とを関連付け
て理解するとともに、関連する技術を身に付
けている。
【思考力・判断力・表現】
取引の記帳法の妥当性と実務における課題を
見いだし、科学的な根拠に基づいて課題に対
応している。
【主体的に学習に取り組む態度】
取引の記帳について自ら学び、適正な会計帳
簿の作成に主体的かつ協働的に取り組もうと
している。

12

〇 〇 〇



年間授業計画　新様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

復習
・来学期に向けて，既習事項を復習
する。

・教科書・ワークシート，ノート
パソコン

・ワークシート

【知識及び技能】
・反復試行や独立な試行に関する問題を解く
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・余事象に関する問題について、集合のベン
図を書いて理論的に考察できる。
【学びに向かう力，人間性等】
・いろいろな条件に対して、独立な試行かど
うかを判断しようとしている。

【知識及び技能】
・組み合わせと順列に関する問題を解くこと
ができる。
・排反事象の確率や独立な試行の確率などを
求めることができる。

12

1

3

〇

〇

〇

〇

〇

高等学校 （３学年用） 教科

教科担当者：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

数学 数学A
数学 数学A 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
① 部分集合，全体集合などの集合の表し方や用語を，図を用いて
理解し，記号を使って表すことができる。
② 和の法則，積の法則などの数え上げの原則について理解し，そ
れらを用いて場合の数を求めることができる。
③ 確率の加法定理や独立な試行などを理解し、その確率を求める
ことができる。

① 集合をベン図で表すことで、集合とその要素の関係や二つの集
合の関係について考察できる。
② 順列と組み合わせの考え方を理解し、組合せの総数の求め方を
順列の総数の求め方から考察することができる。
③ 確率の性質に基づいて事象の起こりやすさを判断することがで
きる。

東京書籍　２　東書　数Ⅰ　７０４　新数学A

数学

・図形の構成要素間の関係を踏まえて論理的に考察する力や、不確実な事象に着目して確率の性質に基づいて事象の起こりやすさを判断する力などを養う。

・数学の良さを認識し、数学を活用しようとする態度を養う。

数学A

【 知　識　及　び　技　能 】

３
学
期

B 単元　三角比
【知識及び技能】
・期待値について理解し，いろいろ
な場合について期待値を求めること
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・条件付き確率について、積事象な
どを用いて考察できる。
【学びに向かう力，人間性等】
・条件付き確率の意味を乗法定理な
どに基づいて理解しようとしてい
る。

・教科書・ワークシート，ノート
パソコン

【知識及び技能】
・期待値に関する問題を公式に基づいて解く
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・条件付き確率について、積事象を用いて考
察する。
【学びに向かう力，人間性等】
・条件付き確率の意味を乗法定理などに基づ
いて理解しようとしている。

・図形の性質、場合の数と確率の基本的な概念や原理・法則を理解し、数学的に表現・処理できるようにする。

① 身近なものを論理的に考察し、分類することを通して、集合の
概念を理解しようとしている。
② 順列と組み合わせの考え方を利用して，いろいろな場合の数を
求めようとしている。
③ 具体的な事象を基に，条件つき確率や確率の乗法定理を考察し
ようとしている。

【学びに向かう力、人間性等】

２
学
期

・教科書・ワークシート・ノート
パソコン

【知識及び技能】
・和の法則や積の法則を樹形図などを用いて
解くことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・順列と組み合わせの解き方を比較して、解
き方の違いを演習を通して考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・和の法則や積の法則、順列、組み合わせを
問題に応じて使い分けて解こうとしている。

○ ○

〇 14〇 〇

A 単元　場合の数
【知識及び技能】
・確率について理解し、場合の数を
もとにいろいろな事象の確率を求め
ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・和事象と排反事象の違いについ
て、集合の概念を用いて考察でき
る。
【学びに向かう力，人間性等】
・確率の問題を解く過程を振り返
り、和事象と排反事象の違いについ
て考察を深めたり、評価・改善した
りしようとしている。

・教科書・ワークシート，ノート
パソコン

【知識及び技能】
・場合の数をもとに、いろいろな確率の問題
を解くことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・集合の共通部分や和集合を踏まえて、和事
象や排反事象を考察することができる。
【学びに向かう力，人間性等】
・和事象や排反事象に関する問題に対して少
し条件を変えたときに、数学的な根拠を踏ま
えて解決しようとしている。

〇 〇 〇 12

定期考査 〇 〇 1

B 単元　確率
【知識及び技能】
・反復試行や独立な試行を理解し、
その確率の公式を利用して確率を求
めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・余事象について集合の内容に基づ
いて考察できる。
【学びに向かう力，人間性等】
・今まで学習した確率の内容と独立
な試行の確率の内容を比較し、独立
な試行について数学的に理解しよう
としている。
定期考査

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

A 単元　場合の数
【知識及び技能】
・和の法則、積の法則などの数え上げ
の原則について理解し、具体的な事象
に関する場合の数を樹形図や表に整理
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・順列と組合せを対比して、組合せの
総数の求め方を順列の総数の求め方か
ら考察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・順列や組み合わせの考え方を振り返
り、問題に応じて適切な解き方で答え
ようとしている。

○

復習
・来学期に向けて、１学期の復習を
する。

・ワークシート 【知識及び技能】
・順列や組み合わせ、和の法則や積の法則に
関する問題が解ける。

〇

○定期考査 ○

A 単元　場合の数
【知識及び技能】
・集合の表し方，用語，記号を理解
し，記号や図を用いて表すことができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・集合をベン図で表し、いろいろな集
合と要素の関係をベン図を読み取って
考察している。
【学びに向かう力、人間性等】
・集合の概念を理解しようとしてい
る。

・教科書・ワークシート・ノート
パソコン

○ ○ ○

4

配当
時数

10

【知識及び技能】
・条件に応じて集合の関係を記号や文字を用
いて表現できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・いろいろな集合の関係をベン図を書いて考
え、その状況を考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・身近な問題を、集合の概念にしたがって論
理的に探究しようとしている。

定期考査 ○ ○ 〇 1

10



３
学
期

B 単元　三角比
【知識及び技能】
・期待値について理解し，いろいろ
な場合について期待値を求めること
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・条件付き確率について、積事象な
どを用いて考察できる。
【学びに向かう力，人間性等】
・条件付き確率の意味を乗法定理な
どに基づいて理解しようとしてい
る。

・教科書・ワークシート，ノート
パソコン

【知識及び技能】
・期待値に関する問題を公式に基づいて解く
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・条件付き確率について、積事象を用いて考
察する。
【学びに向かう力，人間性等】
・条件付き確率の意味を乗法定理などに基づ
いて理解しようとしている。

〇 14

定期考査

〇 〇

1

合計

70

〇 〇



年間授業計画　新様式

第三商業高等学校（定時制課程）　 教科　地理歴史 科目　地理総合

教科：地理歴史科　　　科目：地理総合　　　 　単位数：　２　単位　　

対象学年組：第　３学年　１　組

教科担当者：

使用教科書：高等学校 新地理総合（帝国書院）

教科　地理歴史科の目標：

　【知識及び技能】

　【思考力、判断力、表現力等】

　【学びに向かう力、人間性等】

科目　地理総合の目標：

【知識及び技能】

地理に関わる諸事象に関して，世界の生活文化の多様性や，防
災，地域や地球的課題への取組などを理解するとともに，地図や
地理情報システムなどを用いて，調査や諸資料から地理に関する
様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるよ
うにする。

単元の具体的な指導目標 知 思 態
配当
時数

評価規準

現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに，調査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に
調べまとめる技能を身に付けるようにする。

地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，社会に見られる
課題の解決に向けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。
地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に
解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の国
土や歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

○

指導項目・内容

地理情報システム(GIS)の活用

安定地域と人々の生活
河川がつくる人々の生活

国家間の結び付き
貿易によって結び付く世界

大地形と人々の生活
変動帯と人々の生活

定期考査

〇

日本の地形と気候の特徴および地域差が生じる要因に
ついて理解する。

○

・日本の自然環境
　日本の地形
　日本の気候

海岸の地形と人々の生活
氷河地形・乾燥地形・カルスト地形
と人々の生活

〇〇

〇

○

世界の人々の特色ある生活文化を基に，人々の生活文
化が地理的環境から影響を受けたり，影響を与えたり
して多様性をもつことや，地理的環境の変化によって
変容することなどについて理解する。

〇〇

〇

定期考査

５
月

地図や地理情報システムについて，よりよい社会の実
現を視野にそこでみられる課題を主体的に追究，解決
しようとする態度を養う。

現代世界の地域構成を示したさまざまな地図の読図な
どを基に，日本の位置と領域，国内や国家間の結び付
きなどについて理解する。

世界の人々の特色ある生活文化を基に，人々の生活文
化が地理的環境から影響を受けたり，影響を与えたり
して多様性をもつことや，地理的環境の変化によって
変容することなどについて理解する。

○

○

６
月

世界の人々の特色ある生活文化を基に，人々の生活文
化が地理的環境から影響を受けたり，影響を与えたり
して多様性をもつことや，地理的環境の変化によって
変容することなどについて理解する。

現代世界の地域構成について，位置や範囲などに着目
して，主題を設定し，世界的視野から見た日本の位
置，国内や国家間の結び付きなどを多面的・多角的に
考察し，表現する。

日常生活の中でみられるさまざまな地図の読図などを
基に，地図や地理情報システムの役割や有用性などに
ついて理解する。
地図や地理情報システムについて，位置や範囲，縮尺
などに着目して，目的や用途，内容，適切な活用の仕
方などを多面的・多角的に考察し，表現する。

地理に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野にそ
こで見られる課題を主体的に追究，解決しようとする態度を養
うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養さ
れる日本国民としての自覚，我が国の国土に対する愛情，世界
の諸地域の多様な生活文化を尊重しようとすることの大切さに
ついての自覚などを深める。

○

現代世界の国家
日本の位置や領域

地球儀と地図
身の回りの地図

地理総合の目標および評価について理解する。

○ ○

○

現代世界の地域構成を示したさまざまな地図の読図な
どを基に，方位や時差などについて理解する。

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

オリエンテーション

地球上の位置と私たちの生活
時差と私たちの生活

○

〇

【学びに向かう力、人間性等】

○

○

2

1

2

3

2

2

2

2

3

2

1

４
月

2

【思考力、判断力、表現力等】

地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，位置や分
布，場所，人間と自然環境との相互依存関係，空間的相互依存作
用，地域などに着目して，概念などを活用して多面的・多角的に
考察したり， 地理的な課題の解決に向けて構想したりする力や，
考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論し
たりする力を養う。

７
月



温帯の生活
亜寒帯・寒帯の生活

〇

気候全体のまとめ

世界の植生と気候区分

熱帯の生活
乾燥帯の生活

2

言語は，人々の生活にどのような影響を与えているの
だろうか。

日本の自然環境
　日本の地形

定期考査

宗教は，人々の生活にどのような影響を与えているの
だろうか。

○ 〇

○

○

○月

日本の地形と気候の特徴および地域差が生じる要因に
ついて理解する。

宗教は，人々の生活にどのような影響を与えているの
だろうか。

2　世界の宗教と人々の生活文化

日本の地形と気候の特徴および地域差が生じる要因に
ついて理解する。

宗教は，人々の生活にどのような影響を与えているの
だろうか。

月 〇

○

○

1　世界の言語と人々の生活文化

日本の自然環境
　日本の気候

○

定期考査

世界の人々の生活文化について，その生活文化が見ら
れる場所の特徴や自然及び社会的条件との関わりなど
に着目して，主題を設定し，多様性や変容の要因など
を多面的・多角的に考察し，表現する。

世界の人々の生活文化について，その生活文化が見ら
れる場所の特徴や自然及び社会的条件との関わりなど
に着目して，主題を設定し，多様性や変容の要因など
を多面的・多角的に考察し，表現する。

2　世界の宗教と人々の生活文化

○

○

○

世界の人々の生活文化について，その生活文化が見ら
れる場所の特徴や自然及び社会的条件との関わりなど
に着目して，主題を設定し，多様性や変容の要因など
を多面的・多角的に考察し，表現する。

世界の人々の生活文化について，その生活文化が見ら
れる場所の特徴や自然及び社会的条件との関わりなど
に着目して，主題を設定し，多様性や変容の要因など
を多面的・多角的に考察し，表現する。

世界の人々の特色ある生活文化を基に，人々の生活文
化が地理的環境から影響を受けたり，影響を与えたり
して多様性をもつことや，地理的環境の変化によって
変容することなどについて理解する。

温帯の生活

2　世界の宗教と人々の生活文化

温帯の生活

乾燥帯の生活

○

９
月

世界の人々の生活文化について，その生活文化が見ら
れる場所の特徴や自然及び社会的条件との関わりなど
に着目して，主題を設定し，多様性や変容の要因など
を多面的・多角的に考察し，表現する。

○

〇

2

1

2

2

2

2

2

2

2

2

月

2

2

世界の人々の生活文化について，その生活文化が見ら
れる場所の特徴や自然及び社会的条件との関わりなど
に着目して，主題を設定し，多様性や変容の要因など
を多面的・多角的に考察し，表現する。

2

2

１０

１１

１２



70

経済成長による人々の生活の変化
・東アジア
　・東イジアの経済成長とその歩み

・ヨーロッパ
　・EU統合による工業や社会への影
響

・ヨーロッパ
　・EU統合による農業への影響

・ヨーロッパ
　・EU統合と人々の生活

２
月

世界の人々の特色ある生活文化を基に，人々の生活文
化が地理的環境から影響を受けたり，影響を与えたり
して多様性をもつことや，地理的環境の変化によって
変容することなどについて理解する。世界の人々の特
色ある生活文化を基に，自他の文化を尊重し国際理解
を図ることの重要性などについて理解している。

世界の人々の特色ある生活文化を基に，人々の生活文
化が地理的環境から影響を受けたり，影響を与えたり
して多様性をもつことや，地理的環境の変化によって
変容することなどについて理解する。世界の人々の特
色ある生活文化を基に，自他の文化を尊重し国際理解
を図ることの重要性などについて理解している。

世界の人々の特色ある生活文化を基に，人々の生活文
化が地理的環境から影響を受けたり，影響を与えたり
して多様性をもつことや，地理的環境の変化によって
変容することなどについて理解する。世界の人々の特
色ある生活文化を基に，自他の文化を尊重し国際理解
を図ることの重要性などについて理解している。

○

・東アジア
　・経済成長に見る韓国の生活補変
化

・東アジア
　・経済成長に見る中国の生活補変
化

○

・東アジア
　・東イジアの経済成長とその歩み

世界の人々の特色ある生活文化を基に，人々の生活文
化が地理的環境から影響を受けたり，影響を与えたり
して多様性をもつことや，地理的環境の変化によって
変容することなどについて理解する。世界の人々の特
色ある生活文化を基に，自他の文化を尊重し国際理解
を図ることの重要性などについて理解している。

○

世界の人々の特色ある生活文化を基に，人々の生活文
化が地理的環境から影響を受けたり，影響を与えたり
して多様性をもつことや，地理的環境の変化によって
変容することなどについて理解する。世界の人々の特
色ある生活文化を基に，自他の文化を尊重し国際理解
を図ることの重要性などについて理解している。

○

世界の人々の特色ある生活文化を基に，人々の生活文
化が地理的環境から影響を受けたり，影響を与えたり
して多様性をもつことや，地理的環境の変化によって
変容することなどについて理解する。世界の人々の特
色ある生活文化を基に，自他の文化を尊重し国際理解
を図ることの重要性などについて理解している。

○

定期考査

〇 〇

○ ○

2

1

2

3

2

2

3

３
月

2

世界の人々の特色ある生活文化を基に，人々の生活文
化が地理的環境から影響を受けたり，影響を与えたり
して多様性をもつことや，地理的環境の変化によって
変容することなどについて理解する。世界の人々の特
色ある生活文化を基に，自他の文化を尊重し国際理解
を図ることの重要性などについて理解している。

１
月

○



年間授業計画 

東京都立第三商業高等学校 定時制 

担 当 者  

教    科 英語 科   目 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ（２単位） 

対    象 4 年生 

教 科 書 VISTA English CommunicationⅠ New Edition 

副教材その他 独自に作成したワークシート等 

目 標 

1. ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語基礎で学んだことを土台として、文構造を理解し、読解力の向上

をはかる。 

2. 音読練習などを通して基本例文を習得し、聞く・話す・書く力を総合的に高める。 

3. 生活の色々な場面で使う頻出フレーズを習得する。 

学期 時間 単   元 内     容 

１ 

１４ 
総復習 

英会話 

１～３年時の総復習 

日常会話の練習 

１４ 
Lesson 5 

英会話 

Baobabs in Madagascar  不定詞 

日常会話の練習 

２ 

１４ 
Lesson 6 

英会話 

Toothbrushing in Edo  動名詞 

日常会話の練習 

１４ Lesson 7 
英会話 

Machu Picchu  現在完了形 

日常会話の練習 

３ １４ 
Lesson 8 

英会話 

Dick Bruna  関係代名詞 

日常会話の練習 

 

評 

価 

（観点・基準）１．英語でコミュニケーションしようとする意欲・姿勢がある。２．既習の英文

を声に出して読める。３．各単元の英文の内容を理解できる。４．基本例文の構造を理解し、学

習事項を使用した短文を書ける。※ 授業に対する取り組み、提出物（家庭学習を含む）、出席状

況、小テスト、テストなどにより総合的に判断する。 

 



 

年間授業計画 

東京都立第三商業高等学校 定時制 

担 当 者  

教    科 数学 科   目 数学Ａ（２単位） 

対    象 ４学年 

教 科 書 『数学活用』（教科書番号等 ７実教数活３０１） 

補助教材その他 『授業プリント』（授業者作成） 

目 標 

数学活用の学習を通して、数学の基礎的、基本的知識を確実に習得する。また、主体

的に学習に取り組む態度を育成する。習得した知識を活用して課題を解決するために

必要な思考力・判断力・表現力を育成する。 

学期 時間 単   元 内     容 

１ 
１４ ○ 身の回りの数学 いろいろな場合の数 

１４ 〇 身の回りの数学 数学的な表現の工夫 

２ 
１４ 〇 社会生活と数学 経済と数学 

１４ 〇 社会生活と数学 コンピュータと人間の活動 

３ １４ 〇 数学の発展と人間の活動 
数と人間 

数学と文化 

 

評 

価 

【観点・評価規準】 

・ 今まで学んできたことを総復習し、それを活用した新たな数学的活動に取り組むことで、数

学の楽しさに触れる。 

・ 身の回りのいろいろなところで数学が関係していることを、授業から学習した内容を通して

理解する。 

・ 調べ学習・アクティブラーニングを取り入れる。 

・ さまざまなデータの特徴を捉え、資料を整理できるようにする。 

【評価方法】 

・ 出席状況、授業・課題への取り組み状況、定期考査等から総合的に判断する。 

 



年間授業計画 

東京都立第三商業高等学校 定時制 

担 当 者  

教    科 英語 科   目 論理・表現Ⅰ（２単位） 

対    象 4年生 選択者 

教 科 書 Select English Conversation 

副教材その他 独自に作成したワークシート等 

目 標 

1. 積極的に英語でコミュニケーションをしようとする姿勢を身につける。 

2. 基本的な会話表現を習得する。 

3. 簡単な英語で日常生活について表現し、クラスメイトと情報交換を行う。 

学期 時間 単   元 内     容 

１ 

１４ 

１．New Friends 

２．Free time 

英会話 

・興味のあるものを言う 

・余暇について話す 

日常会話の補足練習 

１４ 

３．Are you okay? 

４．Our school 

５．Weather 

英会話 

・体調について話す 

・学校について話す 

・天気・気候について話す 

日常会話の補足練習 

２ 

１４ 

６．TV programs 

７．Talking on a cell phone 

英会話 

・自分の好みを言う 

・都合をたずねる／待ち合わせをする 

日常会話の補足練習 

１４ 

８．Telling the way  

９．Kyoto 

１０．Shopping 

英会話 

・道をたずねる 

・乗り物での行きかたをたずねる 

・ほしいものを買う 

日常会話の補足練習 

３ １４ 

１１．Restaurant 

１２．Making a plan 

１３．Future Jobs 

英会話 

・ 食事を注文する 

・ 誘う／誘いに応じる 

・ 理由を述べる 

日常会話の補足練習 

 

評 

価 

（観点・基準）１．英語を積極的に聞き取ろうとする。２．日常的な英語のフレーズを覚え、活

用しようとする。３．学習した表現を使って、自分のことを伝えたり相手のことを聞いたりする。 

※ 授業に対する取り組み、提出物（家庭学習を含む）、出席状況、テストなどにより総合的に判

断する。 

 



年間授業計画 

東京都立第三商業高等学校 定時制 

担 当 者  

教    科 数学 科   目 数学Ｂ（２単位） 

対    象 ４学年の総合選択の選択者 

教 科 書 『数学活用』（教科書番号等 ７実教数活３０１） 

補助教材その他 『数学検定問題集』（個人のレベルに応じて、貸し出します。） 

目 標 

数学活用の学習を通して、数学の基礎的、基本的知識を確実に習得する。また、主体

的に学習に取り組む態度を育成する。習得した知識を活用して課題を解決するために

必要な思考力・判断力・表現力を育成する。 

学期 時間 単   元 内     容 

１ 
１４ 

（年間通じて、個別対応） 

○ 計算演習 

○ データの分析 

○ 文章題 等 

（年間通じて、個別対応） 

四則演算（整数・分数・小数を網羅する） 

与えられたデータを表やグラフに整理したり、分散や標

準偏差などの統計量を求める 

与えられた条件を読み取り、数学的に考える力の育成 

１４ 

２ 
１４ 

１４ 

３ １４ 

 

評 

価 

【観点・評価規準】 

・ 基本的な四則演算ができるようになる。 

・ 基本的な統計量を求めたり、データの散らばり具合や傾向を数値化して考察できるようにな

る。 

・ 文章題の問題から、問題の意図することを読み取り、問題を解くことができるようになる。 

【評価方法】 

出席状況、授業・課題への取り組み状況、定期考査等から総合的に判断する。 

尚、定期考査は考査期間の直前の授業の時間に行う。考査問題は個別で対応する。 

 



年間授業計画　新様式

第三商業高等学校（定時制課程）　 教科　地理歴史 科目　歴史総合

教科：地理歴史科　　　科目：歴史総合　　　 　単位数：　２　単位　　

対象学年組：第　4学年　１　組

教科担当者：

使用教科書：新選　歴史総合（東京書籍）

教科　地理歴史科の目標：

　【知識及び技能】

　【思考力、判断力、表現力等】

　【学びに向かう力、人間性等】

科目　歴史総合の目標：

【知識及び技能】

今までの歴史に関わる諸事案に関して，世界の生活文化の変化
や，政治，紛争地域や地球的課題への取組などを理解するととも
に，資料や歴史文献などを用いて，調査や諸資料から歴史に関す
る様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付ける
ようにする。

単元の具体的な指導目標 知 思 態
配当
時数

【思考力、判断力、表現力等】

歴史に関わる事案の意味や背景，特色や相互の関連を，人物や国
家，場所，宗教と自然環境との相互依存関係，空間的相互依存作用
などに着目して，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり
歴史的な課題の解決に向けて構想したりする力や，考察，構想した
ことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養
う。

７
月

４
月

2

1

3

2

2

2

2

3

2

【学びに向かう力、人間性等】

○

○

2

1

2

現代日本の現状構成を示したさまざ
まな近代化への事象を基に，アジア
との結びつきや不平等条約などにつ
いて理解する。

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

○

○

〇

第1章
歴史と私たち
歴史の特質と資料

○ ○

○ ○

○

第2章
1節　近代化への問い
2節　結び付く世界と日本の開国
①18世紀の東アジア

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

オリエンテーション

※ラテンアメリカの歴史
④産業革命の始まり
⑤世界市場の形成

②結び付くアジア地域
③18世紀のヨーロッパとアジア
④産業革命の始まり

歴史に関わる諸事案について，よりよい世界の実現を視野に関
連する課題を主体的に追究，解決しようとする態度を養うとと
もに，過去の事件・戦乱・恐慌等、多面的・多角的な考察や深
い理解を通して涵養される市民としての自覚，国家に対する愛
情，世界の諸地域の多様な価値観を尊重しようとすることの大
切さについての自覚などを深める。

○ ○

清の王朝でみられるさまざまな事案
を基に，経済発展や統治システムの
特徴や歴史的意義を理解する。
鎖国や貿易経済について，目的や弊
害，効果などに着目して，産業革命
や輸出増加，法令，藩の統治などを
多面的・多角的に考察し，分析す
る。

ヨーロッパでみられるさまざまな事
案を基に，経済発展や統治システム
の特徴や歴史的意義を理解する。

５
月

※日本の幕藩体制と身分制社会
※東アジアの伝統的な華夷秩序
※イスラーム世界におけるカリフと秩序

※ヨーロッパにおける主権国家体制の形成
※アジアの美、追いかけるヨーロッパ
※世界をめぐる金銀の流れ

③アジアの諸国家とその変容
④明治維新と東アジアの国際関係
※アイヌと琉球

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

○

○

６
月

⑥東アジア国際関係の変化と日本の開国
⑦世界経済の変化と日本の産業革命
※絵画資料から近代都市を考察

3節　国民国家と明治維新
①市民革命と近代社会
②自由主義とナショナリズム

〇〇

〇

定期考査

〇

○

○

立憲君主制を基に，各国の統治体制
が変容し、改革に影響を与えたりし
て現在に至ることや，帝国主義がの
台頭によって起こる弊害などについ
て理解する。

アジアの諸国家の変容を基に，各国
の政治体制が影響を受けたり，国際
関係が現在に至ること，東アジアの
台頭によって起こる世界情勢への影
響について理解する。

〇〇

定期考査

〇

⑤立憲制の広まり
⑥帝国主義と植民地
※アフリカの分割と自立

※オセアニア
⑦日清戦争と華夷秩序の解体
⑧帝国主義諸国の競合と国際関係

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

オセアニアの歴史から始まり、南半
球の各国の生活文化に影響を与えた
ことで現在に至ることや，列強の熾
烈な競争によって起こる弊害などに
ついて理解する。

現代世界のパワーバランスについ
て，位置や範囲などに着目して，課
題を設定し，世界的視野から見た日
本の位置，国内や国家間の結び付き
などを多面的・多角的に考察し，表
現する。

東アジアの歴史について，国家や衝
突などに着目して，遣唐使の意義を
考察し、世界的視野から見た日本の
位置，国内や国家間の結び付きなど
を多面的・多角的に考察し，表現す
る。

鎖国や貿易経済について，目的や弊
害，効果などに着目して，産業革命
や輸出増加，法令，藩の統治などを
多面的・多角的に考察し，分析す
る。

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

市民革命を基に，各国の生活文化が
影響を受けたり，影響を与えたりし
て現在に至ることや，ナショナリズ
ムの台頭によって起こる弊害などに
ついて理解する。

現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに，調査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に
調べまとめる技能を身に付けるようにする。

地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，社会に見られる
課題の解決に向けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。
地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に
解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の国
土や歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

○ ○

指導項目・内容

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

評価規準

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】



4節　近代化と現代的な諸課題

2

2

月

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

2

〇

○

９
月

※東南アジア
※風刺画から国際状況を読みとる
⑦反植民地主義の高揚と国際秩序の変容

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

○

グローバル化の発達を基に，各国の
経済体制が影響を受けたり，国際関
係が現在に至ること，冷戦によって
起こる世界情勢への影響について理
解する。

国際秩序の構築を学習し、その変容
が見られる特徴や大衆社会との関わ
りなどに着目して，風刺画から読み
取ることのできる時代背景を考察す
る。

国際秩序の構築を学習し、人々の意
識変化について，その変容が見られ
る特徴や大衆社会との関わりなどに
着目して，第一次世界大戦の要因を
考察する。

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

第3章　国際秩序の変化や大衆化と私たち
1節　国際秩序の変化や大衆化の問い
2節　第一次世界大戦と大衆社会

④ソビエト連邦の成立と社会主義
⑤アメリカ合衆国の台頭と大量消費社会
⑥アジアの経済成長と移動する人々

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

①大衆社会の時代
②第一次世界大戦の展開
③国際協調体制の形成

⑨植民地支配と植民地の近代
⑩20世紀はじめの世界
※近代化とは

ソビエト連邦の誕生を学習し、指導
者の方針について，その変容が見ら
れる特徴や社会主義と国際協調体制
について学習する。

大衆社会の醸成を学習し、人々の意
識変化について，その変容が見られ
る特徴や第一次世界大戦の戦後処理
と国際協調体制について学習する。

○

○

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

①世界恐慌
※国際金本位制とブレトン・ウッズ体制
※イヌと私たち

戦争の終結を基に，各国の経済体制
が影響を受けたり，国際関係が現在
に至ること，軍備の縮小によって起
こる世界情勢への影響について理解
する。

○

○

○

○

連合国の占領政策を学習するととも
に、その是非について考察する。日
本・ドイツ・イタリアの戦後復興の
際について考察する。

第二次世界大戦勃発の機序を基に，
各国の経済体制が影響を受けたり，
国際関係が現在に至ること，連合国
によって起こる戦後情勢への影響に
ついて理解する。

○

定期考査

○

⑧民主主義の拡大と社会変革の動き
⑨マスメディアの発達と日常生活
3節　経済危機と第二次世界大戦

〇

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

○

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

月

⑤第二次世界大戦の勃発
⑥第二次世界大戦における連合国と戦後構想
⑦アジア太平洋戦争と日本の敗戦

第４章　グローバル化と私たち
1節　グローバル化への問い
2節　冷戦と世界経済

冷戦勃発の機序を基に，各国の経済
体制が影響を受けたり，国際関係が
現在に至ること，キューバ危機に
よって起こる世界情勢への影響につ
いて理解する。

②アジア・アフリカと大衆社会
③国際協調体制の崩壊
④日中戦争と深刻化する世界の危機

※戦争と記憶
⑨再編されるアジアと冷戦
※大衆化とは

月

○

○ 〇

○

○○

○

○

⑧連合国の占領政策と冷戦
※日本の戦後
※ドイツの戦後

国際協調体制の脆弱をきっかけに，
各国の経済体制が影響を受けたり，
国際関係が現在に至ること，日中戦
争が起こす世界情勢への影響につい
て理解する。

定期考査

①冷戦の拡大と第三勢力
②キューバ危機と核兵器の管理
③脱植民地化の進展と地域紛争

世界恐慌の勃発の機序を基に，各国
の経済体制が影響を受けたり，国際
関係が現在に至ること，金本位制の
縮小によって起こる世界情勢への影
響について理解する。

植民地の特色と生活文化を学び、
人々の生活に悪影響を与えた帝国主
義を理解する。

世界の近代化を学習し、人々の生活
文化について，その向上が見られる
特徴や経済的条件との関わりなどに
着目して，変容の要因を多面的・多
角的に考察する。

2○

〇

民主市議の拡大を基に，各国の政治
体制が影響を受けたり，国際関係が
現在に至ること，マスメディアの台
頭によって起こる世界情勢への影響
について理解する。

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

１０

１１

１２
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３節　世界秩序の変容と日本
①問い直される近代
※近現代における女性

１
月

※パレスチナ
※野球と私たち
④計画経済と開発

○

○

３
月

2

2

1

2

3

2

2

3

○

○

○

○ ○ ○

⑧岐路に立つ世界と日本
※グローバル化
４節現代的な諸課題の形成と展望

○

定期考査

〇 〇

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

④冷戦の終結と世界
⑤拡散する地域紛争
※国民国家と民族問題

○

※グラフから現代の課題を読みとる
⑥民主化の進展
⑦グローバル化と地域統合

○

※タピオカと私たち
②石油危機と経済の自由化
③アジアの経済発展と日本

○

オイルショックの歴史から始まり、
各国の生活文化に影響を与えたこと
や，資本主義の熾烈な競争によって
起こる弊害などについて理解する。

世界秩序の変貌をまず学習し、各国
の統治体制を比較する。改革により
影響を与えた部分や，民主主義が台
頭したことの意義について理解す
る。

○

○

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

アフリカの諸国家の変容を基に，各
国の政治体制が影響を受けたり，国
際関係が現在に至ること，民主市議
勢力の台頭によって起こる世界情勢
への影響について理解する。

○

⑤冷戦下の日本とアジア
⑥日本と欧米先進国の経済成長
※万国博覧会

※アフリカ
⑦地域連携の拡大
⑧ベトナム戦争と冷戦構造の変容

○

パレスチナの歴史について，国家や
衝突などに着目して，和平の意義を
考察し、世界的視野から見た中東の
位置，国家間の衝突を多面的・多角
的に考察し，表現する。

２
月

アジアの諸国家の変容を基に，グ
ローバル化が影響を受けたり，国際
関係が現在に至ること，グローバル
サウスによってもたらされる世界情
勢への影響について理解する。

民主化を基に，東側各国の生活文化
が影響を受けたり，影響を与えたり
して現在に至ることや，ナショナリ
ズムの台頭によって起こる弊害など
について理解する。

冷戦について，国家や衝突などに着
目して，アメリカとソ連の軍縮条約
の意義を考察し、世界的視野から見
た両国の位置，国家間の結び付きな
どを多面的・多角的に考察し，表現
する。

冷戦を基に，東西各国の生活文化が
影響を受けたり，影響を与えたりし
て現在に至ることや，ナショナリズ
ムの台頭によって起こる弊害などに
ついて理解する。万国博覧会の意義
にも触れる。

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】



年間授業計画　新様式例

高等学校 （3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

クエリの機能や情報技術の進歩に伴う通信手段の変化について理解し，ユーザーフォームや排他制御
を適切にコミットし、データベースに接続するための発展的な方法や，ジャーナルファイルのシステ

ム自動化に対処するための基本的な技術について理解している。

手続きの自動化を実行する
ための機能や情報技術の進
歩に伴う技術革新の変化に
ついて理解し，それを活用
するコンピュータやプリン
タをLANやインターネットに
自動で接続するための基礎
的な方法や，情報通信ネッ
トワークのシステム障害に
自動的に対処するための基
本的な技術を身に付ける。

4章　データベースソフトウェアの活用
　１節　ビジネスとデータベース

○ 7

○ ○ ○ 12

企業などのＬＡＮを活用したグループウェアに関し、体系的な能力を身に付けるとともに、ワークフ
ローを通じて承認が必要な各種届出や申請書類を電子化できるか。

１
学
期

身近な事例を基にデータ
ベースにおける管理の方法
を考える学習活動により，
データベースの意義と重要
性を理解する。
社会で利用されている情報
システムの例や，ビジネス
におけるデータベースの活
用の実例を学ぶことによ
り，情報通信ビジネスにお
けるデータベースの重要性
を理解する。
ビッグデータの進化があた
える社会への恩恵を考え
る。

データベースの意義と重要性について考え，理解することができたか。
情報通信システムの特徴や処理方式の概要を理解し，その中におけるデータベースの意義や役割を考
え，具体的な利用例を理解することができたか。
データベース利用における情報通信システムに関心を持ち，ビッグデータなどの社会的意義や役割を
考え，理解することができたか。
データの重複とデータの独立，データベース管理システムとの関連などに関心をもち，概要と目的を
理解できたか。
ビジネスにおけるデータベースの役割を理解し，これを活用するための知識や技術を積極的に身に付
けようとする態度を持ったか。

データベースとデータシートビューの社会課題との関連性について自ら学ぶ。

○ ○

○ ○

３節　手続きの自動化

５節　ＳＱＬの操作

第５章　　業務処理用ソフトウェアの活用
第１節　　グループウェアの活用

ＳＱＬ言語を通して，情報の集計と分析について理解し，様々な方法で分析する能力を身に付けると
ともに，分析結果を適切に表現し，主体的かつ協働的に取り組むことができたか。

２節　データベースの作成と操作

ＳＱＬ言語を通して，膨大
なデータ分析について理解
し，様々な集計や分析方
法，集計した情報から，分
析結果を適切に表現する能
力を身に付ける

4節　　データベースの構造

商業 ソフトウェア応用
商業 ソフトウェア応用 2

・課題に対して具体例を用いて積極的に考えることができる。
・協働的な学習を通して課題解決方法を考えることができる。
・他者の意見をよく聞く力を身につけることができる。
・自分意見を的確に伝える力を身につけることができる。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

・ビジネスの場面に応じたソフトウェアの利用ができる。
・

・ビジネスの場面で必要に応じたソフトウェアの利用する力と効果的な資料の作
成における表現力。

ソフトウエア活用　実教出版

1.企業活動におけるソフトウェアの活用に関する発展的な課題を発見し，基礎的な分野にとどまらず科学的な根拠に基づいて創造的に解決しようとしている。

1.企業活動を改善する力の向上を目指して応用的に学び，企業活動におけるソフトウェアの活用に主体的かつ発展的に取り組もうとしている。

【 知　識　及　び　技　能 】
1.企業活動におけるソフトウェアの活用について実務に即して発展的・網羅的に理解するとともに，応用技術を身に付けている。
２．各種ソフトウェアに習熟し、高度な操作ができるようになる。

配当
時数

○ 6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態



３
学
期

第６章　情報システムの開発
1節システム開発の基礎

ウォーターフォール機能を
使い、アジャイル開発の考
え方を理解し、基本的な義
術を身に付ける。

ウォーターフォール機能を使い、アジャイル開発の考え方を理解し、基本的な義術を身に付け、主体
的かつ協働的に取り組むことができたか。

２
学
期

２節　販売管理ソフトウェアの活用 販売管理ソフトウェアを通
して，仕入・販売の基礎を
理解し，目的に応じて適切
な手法を活用する技術を身
に付ける。

販売管理ソフトウェアを通して，仕入・販売の基礎について理解し，目的に応じて適切な手法を活用
する技術を身に付けるとともに，適切に表現し，主体的かつ協働的に取り組むことができたか。

３節　給与計算ソフトウェアの活用 給与計算ソフトウェアを通
して支給項目・控除項目の
基礎を理解して目的に応じ
た適切な手法を活用する技
術を身に付ける。

給与計算ソフトウェアを通して支給項目・控除項目の基礎を理解して目的に応じた適切な手法を活用
する技術を身に付けるとともに、適切に表現し、主観的かつ協働的に取り込むことができたか。

○ ○

○ ○

○ ○

15

合計

70

○

○ 15

○ 15



年間授業計画　新様式例

高等学校 （3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数：２ 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

３
学
期

２
学
期

・指導事項　教科書に印をつけさ
せる
・教材　教科書・プリント

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】
○ ○

定期考査
○ ○

・指導事項　教科書に印をつけさ
せる
・教材　教科書・プリント

● 単元
冠婚葬祭のマナー
文字の練習　ボールペン、毛筆

● 単元

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

○

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】
○ ○ ○

電子メールの利用
社外・社内文書の書き方

・指導事項　教科書に印をつけさ
せる
・教材　教科書・プリント

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】
〇〇〇

定期考査

定期考査

● 単元
言葉遣い
敬語の使い方

・指導事項　教科書に印をつけさ
せる
・教材　教科書・プリント

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

定期考査

● 単元
食事のマナー

・指導事項　教科書に印をつけさ
せる
・教材　教科書・プリント

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

〇

8

14〇〇〇

1〇〇

〇 〇 〇

〇〇

10

1

・指導事項　教科書に印をつけさ
せる
・教材　教科書・プリント

○ ○ ○ 7

合計

70

1

13

1

〇

○

配当
時数

１
学
期

● 単元
企業の組織と意思決定
仕事に対する心がまえ

・指導事項　教科書に印をつけさ
せる
・教材　教科書・プリント

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】
○ ○ ○ 5

挨拶
身だしなみ　席次のマナー

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

● 単元
電話の応対
訪問・来客の応対　交際のマナー

○ 8

定期考査

商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、ビジネスを通じ、地域産業をはじめ経済社
会の持続的な発展を担う職業人として必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

商業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

社会人としてコミュニケーション能力を身につ
け、人間関係を円滑にできるようにする

【学びに向かう力、人間性等】

商業
商業 ビジネス・コミュニケーション 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

社会人としての知識と姿勢を身につける 様々なシーンにおいて、臨機応変な判断や行動
ができるようにする

実教出版　ビジネス・コミュニケーション

商業

ビジネスに関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、ビジネスの創造と発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養
う。

【 知　識　及　び　技　能 】



年間授業計画　新様式例

高等学校 （１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

第三商業 商業 ビジネス基礎
商業 ビジネス基礎 2

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、ビジネスの創造と発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

ビジネス基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】
ビジネスについて実務に即して体系的・系統的に理解し、
ビジネスの様々な場面で役に立つ、ビジネスに関する基礎
的な知識と技術を身に付けている。

ビジネスをはじめとして様々な知識、技術を活用し、ビジネ
スに関する課題を発見するとともに、企業活動が社会に及ぼ
す影響を踏まえ、市場の動向、ビジネスに関する理論、デー
タ、成功事例や改善に要する根拠に基づいて工夫してよりよ
く解決ことについて考えている。

ビジネスを適切に展開する力の向上を目指して自らビジネ
スについて学ぶ態度及び組織の一員として自己の役割を認
識して、当事者としての意識をもち、他者と信頼関係を構
築して積極的に関わり、ビジネスの創造と発展に責任を
もって取り組もうとしている。

ビジネス基礎　TAC出版

商業
商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、ビジネスを通じ、地域産業をはじめ経済社会の
持続的な発展を担う職業人として必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

【 知　識　及　び　技　能 】商業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

ビジネスに関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

態
配当
時数

１
学
期

A 商業の学習とビジネス
【知識及び技能】
商業を学ぶ重要性と学び方、ビジネスの概要について理解させ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
ビジネスの役割について、企業の社会的責任や、環境、エネル
ギー、食料などの社会的な課題及びビジネスの動向・課題につ
いて具体的な事例と関連付けて考えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
実践する力、職業人として必要な豊かな人間性、他者と協働す
る力を身につけさせる。

・指導事項
１．いざ、ビジネスの世界へ
２．私たちの社会とビジネス
・教材
教科書、プリント、一人一台端末

【知識・技術】
・商業を学ぶ重要性と学び方、ビジネスの概要について理解している。
【思考・判断・表現】
・商業を学ぶこと及びビジネスの意義と課題について、経済社会の持続的な発展と関
連について考えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・ビジネスの基礎的な事項について自ら学び、ビジネスに主体的かつ協働的に取り組
んでいる。

○ ○ ○ 4

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

4

定期考査

○ ○ 1

B ビジネスとコミュニケーション
【知識及び技能】
ビジネスにおける信頼関係構築の意義と重要性を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
ビジネスマナーの意義を理解し、場面に応じて考え、活動する
力を身に付けさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
企業活動における情報の重要性について理解し、情報の活用及
び評価・改善する力を身につけさせる。

・指導事項
１．コミュニケーション
２．ビジネスマナー
３．情報の入手と活用
・教材
教科書、プリント、一人一台端末

【知識・技術】・ビジネスにおける信頼関係構築について実務に即して理解するとと
もに、関連する技術を身に付けている。
【思考・判断・表現】・ビジネスの場面を分析し、ビジネスにおいて他者への対応に
ついて考えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・情報を入手して活用し、評価・改善している。ビジネスに主体的かつ協働的に取り
組んでいる。 ○ ○ ○

7

D さまざまなビジネス
【知識及び技能】
ビジネスの種類について理解し、流通や流通に関わる様々なビ
ジネスについて理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
流通や流通に関わるビジネスに関する知識を基盤として、流通
や流通に関わる様々なビジネスに関する課題を発見し、その対
応策を考えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
流通や流通に関わる組織の一員としての役割を果たすための力
を身につけさせる。

・指導事項
１．ビジネスの種類
２．小売業
３．卸売業
４．金融業
５．情報通信業
・教材
教科書、プリント、一人一台端末

【知識・技術】
・ビジネスの種類と流通や流通に関わる様々なビジネスついて、経済社会における事
例と関連付けて理解している。
【思考・判断・表現】
・流通や流通に関わる様々なビジネスに関する課題を発見し、科学的な根拠に基づい
て課題への対応策を考えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・流通や流通に関わる様々なビジネスについて自ら学び、これらの組織の一員として
主体的かつ協働的に取り組んでいる。

○ ○ ○ 7

C 経済と流通の基礎
【知識及び技能】
経済の仕組みと流通の必要性について理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
経済の基本概念、流通の役割など経済と流通に関する知識を基
盤として、流通に関する課題を発見し、その解決方法を考えさ
せる。
【学びに向かう力、人間性等】　流通を支える組織の一員とし
ての役割を果たすことができる力を身に付けさせる。

・指導事項
１．経済の仕組みとビジネス
２．経済活動と流通
・教材
教科書、プリント、一人一台端末

【知識・技術】
・経済と流通について経済社会における事例と関連付けて理解している。
【思考・判断・表現】
・経済と流通に関する課題を発見し、科学的な根拠に基づいて課題への対応策を考え
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・経済と流通について自ら学び、経済の基本概念を踏まえ、流通と流通を支える活動
に組織の一員として主体的かつ協働的に取り組んでいる。

○ ○ ○

○ ○ ○ 1

1

２
学
期

E 企業活動の基礎
【知識及び技能】
企業活動の形態と組織、マーケティングの重要性と流れなど企
業活動について理解させる。
【思考力、判断力、表現力】
企業活動に関する知識を基に、企業活動の動向など、企業活動
に関する課題を発見し、その対応策を考えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】　企業活動の展開について、組
織の一員としての役割を果たすことができる力を身につけさせ
る。

・指導事項
１．ビジネスと企業
２．マーケティングの重要性
３．資金調達
４．財務諸表の役割
５．企業活動と税
６．雇用
・教材
教科書、プリント、一人一台端末

【知識・技術】
・企業活動について経済社会における事例と関連付けて理解している。
【思考・判断・表現】
・企業活動に関する課題を発見し、科学的な根拠に基づいて課題への対応策を考えて
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・企業活動について自ら学び、企業活動に関する事例などを踏まえ、企業活動に主体
的かつ協働的に取り組んでいる。

○ ○ ○ 13

定期考査

定期考査

○ ○

13

定期考査

○ ○ 1

F ビジネスと売買取引
【知識及び技能】
売買取引、代金決済など取引に関する知識や技術を身につけさ
せる。
【思考力、判断力、表現力等】
取引に関する知識や技術を基に、実務における取引に関する課
題を発見し、その対応策を考えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
契約の履行と締結について、組織の一員としての役割を果たす
ことができる力を身につけさせる。

・指導事項
１．売買取引の手順
２．代金決済
・教材
教科書、プリント、一人一台端末

【知識・技術】
・取引について実務に即して理解するとともに、関連する技術を身についている。
【思考・判断・表現】
・取引に関する課題を発見し、科学的な根拠に基づいて課題への対応策を考えてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・取引について自ら学び、適切な契約の締結と履行に主体的かつ協働的に取り組んで
いる。

○ ○ ○

３
学
期

G ビジネス計算
【知識及び技能】
ビジネス計算に関する知識や技術を身につけさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
ビジネスにおいて計算技術がどのように活用されているかを考
察し、ビジネスの諸活動に必要な計算を見い出す力を身につけ
させる。
【学びに向かう力、人間性等】
ビジネス計算について学び、その知識と技術で組織の一員とし
ての役割を果たすことができる力を身につけさせる。

・指導事項
１．ビジネス計算の基礎
２．ビジネス計算の応用
・教材
教科書、プリント、一人一台端末

【知識・技術】
・ビジネス計算について実務に即して理解するとともに、関連する技術を身について
いる。
【思考・判断・表現】
・ビジネスにおいて計算技術がどのように活用されているかを考察し、ビジネスの諸
活動に必要な計算を見い出している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・ビジネス計算について自ら学び、主体的かつ協働的に取り組んでいる。

○

定期考査

○ ○ 70

○ 8

H 身近な地域のビジネス
【知識及び技能】
さまざまな地域の魅力と課題、地域ビジネスの動向について理
解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
さまざまな地域のビジネスに関する知識などを基に、身近な地
域のビジネスに関する課題を発見し、その対応策を考えさせ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
ビジネスの振興による地域の発展について、組織の一員として

・指導事項
１．さまざまな地域の魅力と課題
２．地域ビジネスの動向
・教材
教科書、プリント、一人一台端末

【知識・技術】
・さまざまな地域のビジネスについて理解している。
【思考・判断・表現】
・身近な地域のビジネスに関する課題を発見し、科学的な根拠に基づいて、ビジネス
の振興策を考え、実施及び評価・改善を行っている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・身近なビジネスについて自ら学び、ビジネスの振興による地域の発展に主体的かつ
協働的に取り組んでいる。

○ ○ ○
10

合計



年間授業計画　新様式例

高等学校 （２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

す

第三商業 商業 マーケティング
商業 マーケティング 2

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、ビジネスの創造と発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

マーケティング

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】
マーケティングについて実務に即して体系的・系統的に理
解するとともに、関連する技術を技術を身に付けるように
する。

マーケティングに関する課題を発見し、ビジネスに携わる者
として科学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を養う。

ビジネスを適切に展開する力の向上を目指して自ら学び、
マーケティングに主体的かつ協働的に取り組む態度を養
う。

マーケティング　実教出版

商業
商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、ビジネスを通じ、地域産業をはじめ経済社会の
持続的な発展を担う職業人として必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

【 知　識　及　び　技　能 】商業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

ビジネスに関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

１
学
期

（１）現代市場とマーケティング
【知識及び技能】
現代市場におけるマーケティングの概要について理解するこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
マーケティングの意義と課題について、現代市場の特徴と関連
付けて見いだすこと。
【学びに向かう力、人間性等】
現代市場におけるマーケティングについて自ら学び、経済や消
費者の動向などを踏まえ、マーケティングに主体的かつ協働的
に取り組むこと。

・指導事項
１．市場環境の変化
２．マーケティングの発展
３．マーケティングの流れ
４．消費者行動
・教材
教科書、プリント、一人一台端末

【知識・技術】
・現代社会におけるマーケティングの概要について理解している。
【思考・判断・表現】
・マーケティングの意義と課題について、現代市場の特徴の関連付けて考えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現代市場におけるマーケティングについて自ら学び、経済や消費者の動向を踏ま
え、マーケティングに主体的かつ協働的に取り組んでいる。 ○ ○ ○ 7

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

定期考査

○ ○ 1

10

（２）市場調査
【知識及び技能】
市場調査について企業における事例と関連付けて理解するとと
もに、関連する技術を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力等】
市場調査に関する課題を発見し、それを踏まえ、科学的な根拠
に基づいて、調査計画を立案して実践し、評価・改善するとと
もに、市場調査で得られた情報を科学的に分析すること。
【学びに向かう力、人間性等】
市場調査について自ら学び、マーケティングに必要な情報の収
集と分析に主体的かつ協働的に取り組むこと。

・指導事項
１．市場調査の目的と方法
２．情報の分析
・教材
教科書、プリント、一人一台端末

【知識・技術】
・市場調査について企業における事例と関連付けて理解している。
【思考・判断・表現】
・市場調査に関する課題を発見し、科学的な根拠に基づいて調査計画を考えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・市場調査について自ら学び、マーケティングに必要な情報の収集と分析に主体的か
つ協働的に取り組んでいる。 ○ ○ ○

態
配当
時数

○ ○ 1

1

２
学
期

（３）製品政策
【知識及び技能】
製品政策について企業における事例と関連付けて理解するこ
と。
【思考力、判断力、表現力】
製品政策に関する課題を発見し、それを踏まえ、科学的な根拠
に基づいて、製品政策を立案して実践し、評価・改善するこ
と。
【学びに向かう力、人間性等】
製品政策について自ら学び、経済や消費者の動向などを踏ま
え、製品政策に主体的かつ協働的に取り組むこと。

・指導事項
１．製品政策の概要
２．製品企画と生産計画
３．販売計画と販売予測
４．製品政策の動向
・教材
教科書、プリント、一人一台端末

【知識・技術】
・製品政策について企業における事例と関連付けて理解している。
【思考・判断・表現】
・製品政策に関する課題を発見し、科学的な根拠に基づいて製品政策を考えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・製品政策について自ら学び、経済や消費者の動向などを踏まえ、製品政策に主体的
かつ協働的に取り組んでいる。 ○ ○ ○ 15

定期考査

定期考査

○ ○

15

定期考査

○ ○ 1

（４）価格政策
【知識及び技能】
価格政策について企業における事例と関連付けて理解するこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
価格政策に関する課題を発見し、それを踏まえ、科学的な根拠
に基づいて、価格政策を立案して実施し、評価・改善するこ
と。
【学びに向かう力、人間性等】
価格政策について自ら学び、経済や消費者の動向などを踏ま
え、価格政策に主体的かつ協働的に取り組むこと。

・指導事項
１．価格政策の概要
２．価格の種類と決定の方法
３．価格政策の動向
・教材
教科書、プリント、一人一台端末

【知識・技術】
・価格政策について企業における事例と関連付けて理解している。
【思考・判断・表現】
・価格政策に関する課題を発見し、科学的な根拠に基づいて価格政策を考えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・価格政策について自ら学び、経済や消費者の動向などを踏まえ、価格政策に主体的
かつ協働的に取り組んでいる。 ○ ○ ○

３
学
期

（５）チャネル政策
【知識及び技能】
チャネル政策について企業における事例と関連付けて理解する
こと。
【思考力、判断力、表現力等】
チャネル政策に関する課題を発見し、それを踏まえ、科学的な
根拠に基づいて、チャネル政策を立案して実践し、評価・改善
すること。
【学びに向かう力、人間性等】
チャネル政策について自ら学び、経済や消費者の動向などを踏
まえ、チャネル政策に主体的かつ協働的に取り組むこと。

・指導事項
１．チャネル政策の概要
２．チャネルの種類と特徴
３．チャネル政策の動向
・教材
教科書、プリント、一人一台端末

【知識・技術】
・チャネル政策について企業における事例と関連付けて理解している。
【思考・判断・表現】
・チャネル政策に関する課題を発見し、科学的な根拠に基づいてチャネル政策を考え
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・チャネル政策について自ら学び、経済や消費者の動向などを踏まえ、チャネル政策
に主体的かつ協働的に取り組んでいる。

○ 〇

定期考査

○ ○ 70

○ 9

（６）プロモーション政策
【知識及び技能】
プロモーション政策について企業における事例と関連付けて理
解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
プロモーション政策に関する課題を発見し、それを踏まえ、科
学的な根拠に基づいて、プロモーション政策を立案して実践
し、評価・改善すること。
【学びに向かう力、人間性等】
プロモーション政策について自ら学び、経済や消費者の動向な
どを踏まえ、プロモーション政策に主体的かつ協働的に取り組
むこと。

・指導事項
１．プロモーション政策の概要
２．プロモーションの方法
３．プロモーション政策の動向
・教材
教科書、プリント、一人一台端末

【知識・技術】
・プロモーション政策について企業における事例と関連付けて理解している。
【思考・判断・表現】
・プロモーション政策に関する課題を発見し、科学的な根拠に基づいて、プロモー
ション政策を考えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・プロモーション政策について自ら学び、経済や消費者の動向などを踏まえ、プロ
モーション政策に主体的かつ協働的に取り組んでいる。

○ ○ ○
10

合計



 

 年間授業計画 
教科名 理科 科目名 科学と人間生活 単位数 ２単位 

学年・類型 ３学年 担当教員  

使用教科書・教材 
高等学校 科学と人間生活 （第一学習社） 

担当教員作成プリント 

 

教科 理科 の目標 

 

観

点 
ａ：知識・技能 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：主体的に学習に取り組む態度 

趣 

旨 

2年間の理科授業の中で、科

学技術をテーマとして、理科

の基礎的な学習を円滑に進め

て、この内容を習得すること

目標とする。 

科学技術をテーマとして、科学的

な思考・技能を簡素化し、身近な

事象を用いて習得できるようにす

る。 

生徒自身が実験・観察の操作・体

験を通じて、生徒自身がワークシ

ートに記入出来る様に指導行う。 

 

 

科目 科学の人間生活 の目標 

 

観

点 
ａ：知識・技能 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：主体的に学習に取り組む態度 

趣 

旨 

自然と人間生活との関わり及

び、科学技術が人間生活に果

たし来た役割について考え

る。 

日常生活や身近な事象・現象に関

する実験・観察などを通じて理解

させる。また、それを利用して体

得できるようにする。 

科学的な見方・考え方、または科

学技術への役割を養うとともに、

興味・関心を高めていく。 

 

 

 

  



 

 年間授業計画 
学習内容と評価の観点 

学

期 
単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 

評価の観点 
単元の（題材）の評価規準 

配当

時間 
知 思 態 

１ 

・科学技術の発展 
・人間生活の中の科学、光や
熱の科学 

（知）材料とその利用をテー
マに特徴・成り立ち・分
類・用途を学習する。 

（思）具体的にプラスチッ
ク・金属・繊維それぞれの
特徴・成り立ち・用途を考
える。 

（態）それぞれの材料はどの
ような所でどのように活
用・利用されているかを把
握する。 

・科学技術の発展が今日の

人間生活に対して、どの

ようにして貢献したかに

ついて理解させる。 

・身近な自然の事象・現象

及び日常生活や社会の中

で利用されている科学技

術を取り上げ、科学と人

間生活とのかかわりつい

て認識を深めさせる。 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

・科学技術の発展を理解してい
るかどうか。 
・科学と人間生活との関わりを
理解しているかどうか。 
（知）材料を科学技術の歴史と
発展を振り返って理解している
かどうか。 
（思）科学技術の歴史を顧み
て、現在、どのように使用され
ているかを知る。 
（態）それぞれの材料を生産・
使用・廃棄・再利用を生徒自身
が考えて実践していく。 

 
28 

２ 

・物質の科学、生命の科学 

・宇宙や地球の科学 

（知）中学理科分野で学習し

ているので、復習を兼ねて、

光合成の学習をして、それを

もとに発展的に考える。 

（思）植物の生育や光に対す

る動物の行動を観ていく。 

（態）光合成は生物にとって

必要不可欠なもので、生物に

とってなくてはならないこと

である事に気づかせる 

・材料とその再利用、衣料

と食品、生物と光、微生

物とその利用 

・身近な天体と太陽系にお

ける地球、身近なしぜん

景観と自然災害 

 

〇 

 

〇 

 

〇 
・材料、衣料と食品、生物と

光、微生物を理解しているか

どうか。 

・身近な天体と太陽系におけ

る地球、身近な自然景観と自

然災害を理解しているかどう

か。 

（知）中学で学習した内容を

蘇っているかをテーマに学習

する。 

（思）中学の内容を利用し

て、植物の生育、動物の行

動、人の視角を考えていく。 

（態）太陽の光は、それ以外

に動植物に、どのように影響

を与えるか、さらに人間への

影響について知る。 

 

28 

３ 

・これからの科学と人間生活 

（知）1・2 学期の内容を踏ま

えて、新機能を備えたプラス

チック・衣料の開発を考え

る。 

（思）プラスチックの開発と

して高吸水樹脂・導電性樹脂

など新素材について学ぶ 

（態）プラスチックは使い勝

手の良い面、マイクロプラス

チックのように生体内に悪影

響があると言われているの

で、良い面悪い面、両方を知

る 

自然と人間生活との関わ

り、及び科学技術を人間

生活に果たしてきた役割

についての学習を踏まえ

て、これからの科学と人

間生活との関わり方につ

いて考察させる。 

〇 〇 〇 ・自然と人間生活との関わり

及び科学技術が人間生活に果

たしてきた役割を理解してい

るかどうか。 

（知）プラスチックの歴史と

発展を振り返って、理解して

いるかどうか。 

（思）使い勝手の良いプラス

チックは、無くてはならない

と思うので、プラスチックの

未来を予測する。 

（態）プラスチックの便利さ

よりも、プラスチックを減ら

すことを目的とすることが多

くなってきているのでプラス

チックの量を考えていく。 

14 

評価方法 
定期考査、ワークシートの提出、出席状況の三点で評価する。 

配当時間合計 70 

 

※なお、配当時間は生徒の状況により、必ずしも上記の通りに展開するものではない。 



 年間授業計画 
教科名 理科 科目名 生物基礎 単位数 ２単位 

学年・類型 第４学年 担当教員  

使用教科書・教材 
東書 改訂 生物基礎・理科資料集・ワークシート 

 

教科 理科 の目標 

 

観

点 
ａ：知識・技能 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：主体的に学習に取り組む態度 

趣 

旨 

2 年間の理科授業の中で、科

学技術をテーマとして、理科

の基礎的な学習を円滑に進め

て、この内容を習得すること

目標とする。 

科学技術をテーマとして、科学的

な思考・技能を簡素化し、身近な

事象を用いて習得できるようにす

る。 

生徒自身が実験・観察の操作・体

験を通じて、生徒自身がワークシ

ートに記入出来る様に指導行う。 

 

 

科目  の目標 

 

観

点 
ａ：知識・技能 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：主体的に学習に取り組む態度 

趣 

旨 

科学と人間生活の内容をふま

えて、さらに生物の内容を深

めていく。 

生物をテーマとして、科学的な思

考・技能を簡素化し、身近な生物

を用いて習得できるようにする。 

生徒自身が生物を身近に感じるこ

とで、生徒自身がワークシートに

記入出来る様に指導を行う。 

 

 

 

  



 年間授業計画 
学習内容と評価の観点 

学

期 
単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 

評価の観点 
単元の（題材）の評価規準 

配当

時間 
知 思 態 

１ 

生物の多様性と共通性 ・多様な生物の共通点 
・生物の共通性として
の細胞 

・プリント No.１~No.５ 

〇  〇 〇 １．生物に対するかかわり
方について考え、判断する
能力を身につける。 
２．身近な生物の現象につ
いて関心や探究心をもたせ
る。 
授業に対する取り組み、提
出物（家庭学習を含む）、
出席状況、テストなどによ
り、総合的に判断する。 

14 

生命活動とエネルギー ・エネルギーと代謝 
・代謝にかかわる酵素 
・生体内におけるエネ

ルギー変換 

〇 〇 〇 １．生物に対するかかわり
方について考え、判断する
能力を身につける。 
２．身近な生物の現象につ
いて関心や探究心をもたせ
る。 
授業に対する取り組み、提
出物（家庭学習を含む）、
出席状況、テストなどによ
り、総合的に判断する。 

14 

２ 

生物と遺伝子 ・DNA の構造 
・DNA の遺伝情報 
・細胞分裂と DNA の複
製 

・プリント No.16~No.19 

〇 〇 〇 １．生物に対するかかわり
方について考え、判断する
能力を身につける。 
２．身近な生物の現象につ
いて関心や探究心をもたせ
る。 
授業に対する取り組み、提

出物（家庭学習を含む）、

出席状況、テストなどによ

り、総合的に判断する。 

14 

遺伝情報とタンパク質の合

成 

・遺伝情報の流れ・転
写・翻訳 

・遺伝子の発見と生命
現象 

・プリント No.20~No.21 

〇  〇 〇 １．生物に対するかかわり
方について考え、判断する
能力を身につける。 
２．身近な生物の現象につ
いて関心や探究心をもたせ
る。 
授業に対する取り組み、提

出物（家庭学習を含む）、

出席状況、テストなどによ

り、総合的に判断する。 

14 

３ 

生物の体内環境の維持 ・体内環境の特徴 
・心臓と血液循環 
・体内環境を調節する
器官 

・プリント No.22~No.27 

〇 〇 〇 １．生物に対するかかわり
方について考え、判断する
能力を身につける。 
２．身近な生物の現象につ
いて関心や探究心をもたせ
る。 
授業に対する取り組み、提

出物（家庭学習を含む）、

出席状況、テストなどによ

り、総合的に判断する。 

14 

評価方法 
定期考査、ワークシートの提出、出席状況の三点で評価する。 配当時間合

計 
70 

 

※なお、配当時間は生徒の状況により、必ずしも上記の通りに展開するものではない。 



年間授業計画　新様式

高等学校（定時制）（４学年用）　　　　　　　　　　　教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

講 作 マ 演 発

第三商業 商業 総合実践
商業 総合実践 2

自作プリント

商業

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

○

総合実践

商業科目の総まとめとして、各種帳簿や証票を正確に処理する能力を養う。

自主的は取り組みを通じ、合理的・能率的に処理する能力と態度を養う。

評価規準 知

【知識及び技能】 【学びに向かう力、人間性等】

商業科目の総まとめとして、各種帳簿や証票を正確に処理
する能力を養う。

助け合いを重視し、コミュニケーション能力を養う。

思 態
領域

【思考力、判断力、表現力等】

自主的は取り組みを通じ、合理的・能率的に処理する能力と態
度を養う。

助け合いを重視し、コミュニケーション能力を養う。

配当
時数

○ ○

１
学
期

○

○ ○ 26

【知識及び技能】 【知識・技能】
帳簿や証票を正確に処理できる ワークシート作成
【思考力、判断力、表現力等】 【思考・判断・表現】
利益計画や経営計画を立てる プリント、提出物の取り組み状況・行動観察
【学びに向かう力、人間性等】 【主体的に学習に取り組む態度】
ビジネスマナーを定着させる 授業中の発言・行動観察

単元名 総合記帳練習・ビジネスマナー

26

〇 〇 2

○ ○ ○

【思考力、判断力、表現力等】 【思考・判断・表現】
利益計画や経営計画を立てる プリント、提出物の取り組み状況・行動観察
【学びに向かう力、人間性等】 【主体的に学習に取り組む態度】

開業準備
仕入取引
販売取引
経費の支払い
月末業務

○ ○

授業中の発言・行動観察

合計

70

○ ○ ○ ○ ○

【主体的に学習に取り組む態度】
授業中の発言・行動観察

○

1

○ 13

〇 〇 2

２
学
期

単元名 総合記帳練習・ビジネスマナー 仕入取引
販売取引
経費の支払い
月末業務
合計残高試算表

○ ○

【知識・技能】
ワークシート作成

定期考査

○

３
学
期

単元名 財務諸表の作成 決算業務
財務諸表の作成

定期考査

定期考査
ビジネスマナーを定着させる

ビジネスマナーを定着させる

【知識及び技能】
帳簿や証票を正確に処理できる

○

【学びに向かう力、人間性等】

〇 〇

【知識及び技能】 【知識・技能】
帳簿や証票を正確に処理できる ワークシート作成
【思考力、判断力、表現力等】 【思考・判断・表現】
利益計画や経営計画を立てる プリント、提出物の取り組み状況・行動観察



年間授業計画　

高等学校 （３学年） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書：（ ） 使用問題集： （ 「反復式　原価計算問題集　全商１級」実教出版　 ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標

〇 〇

〇

〇 〇 〇

〇 〇

【知識・技術】
・標準原価計算、直接原価計算について理解している。
【思考・判断・表現】
・標準原価計算、直接原価計算について、原価や利益との関
連から考え、適切に判断・分析している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・ＣＶＰ分析などの内部分析について自ら学び、原価情報の
効果的な活用について主体的かつ協働的に取り組んでいる。

【知識・技術】
・総合原価計算、工程別総合原価計算の会計処理について理
解している。
【思考・判断・表現】
・総合原価計算や工程別総合原価計算の会計処理の一連の流
れや、減損・仕損じの計算について適切に判断している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・適切な会計処理について自ら学び、正確に計算し、主体的
に取り組んでいる。

【知識・技術】
・本社工場の会計処理について理解している。
【思考・判断・表現】
・本社と工場のそれぞれの立場から適切に会計処理を判断で
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・適切な会計処理について自ら学び、正確に計算し、主体的
に取り組んでいる。

1

定期考査 ○ ○ 1

合計

10

・指導項目
第９章　総合原価計算
第10章　工程別総合原価計算
第11章　総合原価計算と減損・
　　　　仕損じの発生など
・教材
教科書、問題集、プリント

・指導項目
第12章　製品の完成と販売
第13章　決算と本社工場間の取引
・教材
教科書、問題集、プリント

３
学
期

第４編　製品の完成・販売と決算
第５編　標準原価計算
第６編　直接原価計算
【知識及び技能】
本社工場の記帳や標準原価計算、直接原
価計算など、適切に計算・記帳・分析で
きる技術を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
原価管理の諸問題の解決を目指して、自
ら思考を深め、基礎的・基本的な知識と
技術を活用して適切に判断し、処理する
能力を身に付ける。

【学びに向かう力、人間性等】
原価情報の効果的な活用を通して、ビジ
ネスに関する視野を深めていく態度を育
成する。

定期考査 ○ ○

定期考査

定期考査

○ ○

２
学
期

１
学
期

・指導項目
第14章　標準原価計算（その１）
第15章　標準原価計算（その２）
第16章　直接原価計算（その１）
第17章　直接原価計算（その２）
・教材
教科書、問題集、プリント

○ ○

定期考査 ○ ○

第３編　原価の部門別計算と製品別計算
【知識及び技能】
個別原価計算や総合原価計算など、具体
的な原価の集計方法について適切に計
算・記帳できる技術を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
製造原価の記録・計算・整理に関する諸
問題の解決を目指して、自ら思考を深
め、基礎的・基本的な知識と技術を活用
して適切に判断し、処理する能力を身に
付ける。

【学びに向かう力、人間性等】
製造業における会計処理を身に付け、原
価情報の効果的な活用を通して、主体的
に取り組む態度を育成する。

第１編　原価計算の基礎
第２編　原価の費目別計算
【知識及び技能】
商業簿記と工業簿記の違い、工業簿記と
原価計算の意味と目的を理解する。ま
た、工業簿記の勘定連絡の基本的な流れ
を理解し、材料費・労務費・経費につい
て適切に記帳できる。
【思考力、判断力、表現力等】
材料費・労務費・経費の分類や消費高の
計算方法等について理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
正確な計算、丁寧な数字や文字の記述に
より、適切に会計処理を行う態度を育成
する。

【知識・技術】
・工業簿記、原価計算の概要について理解している。
【思考・判断・表現】
・製造業の工業簿記と原価計算の意義について、原価や利益
との関連から考えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・工業簿記、原価計算について自ら学び、適切な会計処理を
行い、主体的かつ協働的に取り組んでいる。

・指導項目
第４章　材料費
第５章　労務費
第６章　経費
・教材
教科書、問題集、プリント

配当
時数

単元の具体的な指導目標

商業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

製造業における会計処理を身に付け、原価情報の効果的な
活用を通じて、ビジネスに対する視野をさらに深めていく
態度を育成する。

【学びに向かう力、人間性等】

商業 原価計算
商業

知 思 態

〇

原価計算 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

製造業の原価計算、工業簿記の勘定連絡について学
び、原価計算の考え方や手法を適切に身に付ける。
原価管理や利益管理に役立つ原価計算について理解
を深める。

企業の原価情報を適切に把握し、具体的な原価
の集計方法の判断や利益管理に関する分析の能
力を育てる。様々な意思決定の場面で適切な判
断ができる能力を身に付ける。

商業

ビジネスに関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み、ビジネスの創造性と発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

【 知　識　及　び　技　能 】

「原価計算」ＴＡＣ株式会社

原価計算

商業の見方・考え方を働かせ、実践的な学習活動を行うことなどを通して、ビジネスを通じ、地域産業をはじめ経済社会の持続的な発展を担う職
業人として必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

【知識・技術】
・費目別計算と製造過程を関連付けて理解し、適切に記帳で
きる。
【思考・判断・表現】
・材料費、労務費、経費の分類や消費高の計算方法について
適切に考えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・適切な会計処理について自ら学び、正確に計算し、主体的
に取り組んでいる。

指導項目・内容 評価規準

15

15

9

70

〇

・指導項目
第１章　原価と原価計算
第２章　原価計算のあらまし
第３章　工業簿記の勘定連絡
・教材
教科書、問題集、プリント

・指導項目
第７章　個別原価計算
第８章　部門別個別原価計算
・教材
教科書、問題集、プリント

【知識・技術】
・個別原価計算、部門別個別原価計算の会計処理について理
解している。
【思考・判断・表現】
・個別原価計算や部門別個別原価計算の会計処理の一連の流
れについて適切に判断している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・適切な会計処理について自ら学び、正確に計算し、主体的
に取り組んでいる。

〇 〇

7

10

1

〇 〇 〇

〇

〇 〇

1



年間授業計画　新様式例

高等学校 （１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

国語

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。
言葉の持つ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、生涯にわたり国語を
尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

13

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

評論の読解を通して理解した内容を、自分に引
きつけて考えることができる。
自分の考えや思いを適切に表現する基礎が身に
付いている。
辞書を引いて言葉の意味を知り、使い方を知る
ことができる。
基礎的な語彙が身に付いている。

○ ○ ○

評価規準 知

聞く力を育む
他人の話を聞く姿勢について関心を
持ち、聞く力を養う。
論理を読み取る。
評論の読解を通じて文章の論理性に
ついて、理解する。
基礎的な語彙を身に付ける。

聞き取りのレッスン
ミニインタビューをしよう
松村圭一郎「商品と贈り物の違い」
漢字読み書き（漢検10～７級程度）

○

○

○

○

１
学
期

ことばをひらく
評論の読解を通じて自分の考えを持
つ。
日本語を使いこなす
自分の考えや思いを適切に表現する
基礎を身に付ける。
基礎的な語彙を身に付ける。

茂木健一郎「変わる」ことを楽しも
う
正しく書こう　　文を整え、文をつ
なぐ
漢字読み書き（漢検10～７級級程
度）
辞書を引いて言葉の意味や使い分け
などに興味を持つ。

○

○

定期考査

伝え合いのレッスン
対話を通じて伝え合うことについて
関心を持つ。
情報を向き合う
評論の読解を通じて、情報の読み方
や扱い方について理解する。
基礎的な語彙を身に付ける。
百人一首に親しむ

対話のレッスン
佐藤雅彦「情報の力関係」
小林洋美「世界は私にほほえんでい
る」
漢字読み書き（漢検10～７級程度）
百人一首

２
学
期

３
学
期

○

○

他人の話を聞く姿勢について関心を持ち、聞く
力を養おうとしている。
評論の読解を通じて文章の論理性について、理
解している。
辞書を引いて言葉の意味を知り、使い方を知る
ことができる。
基礎的な語彙が身に付いている。

対話を通じて伝え合うことについて関心を持っ
ている。
評論の読解を通じて、情報の読み方や扱い方に
ついて理解している。
辞書を引いて言葉の意味を知り、使い方を知る
ことができる。
基礎的な国語の語彙が身に付いている。
百人一首の歌に興味を持っている。

○ ○

○

定期考査

定期考査

○ ○

○

○○

○○

○

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ事故を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚を持ち、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

現代の国語

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたって社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

国語 現代の国語 2

態

現代の国語国語

実社会で必要な国語の知識や技能を身に付ける
ようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像
したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で
伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げた
り深めたりすることができるようにする。

新編現代の国語　大修館書店

領域

○ ○

意見文の書き方の基礎を知っている。
評論の読解を通じて、社会的な視点を養おうと
している。
辞書を引いて言葉の意味を知り、使い方を知る
ことができる。
基礎的な語彙が身に付いている。

○

○

13

○ ○ ○

○ ○ ○

○

13

13

○ 1

13

1

1

合計

70

○

説得力を高める
意見文の書き方の基礎を身に付け
る。
社会に目を向けて
評論の読解を通じて、社会的な視点
を養う。
基礎的な語彙を身に付ける。

意見文の基礎を学ぼう
姜尚中「何のために「働く」のか」
漢字読み書き（漢検10～７級程度）

1

場面に応じたことばの使い分けについて適切に
理解している。
わかりやすい説明の仕方について理解してい
る。
評論の読解を通して理解した内容を自分に引き
つけて考えることができる。
辞書を引いて言葉の意味を知り、使い方を知る
ことができる。
基礎的な語彙が身に付いている。

日本語を使いこなす
場面に応じたことばの使い分けにつ
いて適切に理解する。
わかりやすく説明する
評論の読解を通じてわかりやすい説
明の仕方について理解している。
基礎的な語彙を身に付ける。

伝わるように話そう
福岡伸一「生きることと食べること
の意味」
漢字読み書き（漢検10～７級程度）
辞書を引いて言葉の意味や使い分け
などに興味を持つ。

定期考査
○ ○ 1

定期考査
○



年間授業計画　新様式例

高等学校 （２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

国語

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。
言葉の持つ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、生涯にわたり国語を
尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

13

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

随筆の読解を通して理解した内容をもとに日常使って
いる言葉を見つめ直す。

辞書を引いて言葉の意味を知り、使い方を知る。
基礎的な語彙が身に付いている。

○ ○ ○

評価規準 知

語りの役割や場面の展開に着目しな
がら、物語のおもしろさを読み味わ
う。
登場人物の心情の変化を読み取る。
元になった古典作品との比較をふま
えて、内容の解釈を深める。

国語常識
基礎的な語彙を身に付ける。

表現を味わう
村上春樹「鏡」
物語を受け継ぐ
芥川龍之介「羅生門」

漢字読み書き（漢検５級程度）
辞書を引いて言葉の意味や使い分け
などに興味を持つ。

○

○

○

○

１
学
期

ことばと出会う
日本で受け継がれてきた自然観や美
意識について、筆者の主張をとらえ
る。
季語に興味を持ち、日本独自の自然
の味わい方への自分の考え方を深め
る。
積極的に辞書を引き、語彙を増や
す。
国語常識

ドリアン助川「言葉の森を育てよ
う」

辞書を引いて言葉の意味や使い分け
などに興味を持つ。

漢字読み書き（漢検６級程度）

○

○

定期考査

音読して古文の読みに慣れ、文章の
特色を理解する。
作者のものの見方や感じ方を知り、
自分の考えを持つ。
和歌に表れた心情を読み取り、本文
中の和歌の果たした役割を考える、
国語常識
基礎的な語彙を身に付ける。
百人一首に親しむ

随筆を楽しむ
清少納言『枕草子』「にくきもの」
物語の広がり
『伊勢物語』「東下り』
漢字読み書き（漢検５級程度）
辞書を引いて言葉の意味や使い分け
などに興味を持つ。
百人一首

２
学
期

３
学
期

○

○

我が国の言語文化への理解につながる読書の意義と効用に
ついて理解を深めている。
「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内容や構
成、展開などについて叙述を基に捉えることができる。ま
た、文章の構成や展開、表現の仕方、表現の特色について
評価している。
読書に興味を持ち、作品の構造や語り手の視点を意識しな
がら作品を味わおうとしている。
辞書を引いて言葉の意味を知り、使い方を知ることができ
る。
基礎的な語彙が身に付いている。

古典の世界に親しむために、古典を読むために必要な
文語のきまり、古典特有の表現、和歌の技法などにつ
いて理解している。
「読むこと」において作品や文章に表れているものの
見方や感じ方、考え方を捉え、内容を理解し周囲と話
し合うことができる。
辞書を引いて言葉の意味を知り、使い方を知ることが
できる。
基礎的な語彙が身に付いている。
百人一首の歌に興味を持っている。

○ ○

○

定期考査

定期考査

○ ○

○

○○

○○

○

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ事故を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚を持ち、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

言語文化

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたって社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

国語 言語文化 2

態

言語文化国語

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に
対する理解を深めることができるようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像
したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で
伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げた
り深めたりする力をすることができるようにす
る。

「新編言語文化」　大修館書店

領域

○ ○

我が国の言語文化の特質や我が国文化と外国の
文化との関係について理解している。
日本語との語順の違いを正確に理解し、その違
いを意識しながら音読でき、書き下し文が書け
る。
辞書を引いて言葉の意味を知り、使い方を知る
ことができる。
基礎的な語彙が身に付いている。

○

○

13

○ ○ ○

○ ○ ○

○

13

13

○ 1

13

1

1

合計

70

○

漢文の訓読のきまりについて理解す
る。
漢語・漢文と我が国の言語文化の関
係について理解を深める。
故事成語について理解し、その背景
となるエピソードを知る。
国語常識
基礎的な語彙を身に付ける。

漢文に親しむ
訓読のきまり

現代に生きることば
「蛇足」
漢字読み書き（漢検５級程度）

1

時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変
化について理解を深め、古典の言葉と現代の言葉とのつな
がりについて理解している。
「読むこと」において作品や文章に表れているものの見
方、感じ方、考え方を捉え作品を解釈している。
会話文の主語を理解した上で内容を把握している。
「子」の多様な読みと、十二支について辞書で調べ、常識
として身に付けている。
古文を読むことに興味を持ち、積極的に音読し響きやリズ
ムを味わおうとしている。

辞書を引いて言葉の意味を知り、使い方を知ることができ
る。
基礎的な語彙が身に付いている。

古文に親しむ
文語・歴史的仮名遣い・いろは歌・
五十音図

古文を読んで、誰の発言かに注意
し、物語の内容を読み取る。
漢字の読みと日本の言語文化につい
ての理解を深める。
国語常識
基礎的な語彙を身に付ける。

ことのは７
「古文の言葉と仮名遣い」
古文に親しむ
宇治拾遺物語『十二の「子」文字』

漢字読み書き（漢検６級程度）

辞書を引いて言葉の意味や使い分け
などに興味を持つ。

定期考査
○ ○ 1

定期考査
○



年間授業計画　新様式例

高等学校 （３学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位 2

対象学年組：第 3 学年 1 組～

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

1

1

1

定期考査 1

13

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像
したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で
伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げた
り深めたりする力をすることができるようにす
る。

13

現代の小説（２）
・登場人物の心情の変化に注目して
読む。
・内容や構成、展開、場面設定を的
確に捉え、描写の仕方、表現の特色
を味わう。
・基礎的な漢字の読み書きを身に付
ける。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

○

・当時と現在の「新道」の変容と、新道少年野
球団のナイン達の現在に対する中村さんの心情
を理解できる。
・正太郎に対する中村さん、英夫、正太郎の見
解の違いを捉える。
・漢字の習得と語句調べに意欲極的に取り組む
ことができる。

○ ○○ ○

「デューク」江國香織
・「少年」との交流による「私」の
気持ちの変化と、デュークの死を受
け入れるまでの課程を読みとる。
・漢字検定４級程度の漢字の読み書
き
・辞書を使っての意味調べ

「ナイン」井上ひさし
・登場人物の台詞に潜んだ心情を読
みとり、人間の関係性の深浅につい
て考察する。
・漢字検定４級程度の漢字の読み書
き
・辞書を使っての意味調べ

○

○

定期考査

戦争と文学（１）
作品に表れているものの見方、感じ
方、考え方を捉え、作品の解釈をふ
まえて、人間、社会、自然などに対
するものの見方、感じ方、考え方を
深める。

○ ○

定期考査

定期考査

３
学
期

「わたしが一番きれいだったとき」
　　　　　　　　　　茨木のり子
詩の構成の意図を考え、過去と後半生に対す
る「わたし」の心情をつかみ、詩の主題を理
解する。
「バグダッドの靴磨き」米原万里
登場人物同士の関係や心情を把握しながら読
み、「僕」の台詞の背景にあるものを理解す
る。
・漢字検定３級程度の漢字の読み書き
・辞書を使っての意味調べ

態

２
学
期

現代の詩
現代詩のさまざな時代における、ス
タイルや主題の違う詩を読み、現代
詩の特徴である「考える詩」を味わ
う。
・漢字を中心として、漢字の読み書
きを身に付ける。

「生命は」吉野弘
詩の構成や比喩について読み、自分と他者
との関係性について作者の捉え方を理解す
る。
「そこにひとつの席が」黒田三郎
詩中の表現が示しているものを理解し、
「僕」と「恋人」が置かれていた状況を読
み取る。
・漢字検定４級程度の漢字の読み書き
・辞書を使っての意味調べ

○

○

○

○

○

近代の小説（１）
作品に表れたものの見方や考え方を
理解し、作品の解釈をふまえて、人
間、社会、自然などに対するものの
見方、感じ方、考え方を深める。

「鼻」芥川龍之介
鼻が変化した内供と、彼を取り巻く
人々の心理の複雑さを、構成を把握
しながら読み解く。
・漢字検定３級程度の漢字の読み書
き
・辞書を使っての意味調べ

定期考査

文学国語国語

領域
評価規準

近代のすぐれた文章に触れることを通して、文
学的な文章の種類や特徴について知識を持ち、
文学的な文章における表現の技法を理解すると
共に、語彙を豊かにする。

○○

知

・「私」とデュークの特徴や関係を的確に
捉えることができる。
・それぞれの場面での「私」の心情について理
解を深めている。
・「少年」とデュークの類似性を捉えることが
できる。
・漢字の習得と語句調べに意欲的に取り組むこ
とができる。

○

１
学
期

現代の小説（１）
・登場人物の心情の変化に注目して
読む。
・内容や構成、展開、場面設定を的
確に捉え、描写の仕方、表現の特色
を味わう。
・基礎的な漢字の読み書きを身に付
ける。

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ事故を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚を持ち、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

文学国語

【思考力、判断力、表現力等】

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたって社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

国語 文学国語

「標準　文学国語」　第一学習社

国語

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。
言葉の持つ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、生涯にわたり国語を
尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

【知識及び技能】

○

○

13

合計

70

1

○○

・内供の自尊心の内容と性格を理解することが
できる。
・内供の鼻の変化を巡っての周囲の反応と「傍
観者の利己主義」について理解し、考えを深め
ることができる。
・漢字の習得や語句調べに意欲的に取り組むこ
とができる。

○

・「わたし」の過去と後半生に対する心情をつかむことが
できる。
・詩の主題を理解する。
・登場人物同士の関係性と「僕」の心情をつかむことがで
きる。
・「僕」の身に起こったことを正確に把握し、「僕」の心
情の変化を理解できる。
・作品の理解をふまえて、人間や社会に対する見方、考え
方を深めようとする姿勢が見られる。
・漢字の習得や語句調べに意欲的に取り組むことができ
る。

詩の構成や比喩に注目して読める。
「生命は」
自分と他者との関係性について、作者の捉え方
を理解できる。
「そこにひとつの席が」
「僕」と「恋人」が置かれていた状況を読み取
る。
・漢字の習得と語句調べに意欲的に取り組むこ
とができる。

13

○ ○ ○

○ ○ ○

13

○○



 

年間授業計画 
東京都立第三商業高等学校 定時制 

担 当 者  

教    科 国語 科    目 文学国語（ ２単位） 

対    象 第４学年 

教 科 書 第一学習社 「改訂版 新編現代文Ａ」 

副教材その他 入門「国語常識チェックドリル」 

目 標 

・各々の進路実現に必要な国語常識を身に付け、言葉に対する感性を磨く。 

・文章を正しく読み取り、視野を広げると共に扱われている内容を自身の問題として

捉え、自分なりの見解を持つ。 

学期 時間 単   元 内     容 

１ 

１４ 

小説を読む（三） 

国語常識 

夏目漱石「こころ」 

重要語の読み書き・故事成語・慣用句・ことわざ 

１４ 

小説を読む 

国語常識 

夏目漱石「こころ」 

重要語の読み書き・故事成語・慣用句・ことわざ 

２ 

１４ 

小説を読む（五） 

国語常識 

米原万里「バグダッドの靴磨き」 

重要語の読み書き・故事成語・慣用句・ことわざ 

１４ 

人間と社会 

国語常識 

 

森本哲郎「経験の教えについて」 

重要語の読み書き・故事成語・慣用句・ことわざ 

３ １４ 

小説を読む(六) 

国語常識 

中島敦「山月記」 

１年間の総復習 

 

評 

価 

１、 中学校・高等学校迄で学習する国語常識が身に付ついている。 

２、 文章を正しく読み取った上で、書かれている内容を自分に引きつけて考えることができる。 

３、 近代文学を深く読み味わうことができる。 



年間授業計画 

東京都立第三商業高等学校 定時制 

担 当 者  

教    科 国語 科    目 表現 （ ２単位） 

対    象 第４学年 

教 科 書 教育出版「国語表現」改訂版 

副教材その他 啓隆社「コラムと論説」演習ノート 

目 標 選択者個々の実力及び進路希望に応じた、読む・書く・話す力の向上。 

学期 時間 単   元 内     容 

１ 

１４ 

コミュニケーションのために 

文章表現の基礎 

ウォームアップ 

「表記の仕方」 

「語句の用法を文のくぎり方」 

１４ 

文章表現の基礎 

 

「文章のリフォーム」 

「わかりやすい説明の方法」 

２ 

１４ 

小論文Ⅰ 

 

 

「意見を論理的に述べる」 

「セルフディベート」 

「文章の『型』」、「構成ノート」 

１４ 

小論文Ⅰ 

メディア・リテラシー 

 

「テーマ型小論文の実際」 

メディアの特性を知る 

広告というメディアを読む 

３ １４ 言葉を届ける 

「電子メール」 

「電話とメモ」 

「手紙」 

評 

価 

１．日本語の表現について関心を持ち、基礎知識を持つ。 

２．自分の意見を、根拠を明確にして述べることができる。 

３.メディアの特性を理解し、メディアに対して意識的に関わることができる。 

 



 



年間授業計画　新様式例

高等学校 （１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[
発

]

書

英語コミュニケーションⅠ

【 知　識　及　び　技　能 】 外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深め、目的や場面，状況などに応じて活用できる技能を身に付ける。

外国語

○ ○

○ ○

評価規準

・中学英語の基礎的な単語を文法を理解でき
ている。

【知識及び技能】
　be動詞・一般動詞の現在形を理解できてい
る。
　日本の魅力的な場所について理解を深めて
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
　教科書の本文を音声に出して読み、定型文
を使って自分について表現できている。
　be動詞・一般動詞の現在形を用いてお気に
入りの場所について伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
　積極的にお気に入りの場所について伝える
姿勢を持っている。

海外に対する興味や関心を持ち、英語の学習に積
極的な姿勢を持つ。

○

14

14

○

○

配
当
時
数

態思

外国語

状況や場面に応じて，日常的な話題について，概要や要点，話し手や書き手の意図などを的確に理解したり、表現したり伝え合うことができる。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，主体的，自律的に外国語を用いてｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図ろうとする態度を養う。

英語コミュニケーションⅠ

○

○ ○

○

〇

○

【知識及び技能】
　be動詞・一般動詞の過去形を理解できてい
る。
　日常生活でのやり取りや、大切な人につい
て考察している。
【思考力、判断力、表現力等】
　教科書の本文を音声に出して読み、定型文
を使って自分について表現できている。
　be動詞・一般動詞の過去形を用いて大切な
人について考えや気持ちを伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
　積極的に登場人物の気持ちについて話す姿
勢を持っている。

【知識及び技能】
　進行形・助動詞を理解できている。
　ダンスについての内容に触れている。
【思考力、判断力、表現力等】
　教科書の本文を音声に出して読み、定型文
を使って自分について表現できている。
　進行形・助動詞を用いてダンスのちからにつ
いて感じたことを伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
　積極的にダンスのちからについて考えを伝
える姿勢を持っている。

○

○

２
学
期

○

14

14

○

○

３
学
期

14○

○

○

【知識及び技能】
　不定詞を理解できている。
　動物が直面している現実に触れている。
【思考力、判断力、表現力等】
　教科書の本文を音声に出して読み、定型文
を使って自分について表現できている。
　不定詞を用いて好きな動物について伝えて
いる。
【学びに向かう力、人間性等】
　積極的に絶滅危惧種を救うために何ができ
るか話そうとしている。

○ ○

○

【知識及び技能】
　be動詞・一般動詞の過去形を理解す
る。
　日常生活でのやり取りや、大切な人
について考察する。
【思考力、判断力、表現力等】
　教科書の本文を音声に出して読み、
定型文を使って自分について表現でき
る。
　be動詞・一般動詞の過去形を用いて
大切な人について考えを伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
　積極的に登場人物の気持ちについて
話す姿勢を持つ。

Lesson 2
be動詞・一般動詞の過去形
英会話

○

○

○

○

英語コミュニケーションⅠ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

【知識及び技能】
　進行形・助動詞を理解する。
　ダンスについての内容に触れる。
【思考力、判断力、表現力等】
　教科書の本文を音声に出して読み、
定型文を使って自分について表現でき
る。
　進行形・助動詞を用いてダンスのち
からについて感じたことを伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
　積極的にダンスのちからについて感
じたことを伝える姿勢を持つ。

領域

・中学英語の徹底復習により基礎的な
文法と語彙を確認する。
・アルファベットや基本単語の総復習

中学校の復習
GET READY
英会話 ○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

中学英語の徹底復習により基礎的な文法と語彙を
習得する。

教科書の本文を音声に出して読むことができ、
定型文を使って自分について表現できる。

Amity English CommunicationⅠ

外国語

Lesson 3
進行形・助動詞
英会話

○ ○

○

１
学
期

合
計

70

知

【学びに向かう力、人間性等】

【知識及び技能】
　be動詞・一般動詞の現在形を理解す
る。
　日本の魅力的な場所について理解を
深める。
【思考力、判断力、表現力等】
　教科書の本文を音声に出して読み、
定型文を使って自分について表現でき
る。
　be動詞・一般動詞の現在形を用いて
お気に入りの場所について伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
　積極的にお気に入りの場所について
伝える姿勢を持つ。

Lesson 1
be動詞・一般動詞の現在形
英会話

○

〇 ○

【知識及び技能】
　不定詞を理解する。
　動物が直面している現実に触れる。
【思考力、判断力、表現力等】
　教科書の本文を音声に出して読み、
定型文を使って自分について表現でき
る。
　不定詞を用いて好きな動物について
紹介している。
【学びに向かう力、人間性等】
　積極的に絶滅危惧種を救うために何
ができるか話そうとしている。

Lesson 4
不定詞
英会話

○



年間授業計画　新様式例

高等学校(１学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 　 　

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

科目 の目標：

体育 2

※Ａと同様の内容
【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

○ ○

・短距離走
・投てき

運動における競争や協働の経験を通して、公正に取り組
む、互いに協力する、自己の責任を果たす、参画する、
一人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育て
るとともに、健康・安全を確保して、生涯にわたって継
続して運動に親しむ態度を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】

○ 5

思 態

○ 10

配当
時数

※Ａと同様の内容
【知識・技能】
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

保健体育 　体育

【思考・判断・表現】
生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見
し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとと
もに、自己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養
う。

高等学校保健体育Textbook　　第一学習社

保健体育

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝
える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある生活を営
む態度を養う。

体育

【 知　識　・　技　能 】

保健体育

知

　Ａ 「体つくり運動」
【知識・技能】
〇各種目において、自己のねらいに応じ
て、効果的な成果を得るための適切な運
動の行い方があることについて、言った
り書き出したりしている。
〇各種目において、ゲームやルール、審
判の仕方などを理解している。全員で楽
しむためのルール等の調整の仕方などが
あることについて、学習した具体例を挙
げている。
〇各種目で実施される技能テストに向け
て、自己や集団の課題解決に向けて練習
し、技能を発揮することができる。
【思考・判断・表現】
〇体力の程度や性別等の違いを超えて、
仲間とともに各種目を楽しむための調整
の仕方を見つけている。
〇各種目の学習成果を踏まえて、自己に
適した「する、みる、支える、知る」な
どの運動を生涯にわたって楽しむための
関わり方を見つけている。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇各種目において、学習に主体的に取り
組もうとしている。
〇仲間に課題を伝え合うなど、互いに助
け合い高め合おうとしている。
〇一人一人の違いに応じた動きなどを大
切にしようとしている。

・オリエンテーション
・ストレッチ運動
・のびのびとした動作で用具などを用
　いた運動
・緊張したり、緊張を解いて脱力した
　りする運動。
・なわとび運動

　Ａ 単元
「体つくり運動」
【知識・技能】
〇各種目において、自己のねらいに応じて、効果的な
成果を得るための適切な運動の行い方があることにつ
いて、言ったり書き出したりしている。
〇各種目において、ゲームやルール、審判の仕方など
を理解している。全員で楽しむためのルール等の調整
の仕方などがあることについて、学習した具体例を挙
げている。
〇各種目で実施される技能テストに向けて、自己や集
団の課題解決に向けて練習し、技能を発揮することが
できる。
【思考・判断・表現】
〇体力の程度や性別等の違いを超えて、仲間とともに
各種目を楽しむための調整の仕方を見つけている。
〇各種目の学習成果を踏まえて、自己に適した「す
る、みる、支える、知る」などの運動を生涯にわたっ
て楽しむための関わり方を見つけている。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇各種目において、学習に主体的に取り組もうとして
いる。
〇仲間に課題を伝え合うなど、互いに助け合い高め合
おうとしている。
〇一人一人の違いに応じた動きなどを大切にしようと
している。

○

〇 3

12

〇 10

○

○ 10

〇 10

〇 10

※Ａと同様の内容
【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

〇 〇

※Ａと同様の内容
【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

〇 〇

※Ａと同様の内容
【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

〇 〇

３
学
期

　Ｇ 「バスケットボール」
※以下、Ａと同様の内容
【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

・基本的な技能
・シングルスのルール
・シングルスのゲーム

　Ｈ 「体育理論」
※以下、Ａと同様の内容
【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

スポーツの文化的特性や現代のスポーツ
の発展

　Ｃ 「バドミントン」
※以下、Ａと同様の内容
【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

２
学
期

　Ｄ 「テニス」
※以下、Ａと同様の内容
【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

・基本的な技能
・ダブルスのルール
・ダブルスのゲーム

　Ｆ 「バレーボール」
※以下、Ａと同様の内容
【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

・基本的な技能（オーバーハンドパス・
アンダーハンドパス・サービス）
・ゲームのルール

・基本的な技能（パス・ドリブル・
シュート）
・ゲームのルール

１
学
期

○

〇

　Ｅ 「卓球」
※以下、Ａと同様の内容
【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

※Ａと同様の内容
【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

〇

○ ○

・短距離走
・投てき

※Ａと同様の内容
【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

○ ○

　Ｂ 「陸上競技」
※以下、Ａと同様の内容
【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に付けるよう
にする。

【知識・技能】
運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽しさや喜
びを深く味わい、生涯にわたって運動を豊かに継続するこ
とができるようにするため、運動の多様性や体力の必要性
について理解するとともに、それらの技能を身につけるよ
うにする。



年間授業計画

高等学校  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象年次：

教科担当者：

使用教科書： ( ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

１
学
期

定期考査
○ ○ ○ 1

民主社会と政治参加
【知識・技能】よりよい社会は憲法の下で個人が議
論に参加し，利害対立を調整して合意形成すること
によって築かれることを理解する。
【思考・判断・表現】自立した政治主体として解決
が求められる具体的な主題について考察したこと
を，論拠をもって表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】政治参加と公正な
世論の形成，地方自治などに関わる課題の解決を視
野に，主体的に社会に関わる。

・政治と権力
・議院内閣制と国会
・権力分立と行政の役割
・地方自治の役割
・政党政治とメディア
・選挙制度とその課題

【知識・技能】よりよい社会は憲法の下で個人が議論
に参加し，利害対立を調整して合意形成することに
よって築かれることを理解している。
【思考・判断・表現】自立した政治主体として解決が
求められる具体的な主題について考察したことを，論
拠をもって表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】政治参加と公正な世
論の形成，地方自治などに関わる課題の解決を視野
に，主体的に社会に関わろうとしている。

○ ○ ○ 9

○

○

年次2

２
学
期

法の意義と司法参加
【知識・技能】法や規範に基づき各人の意見や利害
を調整することで，権利や自由が保障され，社会の
秩序が維持されることを理解する。
【思考・判断・表現】自立した法的主体として解決
が求められる具体的な主題について，その解決に向
けて事実を基に協働して考察したり構想したりした
ことを，論拠をもって表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】法や規範の意義及
び役割，多様な契約及び消費者の権利と責任，司法
参加の意義などに関わる課題の解決を視野に，主体
的に社会に関わる。

・社会規範と法
・契約の考え方
・消費者の権利と責任
・司法の役割
・刑事裁判とその課題

【知識・技能】法や規範に基づき各人の意見や利害を
調整することで，権利や自由が保障され，社会の秩序
が維持されることを理解している。
【思考・判断・表現】自立した法的主体として解決が
求められる具体的な主題について，その解決に向けて
事実を基に協働して考察したり構想したりしたこと
を，論拠をもって表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】法や規範の意義及び
役割，多様な契約及び消費者の権利と責任，司法参加
の意義などに関わる課題の解決を視野に，主体的に社
会に関わろうとしている。

○ ○

○ ○

定期考査
○

・宗教
・日本の思想
・日本の伝統と文化

【知識・技能】人間は個人として尊重される存在であ
り，対話を通して多様な立場を理解できる社会的な存
在であること，伝統や文化，先人の知恵を通して，多
様な価値観を尊重できるようになることについて理解
している。
【思考・判断・表現】対話や，伝統や文化，先人の取
組や知恵に触れることを通して，多様な価値観を尊重
することについて多面的・多角的に考察し，表現して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】公共的な空間におけ
る課題の解決を視野に，主体的に社会に関わろうとし
ている。

○

社会の基本原理と憲法の考え方
【知識・技能】人間の尊厳と平等，個人の尊重，民
主主義，法の支配，自由・権利と責任・義務など，
公共的な空間における基本的原理について理解す
る。
【思考・判断・表現】公共的な空間における基本的
原理について，個人と社会との関わりにおいて多面
的・多角的に考察し，表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】公共的な空間にお
ける基本的原理について，現代社会に見られる課題
の解決を視野に，主体的に社会に関わる。

・近代立憲主義
・日本国憲法
・平等に生きる権利
・自由に生きる権利
・人間らしく生きる権利
・広がる人権の考え方

【知識・技能】人間の尊厳と平等，個人の尊重，民主
主義，法の支配，自由・権利と責任・義務など，公共
的な空間における基本的原理について理解している。
【思考・判断・表現】公共的な空間における基本的原
理について，個人と社会との関わりにおいて多面的・
多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】公共的な空間におけ
る基本的原理について，現代社会に見られる課題の解
決を視野に，主体的に社会に関わろうとしている。

○ ○

6

4○

○ ○ 4

9

倫理的な見方・考え方
【知識・技能】選択・判断の手掛かりとして，幸福
を重視する考え方や公正などの義務を重視する考え
方などについて理解する。
【思考・判断・表現】倫理的価値の判断において，
幸福を重視する考え方と公正などの義務を重視する
考え方などを活用して考察する活動を通して，人間
としてのあり方生き方を考察する。
【主体的に学習に取り組む態度】現代社会に見られ
る課題の解決を視野に，主体的に社会に関わる。

配当
時数

青年期と社会参画
【知識・技能】自らの体験などを振り返ることを通
して，自らを成長させる人間としてのあり方生き方
について理解する。
【思考・判断・表現】社会に参画する自立した主体
とは集団の中で他者との協働により公共的な空間を
作る存在であることについて多面的・多角的に考察
し，表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】公共的な空間にお
ける課題の解決を視野に，主体的に社会に関わる。

・青年期
・学ぶこと
・社会参画とキャリア

【知識・技能】自らの体験などを振り返ることを通し
て，自らを成長させる人間としてのあり方生き方につ
いて理解している。
【思考・判断・表現】社会に参画する自立した主体と
は集団の中で他者との協働により当事者として公共的
な空間を作る存在であることについて多面的・多角的
に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】公共的な空間におけ
る課題の解決を視野に，主体的に社会に関わろうとし
ている。

○ ○ ○ 6

宗教・思想・伝統文化と社会
【知識・技能】人間は個人として尊重される存在で
あり，対話を通して多様な立場を理解できる社会的
な存在であること，伝統や文化，先人の知恵を通し
て，多様な価値観を尊重できるようになることにつ
いて理解する。
【思考・判断・表現】対話や，伝統や文化，先人の
取組や知恵に触れることを通して，多様な価値観を
尊重することについて多面的・多角的に考察し，表
現する。
【主体的に学習に取り組む態度】公共的な空間にお
ける課題の解決を視野に，主体的に社会に関わる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

・古代ギリシアの思想
・古代中国の思想
・近代西洋の思想
・現代の思想

【知識・技能】選択・判断の手掛かりとして，幸福を
重視する考え方や公正などの義務を重視する考え方な
どについて理解している。
【思考・判断・表現】倫理的価値の判断において，幸
福を重視する考え方と公正などの義務を重視する考え
方などを活用して考察する活動を通して，人間として
のあり方生き方を考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】現代社会に見られる
課題の解決を視野に，主体的に社会に関わろうとして
いる。

○ 1

公民

選択・判断の手掛かりとなる概念や理論及び倫理，政治，経済などに関わる現代の諸課題について理解するとともに，諸資料から様々な情報を適切か
つ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に解決しよ
うとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解
を通して涵養される，現代社会に生きる人間としての在り方生き
方についての自覚や，公共的な空間に生き国民主権を担う公民と
して，自国を愛し，その平和と繁栄を図ることや，各国が相互に
主権を尊重し，各国民が協力し合うことの大切さについての自覚
などを深める。

【学びに向かう力、人間性等】

公共
公民 公共 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
現代の諸課題を捉え考察し，選択・判断するための手掛かりとなる概念や
理論について理解するとともに，諸資料から，倫理的主体などとして活動
するために必要となる情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付
けるようにする。

現実社会の諸課題の解決に向けて，選択・判断の手掛かりとなる
考え方や公共的な空間における基本的原理を活用して，事実を基
に多面的・多角的に考察し公正に判断する力や，合意形成や社会
参画を視野に入れながら構想したことを議論する力を養う。

『高等学校公共』帝国書院

公民

現代の諸課題について，事実を基に概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，解決に向けて公正に判断したりする力や，合意形成や社会参画
を視野に入れながら構想したことを議論する力を養う。
よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養され
る，人間としての在り方生き方についての自覚や，国民主権を担う公民として，自国を愛し，その平和と繁栄を図ることや，各国が相互に主権を尊重
し，各国民が協力し合うことの大切さについての自覚などを深める。

公共

【 知　識　及　び　技　能 】

○



○ 1

定期考査
○ ○ ○ 1

○ 6

市場経済のしくみ
【知識・技能】公正かつ自由な経済活動を行うこと
を通して資源の効率的な配分が図られることや政府
の経済的な役割について理解する。
【思考・判断・表現】自立した経済主体として解決
が求められる具体的な主題の解決について、考察し
たことを，論拠をもって表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】市場経済の機能と
限界，金融の働き，財政及び租税の役割などに関わ
る課題の解決を視野に，主体的に社会に関わる。

・市場のメリットと限界
・企業の目的と役割
・金融の役割
・政府の役割と財政の機能
・経済の変動

【知識・技能】公正かつ自由な経済活動を行うことを
通して資源の効率的な配分が図られることや政府の経
済的な役割について理解している。
【思考・判断・表現】自立した経済主体として解決が
求められる具体的な主題の解決について、考察したこ
とを，論拠をもって表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】市場経済の機能と限
界，金融の働き，財政及び租税の役割などに関わる課
題の解決を視野に，主体的に社会に関わろうとしてい
る。

○ ○ ○ 8

３
学
期

国際政治の動向と平和の追求
【知識・技能】国際政治に関わる現実社会の事柄や
課題について理解する。
【思考・判断・表現】自立した政治主体として解決
が求められる具体的な主題について考察したこと
を，論拠をもって表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】国際貢献を含む国
際社会における我が国の役割などに関わる課題の解
決を視野に，主体的に社会に関わる。

・国家と国際法
・平和主義と日本の安全保障
・国際連合の役割
・国際紛争
・核兵器と軍縮の課題

【知識・技能】国際政治に関わる現実社会の事柄や課
題について理解している。
【思考・判断・表現】自立した政治主体として解決が
求められる具体的な主題について考察したことを，論
拠をもって表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】国際貢献を含む国際
社会における我が国の役割などに関わる課題の解決を
視野に，主体的に社会に関わろうとしている。

○ ○

２
学
期

定期考査
○ ○

豊かな社会の実現
【知識・技能】職業選択，雇用と労働問題，少子高
齢社会における社会保障の充実・安定化などに関わ
る現実社会の事柄や課題を理解する。
【思考・判断・表現】自立した経済主体として解決
が求められる具体的な主題について考察したこと
を，論拠をもって表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】職業選択，雇用と
労働問題，社会保障に関わる課題の解決を視野に，
主体的に社会に関わる。

・産業構造の変化と職業選択
・中小企業と農業
・労働者の権利と労働問題
・社会保障の役割と意義

【知識・技能】職業選択，雇用と労働問題，少子高齢
社会における社会保障の充実・安定化などに関わる現
実社会の事柄や課題を理解している。
【思考・判断・表現】自立した経済主体として解決が
求められる具体的な主題について考察したことを，論
拠をもって表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】職業選択，雇用と労
働問題，社会保障に関わる課題の解決を視野に，主体
的に社会に関わろうとしている。

○ ○ ○ 7

・課題探究学習 【知識・技能】これまでの学習を振り返りながら，社
会へ主体的に参画し，共に生きる社会を築くという観
点から課題を見いだしている。
【思考・判断・表現】これまでの学習を振り返りなが
ら，資料に基づきながら課題解決に向けて考察し，論
拠を基に自分の考えを説明，論述している。
【主体的に学習に取り組む態度】これまでの学習を振
り返りながら，現代の諸課題を探究する活動に取り組
み，公共の精神をもった自立した主体として社会に関
わろうとしている。

4

合計

70

○ ○

国際経済の動向と格差の是正
【知識・技能】経済のグローバル化と相互依存関係
の深まりなどに関わる現実社会の事柄や課題につい
て理解する。
【思考・判断・表現】　自立した経済主体として解
決が求められる具体的な主題について考察したこと
を，論拠をもって表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】グローバル化と相
互依存関係の深まりなどに関わる課題の解決を視野
に主体的に社会に関わる。

・国際経済のしくみ
・地域経済統合、自由貿易協定
・経済格差の是正

【知識・技能】経済のグローバル化と相互依存関係の
深まりなどに関わる現実社会の事柄や課題について理
解している。
【思考・判断・表現】　自立した経済主体として解決
が求められる具体的な主題について考察したことを，
論拠をもって表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】グローバル化と相互
依存関係の深まりなどに関わる課題の解決を視野に主
体的に社会に関わろうとしている。

○ ○ ○ 3

持続可能な社会の実現に向けて
【知識・技能】これまでの学習を振り返りながら，
社会へ主体的に参画し，共に生きる社会を築くとい
う観点から課題を見いだす。
【思考・判断・表現】これまでの学習を振り返りな
がら，資料に基づきながら課題解決に向けて考察
し，論拠を基に自分の考えを説明，論述する。
【主体的に学習に取り組む態度】これまでの学習を
振り返りながら，現代の諸課題を探究する活動に取
り組み，公共の精神をもった自立した主体として社
会に関わる。



年間授業計画　新様式例

高等学校 （2学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 　 　

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

科目 の目標：

体育 2

※Ａと同様の内容
【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

○ ○

・短距離走
・投てき

運動における競争や協働の経験を通して、公正に取り組
む、互いに協力する、自己の責任を果たす、参画する、
一人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育て
るとともに、健康・安全を確保して、生涯にわたって継
続して運動に親しむ態度を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】

○ 5

思 態

○ 10

配当
時数

※Ａと同様の内容
【知識・技能】
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

保健体育 　体育

【思考・判断・表現】
生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見
し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとと
もに、自己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養
う。

高等学校保健体育Textbook　　第一学習社

保健体育

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝
える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある生活を営
む態度を養う。

体育

【 知　識　・　技　能 】

保健体育

知

　Ａ 「体つくり運動」
【知識・技能】
〇各種目において、自己のねらいに応じ
て、効果的な成果を得るための適切な運
動の行い方があることについて、言った
り書き出したりしている。
〇各種目において、ゲームやルール、審
判の仕方などを理解している。全員で楽
しむためのルール等の調整の仕方などが
あることについて、学習した具体例を挙
げている。
〇各種目で実施される技能テストに向け
て、自己や集団の課題解決に向けて練習
し、技能を発揮することができる。
【思考・判断・表現】
〇体力の程度や性別等の違いを超えて、
仲間とともに各種目を楽しむための調整
の仕方を見つけている。
〇各種目の学習成果を踏まえて、自己に
適した「する、みる、支える、知る」な
どの運動を生涯にわたって楽しむための
関わり方を見つけている。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇各種目において、学習に主体的に取り
組もうとしている。
〇仲間に課題を伝え合うなど、互いに助
け合い高め合おうとしている。
〇一人一人の違いに応じた動きなどを大
切にしようとしている。

・オリエンテーション
・ストレッチ運動
・のびのびとした動作で用具などを用
　いた運動
・緊張したり、緊張を解いて脱力した
　りする運動。
・なわとび運動

　Ａ 単元
「体つくり運動」
【知識・技能】
〇各種目において、自己のねらいに応じて、効果的な
成果を得るための適切な運動の行い方があることにつ
いて、言ったり書き出したりしている。
〇各種目において、ゲームやルール、審判の仕方など
を理解している。全員で楽しむためのルール等の調整
の仕方などがあることについて、学習した具体例を挙
げている。
〇各種目で実施される技能テストに向けて、自己や集
団の課題解決に向けて練習し、技能を発揮することが
できる。
【思考・判断・表現】
〇体力の程度や性別等の違いを超えて、仲間とともに
各種目を楽しむための調整の仕方を見つけている。
〇各種目の学習成果を踏まえて、自己に適した「す
る、みる、支える、知る」などの運動を生涯にわたっ
て楽しむための関わり方を見つけている。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇各種目において、学習に主体的に取り組もうとして
いる。
〇仲間に課題を伝え合うなど、互いに助け合い高め合
おうとしている。
〇一人一人の違いに応じた動きなどを大切にしようと
している。

○

〇 3

12

〇 10

○

○ 10

〇 10

〇 10

※Ａと同様の内容
【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

〇 〇

※Ａと同様の内容
【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

〇 〇

※Ａと同様の内容
【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

〇 〇

３
学
期

　Ｇ 「バスケットボール」
※以下、Ａと同様の内容
【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

・基本的な技能
・シングルスのルール
・シングルスのゲーム

　Ｈ 「体育理論」
※以下、Ａと同様の内容
【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

スポーツの文化的特性や現代のスポーツ
の発展

　Ｃ 「バドミントン」
※以下、Ａと同様の内容
【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

２
学
期

　Ｄ 「テニス」
※以下、Ａと同様の内容
【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

・基本的な技能
・ダブルスのルール
・ダブルスのゲーム

　Ｆ 「バレーボール」
※以下、Ａと同様の内容
【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

・基本的な技能（オーバーハンドパス・
アンダーハンドパス・サービス）
・ゲームのルール

・基本的な技能（パス・ドリブル・
シュート）
・ゲームのルール

１
学
期

○

〇

　Ｅ 「卓球」
※以下、Ａと同様の内容
【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

※Ａと同様の内容
【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

〇

○ ○

・短距離走 ※Ａと同様の内容
【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

○ ○

　Ｂ 「陸上競技」
※以下、Ａと同様の内容
【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に付けるよう
にする。

【知識・技能】
運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽しさや喜
びを深く味わい、生涯にわたって運動を豊かに継続するこ
とができるようにするため、運動の多様性や体力の必要性
について理解するとともに、それらの技能を身につけるよ
うにする。



年間授業計画　

高等学校 （２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書：（ ） 使用問題集： （ 「反復式　簿記問題集　全商３級」実教出版　 ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標

〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇

商業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

正確な計算技術、丁寧な帳簿や書類の作成を習
得させる。また、公正な財務諸表を作成するこ
とにより公共心を育み、情報公開に対応できる
会計実務のスキルを身に付ける。

【学びに向かう力、人間性等】

商業 簿記
商業

知

簿記 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

企業において日常発生する取引を合理的、能率
的に記帳する知識と技術を身に付ける。
取引の仕訳から勘定の記入を経て、決算に至る
までの簿記の基本的な仕組みについて理解を深
める。

作成した貸借対照表や損益計算書を通して、ビ
ジネスの諸活動を計数的に把握す
る能力と態度を育てる。様々な意思決定の場面
で適切な判断ができる能力を身に付ける。

商業

ビジネスに関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み、ビジネスの創造性と発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

【 知　識　及　び　技　能 】

「新簿記」実教出版

1

簿記

指導項目・内容 評価規準

12

12

思 態 配当
時数

単元の具体的な指導目標

〇 〇 〇

〇 〇

1

定期考査 〇 〇 〇 1

１
学
期

定期考査 〇 〇

定期考査 〇 〇

第３編　決算（その１）
【知識及び技能】
決算について理論と実務とを関連付
けて理解するとともに、関連する技
術を身に付けること。
【思考力・判断力・表現力等】
決算の方法の妥当性と実務における
課題を見いだし、科学的な根拠に基
づいて課題に対応すること。
【学びに向かう力、人間性等】
決算について自ら学び、適正な決算
整理事項と財務諸表の作成に主体的
かつ協働的に取り組むこと。

指導事項
第3編　決算
第18章　決算整理（その１）
第19章　８桁精算表
第20章　帳簿決算
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用等
確認テスト

【知識・技能】
決算について理論を実務を関連付けて理解する
とともに、関連する技術を身に付けている。
【思考・判断・表現】
決算の方法の妥当性と実務における課題を見い
だし、科学的な根拠に基づいて課題に対応して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
簿記の原理について自ら学び、適正な取引の記
録と記録の効果的な活用に主体的かつ協働的に
取り組もうとしている。

第4編　会計帳簿と帳簿組織
【知識及び技能】
記帳の効率化について理論と実務と
を関連付けて理解するとともに、関
連する技術を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力等】
記帳の効率化の方法の妥当性と実務
における課題を見いだし、科学的な
根拠に基づいて課題に対応するこ
と。
【学びに向かう力、人間性等】
記帳の効率化について自ら学び、伝
票の利用と会計ソフトウェアの効果
的な活用に主体的かつ協働的に取り

指導事項
第4編　会計帳簿と帳簿組織
第21章　会計帳簿
第22章　伝票の利用
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等
確認テスト

【知識・技能】
記帳の効率化について理論と実務とを関連付け
て理解するとともに、関連する技術を身に付け
ている。
【思考・判断・表現】
記帳の効率化の方法の妥当性と実務における課
題を見いだし、科学的な根拠に基づいて課題に
対応している。
【主体的に学習に取り組む態度】
記帳の効率化について自ら学び、伝票の利用と
会計ソフトウェアの効果的な活用に主体的かつ
協働的に取り組もうとしている。

〇

２
学
期

３
学
期

定期考査 〇 〇 〇 1

定期考査 〇 〇 〇 1

第７編　株式会社の取引
【知識及び技能】
取引の記帳について理論と実務とを
関連付けて理解するとともに、関連
する技術を身に付けること。
【思考力・判断力・表現力等】
取引の記帳法の妥当性と実務におけ
る課題を見いだし、科学的な根拠に
基づいて課題に対応すること。
【学びに向かう力、人間性等】
取引の記帳について自ら学び、適正
な会計帳簿の作成に主体的かつ協働
的に取り組むこと。

指導事項
第7編　株式会社の取引
第29章　株式会社の取引と財務諸表
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用等
確認テスト

【知識・技能】
取引の記帳について理論と実務とを関連付けて
理解するとともに、関連する技術を身に付けて
いる。
【思考力・判断力・表現】
取引の記帳法の妥当性と実務における課題を見
いだし、科学的な根拠に基づいて課題に対応し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
取引の記帳について自ら学び、適正な会計帳簿
の作成に主体的かつ協働的に取り組もうとして
いる。

12

70

第５編　取引の記帳（その２）
【知識及び技能】
取引の記帳について理論と実務とを
関連付けて理解するとともに、関連
する技術を身に付けること。
【思考力・判断力・表現力等】
取引の記帳法の妥当性と実務におけ
る課題を見いだし、科学的な根拠に
基づいて課題に対応すること。
【学びに向かう力、人間性等】
取引の記帳について自ら学び、適正
な会計帳簿の作成に主体的かつ協働
的に取り組むこと。

指導事項
第5編　取引の記帳（その２）
第24章　特殊な手形の取引
第25章　有価証券の取引
第26章　本支店会計
第27章　最近の実務に広がる取引
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用等
確認テスト

17

【知識・技能】
取引の記帳について理論と実務とを関連付けて
理解するとともに、関連する技術を身に付けて
いる。
【思考力・判断力・表現】
取引の記帳法の妥当性と実務における課題を見
いだし、科学的な根拠に基づいて課題に対応し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
取引の記帳について自ら学び、適正な会計帳簿
の作成に主体的かつ協働的に取り組もうとして
いる。

【知識・技能】
決算について理論と実務とを関連付けて理解す
るとともに、関連する技術を身に付けている。
【思考・判断・表現】
決算の方法の妥当性と実務における課題を見い
だし、科学的な根拠に基づいて課題に対応して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
決算について自ら学び、適正な決算整理と財務
諸表の作成に主体的かつ協働的に取り組もうと
している。

12

第6編　決算(その２）
【知識及び技能】
決算について理論と実務とを関連付
けて理解するとともに、関連する技
術を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
決算の方法の妥当性と実務における
課題を見いだし、科学的な根拠に基
づいて課題に対応すること。
【学びに向かう力、人間性等】
決算について自ら学び、適正な決算
整理と財務諸表の作成に主体的かつ
協働的に取り組むこと。

指導事項
第6編　決算（その２）
第28章　決算整理（その２）
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等
確認テスト



年間授業計画　新様式例

高等学校 （３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

英語コミュニケーションⅡ

合
計

70

知

【学びに向かう力、人間性等】

【知識及び技能】
　be動詞・一般動詞の現在形/助動詞
について理解し，概要や要点を捉える
技能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
　be動詞・一般動詞の現在形/助動詞
用いて，旅行に関することや空いた時
間について，自分の考えを伝え、相手
の考えを理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
　be動詞・一般動詞の現在形/助動詞
を用いて，旅行で行ってみたい場所や
理由を話して伝えようとする。

Lesson１
be動詞・一般動詞の現在形
助動詞
英会話

○

〇 ○

【知識及び技能】
　SVOO/SVOCの文について理解し，
概要や要点を捉える技能を身につけ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　SVOO/SVOCの文を用いて，日本文
化について，自分の考えを伝え、相手
の考えを理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
　SVOO/SVOCの文を用いて，日本文
化について，考えや気持ちを話して伝
えようとする。

Lesson 4
SVOOの文
SVOCの文
英会話

○ ○ ○

14

2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

【知識及び技能】
　不定詞/受動態について理解し，概要
や要点を捉える技能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
　不定詞/受動態を用いて，参加してみ
たいボランティアについて，自分の考え
を伝え、相手の考えを理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
　不定詞/受動態を用いて，参加してみ
たいボランティアについて，考えや気持
ちを話して伝えようとする。

領域

・中学英語の徹底復習により基礎的な
文法と語彙を確認する。
・１～２学年の徹底復習により基礎的な
文法と語彙を確認する。

中学校・１～２学年の復習
GET READY
英会話 ○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

徹底復習により基礎的な文法と語彙を習得し、
活用する。

教科書の本文を音声に出して読むことができ、
定型文を使って自分について表現でき、相手の
伝えたいことを理解できる。

Amity English CommunicationⅡ

○ ○

外国語

Lesson 3
不定詞
受動態
英会話

○ ○

２
学
期

１
学
期

14

○

○

３
学
期

14○

○

○

【知識及び技能】
　SVOOの文やSVOCの文を理解し，概要や要
点を捉える技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　SVOOの文やSVOCの文を用いて，ガチャガ
チャにあったらうれしいものについて，理由や
考えを説明している。
【学びに向かう力、人間性等】
　SVOOの文やSVOCの文を用いて，日本文化
について，理由や考えを説明しようとしている。

○ ○

○

【知識及び技能】
　be動詞・一般動詞の過去形/動名詞
について理解し，概要や要点を捉える
技能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
　be動詞・一般動詞の過去形/動名詞
を用いて，好きな食べ物について，自
分の考えを伝え、相手の考えを理解す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　be動詞・一般動詞の過去形/動名詞
を用いて，好きな食べ物について，考
えや気持ちを話して伝えようとする。

Lesson 2
be動詞・一般動詞の過去形
動名詞
英会話

○ ○○

○ ○

○○

〇

○

【知識及び技能】
　be動詞・一般動詞の過去形や動名詞を理解
し，概要や要点を捉える技能を身に付けてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　be動詞・一般動詞の過去形や動名詞を用い
て，友だちの好きな食べ物について，理由や
考えを紹介している。
【学びに向かう力、人間性等】
　be動詞・一般動詞の過去形や動名詞を用い
て，友だちの好きな食べ物について，理由や
考えを紹介しようとしている。

【知識及び技能】
　不定詞や受動態を理解し，概要や要点を捉
える技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　不定詞や受動態を用いて，参加してみたい
ボランティアについて，理由や考えを書いて伝
えている。
【学びに向かう力、人間性等】
　不定詞や受動態を用いて，参加してみたい
ボランティアについて，理由や考えを書いて伝
えようとしている。

○

○

英語コミュニケーションⅡ

【 知　識　及　び　技　能 】外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深め、目的や場面，状況などに応じて活用できる技能を身に付ける。

外国語

○ ○

○ ○

評価規準

・中学英語の基礎的な単語と文法を理解でき
ている。
・１～２学年の基礎的な単語と文法を理解でき
ている。

【知識及び技能】
　be動詞・一般動詞の現在形，助動詞につい
て理解し，概要や要点を捉える技能を身に付
けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　be動詞・一般動詞の現在形や助動詞を用い
て，旅行で行ってみたい場所について，場所や
理由を紹介している。
【学びに向かう力、人間性等】
　be動詞・一般動詞の現在形や助動詞を用い
て，旅行で行ってみたい場所について，場所や
理由を紹介しようとしている。

海外に対する興味や関心を持ち、英語の学習に
積極的な姿勢を持つ。

○

14

14

○

○

配
当
時
数

態思

外国語

状況や場面に応じて，日常的な話題について，概要や要点，話し手や書き手の意図などを的確に理解したり、表現したり伝え合うことができる。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，主体的，自律的に外国語を用いてｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図ろうとする態度を養う。

英語コミュニケーションⅡ



年間授業計画　新様式例

高等学校 （3学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 　 　

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

科目 の目標：

各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に付けるよう
にする。

【知識・技能】
運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽しさや喜
びを深く味わい、生涯にわたって運動を豊かに継続するこ
とができるようにするため、運動の多様性や体力の必要性
について理解するとともに、それらの技能を身につけるよ
うにする。

○

〇

　Ｅ 「卓球」
※以下、Ａと同様の内容
【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

※Ａと同様の内容
【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

〇

○ ○

・短距離走
・投てき

※Ａと同様の内容
【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

○ ○

　Ｂ 「陸上競技」
※以下、Ａと同様の内容
【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

３
学
期

　Ｇ 「バスケットボール」
※以下、Ａと同様の内容
【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

・基本的な技能
・シングルスのルール
・シングルスのゲーム

　Ｈ 「体育理論」
※以下、Ａと同様の内容
【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

スポーツの文化的特性や現代のスポーツ
の発展

　Ｃ 「バドミントン」
※以下、Ａと同様の内容
【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

２
学
期

　Ｄ 「テニス」
※以下、Ａと同様の内容
【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

・基本的な技能
・ダブルスのルール
・ダブルスのゲーム

　Ｆ 「バレーボール」
※以下、Ａと同様の内容
【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

・基本的な技能（オーバーハンドパス・
アンダーハンドパス・サービス）
・ゲームのルール

・基本的な技能（パス・ドリブル・
シュート）
・ゲームのルール

１
学
期

※Ａと同様の内容
【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

〇 〇

※Ａと同様の内容
【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

〇 〇

※Ａと同様の内容
【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

〇 〇

〇 3

12

〇 10

○

○ 10

〇 10

〇 10

知

　Ａ 「体つくり運動」
【知識・技能】
〇各種目において、自己のねらいに応じ
て、効果的な成果を得るための適切な運
動の行い方があることについて、言った
り書き出したりしている。
〇各種目において、ゲームやルール、審
判の仕方などを理解している。全員で楽
しむためのルール等の調整の仕方などが
あることについて、学習した具体例を挙
げている。
〇各種目で実施される技能テストに向け
て、自己や集団の課題解決に向けて練習
し、技能を発揮することができる。
【思考・判断・表現】
〇体力の程度や性別等の違いを超えて、
仲間とともに各種目を楽しむための調整
の仕方を見つけている。
〇各種目の学習成果を踏まえて、自己に
適した「する、みる、支える、知る」な
どの運動を生涯にわたって楽しむための
関わり方を見つけている。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇各種目において、学習に主体的に取り
組もうとしている。
〇仲間に課題を伝え合うなど、互いに助
け合い高め合おうとしている。
〇一人一人の違いに応じた動きなどを大
切にしようとしている。

・オリエンテーション
・ストレッチ運動
・のびのびとした動作で用具などを用
　いた運動
・緊張したり、緊張を解いて脱力した
　りする運動。
・なわとび運動

　Ａ 単元
「体つくり運動」
【知識・技能】
〇各種目において、自己のねらいに応じて、効果的な
成果を得るための適切な運動の行い方があることにつ
いて、言ったり書き出したりしている。
〇各種目において、ゲームやルール、審判の仕方など
を理解している。全員で楽しむためのルール等の調整
の仕方などがあることについて、学習した具体例を挙
げている。
〇各種目で実施される技能テストに向けて、自己や集
団の課題解決に向けて練習し、技能を発揮することが
できる。
【思考・判断・表現】
〇体力の程度や性別等の違いを超えて、仲間とともに
各種目を楽しむための調整の仕方を見つけている。
〇各種目の学習成果を踏まえて、自己に適した「す
る、みる、支える、知る」などの運動を生涯にわたっ
て楽しむための関わり方を見つけている。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇各種目において、学習に主体的に取り組もうとして
いる。
〇仲間に課題を伝え合うなど、互いに助け合い高め合
おうとしている。
〇一人一人の違いに応じた動きなどを大切にしようと
している。

○

保健体育 　体育

【思考・判断・表現】
生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見
し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとと
もに、自己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養
う。

高等学校保健体育Textbook　　第一学習社

保健体育

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝
える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある生活を営
む態度を養う。

体育

【 知　識　・　技　能 】

保健体育 体育 2

※Ａと同様の内容
【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

○ ○

・短距離走
・投てき

運動における競争や協働の経験を通して、公正に取り組
む、互いに協力する、自己の責任を果たす、参画する、
一人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育て
るとともに、健康・安全を確保して、生涯にわたって継
続して運動に親しむ態度を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】

○ 5

思 態

○ 10

配当
時数

※Ａと同様の内容
【知識・技能】
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】



年間授業計画　新様式例

高等学校 （4学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年 　 　

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

科目 の目標：

各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に付けるよ
うにする。

【知識・技能】
運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽しさや喜
びを深く味わい、生涯にわたって運動を豊かに継続するこ
とができるようにするため、運動の多様性や体力の必要性
について理解するとともに、それらの技能を身につけるよ
うにする。

○

○ ○

・短距離走
・投てき

【知識・技能】
・陸上競技では，各種目の局面ごとに技術の名称があり，それぞ
れの技術には，記録の向上につながる重要な動きのポイントや安
全で合理的な練習の仕方があることについて、学習した具体例を
挙げている。
・高いスピードを維持して走る中間走では，体の真下近くに足を
接地したり，キックした足を素早く前に運んだりするなどの動き
で走ることができる。
【思考・判断・表現】
・選択した運動種目について，自己や仲間の動きを分析して良い
点や修正点を指摘している。
・体力や技能の程度，性別等の違いを超えて仲間とともに陸上競
技を楽しむための調整の仕方を見付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・陸上競技の学習に主体的に取り組もうとしている。
・危険の予測をしながら回避行動をとるなど、健康・安全を確保
しようとしている。

○ ○

  Ｃ「陸上競技」
【知識・技能】
短距離走では、中間走の高いスピードを
維持して速く走ることができるようにす
る。
【思考・判断・表現】
生涯にわたって運動を豊かに継続するた
めの自己や仲間の課題を発見し，合理
的，計画的な解決に向けて取り組み方を
工夫するとともに，自己や仲間の考えた
ことを他者に伝えることができるように
する。
【主体的に学習に取り組む態度】
陸上競技に主体的に取り組むとともに，
勝敗などを冷静に受け止め，ルールやマ
ナーを大切にしようとすること，役割を
積極的に引き受け自己の責任を果たそう
とすること，一人一人の違いに応じた課
題や挑戦を大切にしようとすることなど
や，健康・安全を確保することができる
ようにする。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

・基本的な技能
・シングルスのルール
・シングルスのゲーム

　Ｅ 「バドミントン」
【知識・技能】
ネット型について勝敗を競ったりチーム
や自己の課題を解決したりするなどの
多様な楽しさや喜びを味わい，技術など
の名称や行い方，体力の高め方，課題解
決の方法，競技会の仕方などを理解する
とともに，作戦や状況に応じた技能で仲
間と連携しゲームを展開することができ
るようにする。
【思考・判断・表現】
生涯にわたって運動を豊かに継続するた
めのチームや自己の課題を発見し，合理
的，計画的な解決に向けて取り組み方を
工夫するとともに，自己やチームの考え
たことを他者に伝えることができるよう
にする。
【主体的に学習に取り組む態度】
球技に主体的に取り組むとともに，フェ
アなプレイを大切にしようとすること，
合意形成に貢献しようとすること，一人
一人の違いに応じたプレイなどを大切に
しようとすること，互いに助け合い高め
合おうとすることなどや，健康・安全を
確保することができるようにする。

１
学
期

10○

知

　Ａ 「体つくり運動」
【知識及び運動】
体つくり運動について、体を動かす楽し
さや心地よさを味わい、体つくり運動の
行い方、体力の構成要素、実生活への取
り入れ方などを理解するとともに，自己
の体力や生活に応じた継続的な運動の計
画を立て，実生活に役立てることができ
るようにする。
【思考・判断・表現】
生涯にわたって運動を豊かに継続するた
めの自己や仲間の課題を発見し、合理
的、計画的な解決に向けて取り組み方を
工夫するとともに、自己や仲間の考えた
ことを他者に伝えることができるように
する。
【主体的に学習に取り組む態度】
体つくり運動に主体的に取り組むととも
に、互いに助け合い高め合おうとするこ
と、一人一人の違いに応じた動きなどを
大切にしようとすること、合意形成に貢
献しようとすることなどや、健康・安全
を確保することができるようにする。

・オリエンテーション
・ストレッチ運動
・のびのびとした動作で用具
などを用いた運動
・緊張したり、緊張を解いて
脱力したりする運動。
・なわとび運動

【知識及び運動】
・体つくり運動では、自己のねらいに応じて、効果的な成果を得
るための適切な運動の行い方があることについて、学習した具体
例を挙げている。
・体力の構成要素は、健康に生活するための体力と運動を行うた
めの体力に密接に関係していることについて、学習した具体例を
挙げている。
・仲間と協力して課題を達成するなど、集団で挑戦するような運
動を行うことを通して、気付いたり関わり合ったりすることがで
きる。
【思考・判断・表現】
・生活様式や体力の程度を踏まえ、自己のねらいに応じた運動の
計画を立案している。
・体力の程度や性別等の違いを超えて、仲間とともに体つくり運
動を楽しむための調整の仕方を見付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・体つくり運動の学習に主体的に取り組もうとしている。
・危険の予測をしながら回避行動をとるなど、健康・安全を確保
しようとしている。

○

保健体育 　体育

【思考・判断・表現】
生涯にわたって運動を豊かに継続するための課
題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思
考し判断するとともに、自己や仲間の考えたこ
とを他者に伝える力を養う。

高等学校保健体育Textbook　　第一学習社

保健体育

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に
伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある生活を
営む態度を養う。

体育

【 知　識　・　技　能 】

保健体育 体育 2

運動における競争や協働の経験を通して、公正に取り組む、互いに協力す
る、自己の責任を果たす、参画する、一人一人の違いを大切にしようとする
などの意欲を育てるとともに、健康・安全を確保して、生涯にわたって継続
して運動に親しむ態度を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】

○ 7

思 態

○ 10

配当
時数

【知識・技能】
・球技では，各型の各種目の局面ごとに技術や戦術，作戦の名称
があり，それぞれの技術，戦術，作戦には，攻防の向上につなが
る重要な動きのポイントや安全で合理的，計画的な練習の方法が
あることについて学習した具体例を挙げている。
・サービスでは，ボールに変化をつけて打つことができる。
・ボールを相手側のコートの守備のいない空間に緩急や高低など
の変化をつけて打ち返すことができる。
【思考・判断・表現】
・練習やゲームを行う場面で，チームや自己の活動を振り返り，
よりよいマナーや行為について提案している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・球技の学習に主体的に取り組んでいる。
・フェアなプレイを大切にしている。
・危険の予測をしながら回避行動をとるなど，健康・安全を確保
している。



〇

　Ｅ「卓球」
※Ｅ「バドミントン」と同様の内容
【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

※Ｅ「バドミントン」と同様の内容
【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

〇

３
学
期

　Ｅ 「バスケットボール」
※Ｅ「バドミントン」と同様の内容
【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

　Ｈ 「体育理論」
【知識】
豊かなスポーツライフの設計の仕方につ
いて理解することができるようにする。
【思考・判断・表現】
豊かなスポーツライフの設計の仕方につ
いて，課題を発見し，よりよい解決に向
けて思考し判断するとともに，他者に伝
えることができるようにする。
【主体的に学習に取り組む態度】
豊かなスポーツライフの設計の仕方につ
いての学習に主体的に取り組むことがで
きるようにする。

豊かなスポーツライフの設計
の仕方

２
学
期

　Ｅ「テニス」
※Ｅ「バドミントン」と同様の内容
【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

・基本的な技能
・ダブルスのルール
・ダブルスのゲーム

　Ｅ「バレーボール」
※Ｅ「バドミントン」と同様の内容
【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

・基本的な技能（オーバーハ
ンドパス・アンダーハンドパ
ス・サービス）
・ゲームのルール

・基本的な技能（パス・ドリ
ブル・シュート）
・ゲームのルール

【知識・技能】
・球技では，各型の各種目の局面ごとに技術や戦術，作戦の名称
があり，それぞれの技術，戦術，作戦には，攻防の向上につなが
る重要な動きのポイントや安全で合理的，計画的な練習の方法が
あることについて学習した具体例を挙げている。
・ボールをコントロールして，ネットより高い位置から相手側の
コートに打ち込むことができる。
・チームの作戦に応じた守備位置から，拾ったりつないだり打ち
返したりすることができる。
※以下、Ｅ「バドミントン」と同様の内容
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

〇 〇

【知識】
豊かなスポーツライフの設計の仕方について、学習した具体例を
挙げている。
【思考・判断・表現】
・ライフステージにおけるスポーツの楽しみ方やライフスタイル
に応じたスポーツとの関わり方について，自己や自己を取り巻く
環境の変化を予想し，自己や社会についての課題を発見してい
る。
・豊かなスポーツライフが広がる未来の社会について，これまで
学習したことを基に，将来の自己のスポーツ設計や未来の社会に
ついての自己の提案を言葉や文章などを通して他者に伝えてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・豊かなスポーツライフの設計の仕方についての学習に，主体的
に取り組もうとしている。

〇 〇

【知識・技能】
・球技では，各型の各種目の局面ごとに技術や戦術，作戦の名称
があり，それぞれの技術，戦術，作戦には，攻防の向上につなが
る重要な動きのポイントや安全で合理的，計画的な練習の方法が
あることについて学習した具体例を挙げている。
・防御をかわして相手陣地やゴールにボールを運ぶことができ
る。
・味方が作り出した空間にパスを送ることができる。
※以下、Ｅ「バドミントン」と同様の内容
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

〇 〇

〇 6

〇 10

○ 7

〇 10

〇 10

※Ｅ「バドミントン」と同様の内容
【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

○ ○

・基本的な技能
・シングルスのルール
・シングルスのゲーム



 年間授業計画 

東京都立第三商業高等学校 定時制 

担 当 者  

教    科 人間と社会 科    目 人間と社会 （１単位） 

対    象 第３学年 

教 科 書 東京都教育委員会 「人間と社会」 

副教材その他 自作プリント 他 

目 標 
1. 体験活動や他者とのかかわりを通して、社会の一員であることを自覚する。 

2. 自他を尊重し、自己の考えを深め、人間関係を形成する能力を養う。 

学期 時間 単   元 内     容 

１ １２ 

ガイダンス 

人間関係を築く 

支え合う社会 

 

体験活動事前指導 

体験活動 １ 

 

 

 

・「人間と社会」の学習の視点を踏まえ、１年間の学習

計画を説明する。・自他を尊重し、自己の考えを深め、

人間関係を形成する能力を養う。・思いやりや人間愛の

こころを深め、課題に対応する能力を育成する。 

・体験活動の意義を説明する 

・ボランティア・センター職員と高齢者施設職員と一緒

に高齢者の実態を伺い、高齢者疑似体験を実施する 

 

２ １７ 

地域社会を築く 

 

体験活動 ２ 

 

 

体験活動事後指導 

 

・社会連帯、共生の考えを深め、人間関係形成能力を育

成する。 

・手話講師とともに手話実技体験を実施する 

・聴覚障害者を支援できる能力とこころを育成する 

 

・体験学習の意義を考えさせる 

 

３  ６ 

マナーと社会のルールに

ついて考える 

学習について自己評価を

行い、学習をまとめる。 

・規範意識、思いやりの考えを深め、自己管理能力を育

成する 

・１年間の学習を振り返り、自己評価を行い、学習の成

果を報告書にまとめ、発表させる 

 

評 

価 

（観点・基準）「人間と社会｣を学ぶ意義について理解しているか 

体験活動を通して、自ら課題を解決できたかについて、自己評価及び相手の評価等により行う。 

社会に貢献する活動について調べたことをワークシートにまとめて提出しているか。 

学習成果の達成状況について報告書を提出しているか。 
 

 



年間授業計画　新様式例

高等学校 （2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

ネットワーク機器の機能や情報技術の進歩に伴う通信手段の変化について理解し，コンピュータやプ
リンタを適切にLANやインターネットに接続するための基礎的な方法や，情報通信ネットワークのシス

テム障害に対処するための基本的な技術について理解している。

ネットワーク機器の機能や
情報技術の進歩に伴う通信
手段の変化について理解
し，それを活用するコン

ピュータやプリンタをLANや
インターネットに接続する
ための基礎的な方法や，情
報通信ネットワークのシス
テム障害に対処するための
基本的な技術を身に付け

る。

１章　企業活動とソフトウェア活用
　１節　ビジネスにおけるソフトウェアの活用

○ 7

○ ○ ○ 12

１
学
期

身近な事例を基にビジネス
におけるソフトウェアの活
用を考える学習活動によ
り，ソフトウェアの意義と
重要性を理解する。
社会で利用されている情報
システムの例や，ビジネス
におけるソフトウェアの活
用の実例を学ぶことによ
り，情報通信ビジネスにお
けるソフトウェア活用の重
要性を理解する。
ソフトウェアの進化があた
える社会への影響を考え
る。

ソフトウェアの意義と重要性について考え，理解することができたか。
情報通信システムの特徴や処理方式の概要を理解し，ソフトウェアの意義や役割を考え，具体的な利
用例を理解することができたか。
ネット通信ビジネスにおける情報通信システムに関心を持ち，各種決済システムなどの，ソフトウェ
アの意義や役割を考え，理解することができたか。
観光ビジネスとソフトウェアの活用，各種センサーとソフトウェアの関連などに関心をもち，概要と
目的を理解できたか。
ビジネスにおけるソフトウェアの役割を理解し，これを活用するための知識や技術を積極的に身に付
けようとする態度を持ったか。

ソフトウェアとビジネスや社会課題との関連性について自ら学ぶ。

○ ○

○ ○

２章　情報通信ネットワークの活用
１節　情報通信ネットワークの導入と運用

３章　表計算ソフトウェアの活用

1節　表計算ソフトウェアを用いた情報の集計と分析 表計算ソフトウェアを通して，情報の集計と分析について理解し，様々な方法で分析する能力を身に
付けるとともに，分析結果を適切に表現し，主体的かつ協働的に取り組むことができたか。

２節　ビジネスにおけるソフトウェアの進化

表計算ソフトウェアを通し
て，情報の集計と分析につ
いて理解し，様々な集計や
分析方法，集計した情報か
ら，分析結果を適切に表現
する能力を身に付ける

商業 ソフトウェア活用
商業 ソフトウェア活用 2

・課題に対して具体例を用いて積極的に考えることができる。
・協働的な学習を通して課題解決方法を考えることができる。
・他者の意見をよく聞く力を身につけることができる。
・自分意見を的確に伝える力を身につけることができる。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

・ビジネスの場面に応じたソフトウェアの利用ができる。
・

・ビジネスの場面で必要に応じたソフトウェアの利用する力と効果的な資料の作
成における表現力。

ソフトウエア活用　実教出版

商業

1.企業活動におけるソフトウェアの活用に関する課題を発見し，ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に解決しようとしている。

1.企業活動を改善する力の向上を目指して自ら学び，企業活動におけるソフトウェアの活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。

ソフトウェア活用

【 知　識　及　び　技　能 】
1.企業活動におけるソフトウェアの活用について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けている。
２．各種ソフトウェアが利用できるようになる。

商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、ビジネスを通じ、地域産業をはじめ経済社会の持続的な発展を担う職業人として必要な資質・能力を次のとおり育成
することを目指す。

配当
時数

○ 6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態



３
学
期

3節手続きの自動化 マクロのキロ億機能を使
い、手続きの自動化の考え
方を理解し、基本的な義術
を身に付ける。

マクロのキロ億機能を使い、手続きの自動化の考え方を理解し、基本的な義術を身に付け、主体的か
つ協働的に取り組むことができたか。

２
学
期

２節　表計算ソフトウェアを用いたオペレーションズ・
リサーチ

表計算ソフトウェアを通し
て，オペレーションズ・リ
サーチの基礎を理解し，目
的に応じて適切な手法を活
用する技術を身に付ける。

表計算ソフトウェアを通して，オペレーションズ・リサーチの基礎について理解し，目的に応じて適
切な手法を活用する技術を身に付けるとともに，適切に表現し，主体的かつ協働的に取り組むことが
できたか。

表計算ソフトウェアを通し
てオペレーションズ・リ
サーチの基礎を理解して目
的に応じた適切な手法を活
用する技術を身に付ける。

表計算ソフトウェアを通してオペレーションズ・リサーチの基礎を理解して目的に応じた適切な手法
を活用する技術を身に付けるとともに、適切に表現し、主観的かつ協働的に取り込むことができた
か。

○ ○

○ ○

15

合計

70

○

○ 15

○ 15○ ○


